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図版 
 
 
（fig. 3）	
ポール・セザンヌ	
《ギュスターヴ・ジェフロワ》	
1895-1896年	
油彩／カンヴァス	
110 x 89 cm	
オルセー美術館	
（fig. 1）	
（写真）ギュスターヴ・ジェフロワ 
ナダール撮影	
1880年頃	
クレマンソー博物館、パリ	
（fig. 2）	
（写真）ジョルジュ・クレマンソー	
ナダール撮影	
撮影年不明（1874年頃）	
建築および文化遺産資料館、シャラントン＝ル＝ポン	
（fig. 4）	
オーギュスト・ロダン	
《ギュスターヴ・ジェフロワ》	
1905年	
ブロンズ 
43 x 21.4 x 23.2 cm	
オルセー美術館	
5	
6	
（fig. 5）	
レオン・レルミット 
《市場》 
1895年 
油彩／カンヴァス 
404 x 635 cm 
プティ・パレ、パリ 
7	
（fig. 6） 
《セイレンと詩人》 
ギュスターヴ・モローの下絵に基づく  
1899年 
タピスリー（羊毛、絹、金糸） 
349 x 250 cm 
モビリエ・ナショナル 
GOB 469 
（fig. 7） 
《白い衣の女たち》 
ポール・ランソンの下絵に基づきフランス・ランソン
が製作 
1894年 
タピスリー（羊毛、カンヴァス） 
150 x 98 cm 
 オルセー美術館 
（fig. 8） 
《ほとばしる噴水》 
ブランンシュ・オリー＝ロビンの下絵に基づく 
1909年頃 
刺繍（絹、カンヴァス） 
245 x 160 cm 
装飾美術館、パリ 
8	
（fig. 10） 
《イカロスの幻影》 
ジャン・リュルサの下絵に基づく 
1939年　　タピスリー（羊毛、絹）　　251 x 483 cm 
オランダ王立コレクション（PA/300A） 
（fig. 11） 
《森》 
ジャン・リュルサの下絵に基づく 
1938年　　タピスリー（羊毛、絹）　　258 x 390 cm 
モビリエ・ナショナル　GMTT 541 
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（fig. 12-1） 
（写真）臥機（アルバート・ハーターの工房）	
（fig. 11-1） 
（写真）国立ゴブラン製作所、工房内部（竪機）、1926年 
（fig. 12-2） 
（写真）臥機での製織 
（fig. 11-2） 
（写真）国立ゴブラン製作所、工房内部（竪機）、1926年 
（左） 
（fig. 13-1） 
（写真）国立ゴブラン製作所、工房内
部（竪機での絨毯製作）、1926年 
（右） 
（fig. 13-2） 
（写真）絨毯製作 
（fig. 14）	
《マレンゴの戦い（1800年6月14日）後に擲
弾兵に栄誉のサーベルを与える第一執政
ナポレオン・ボナパルト》 
アントワーヌ＝ジャン・グロの下絵に基づく	
1810年	
タピスリー（羊毛、絹）	
323 x 261 cm 	
モビリエ・ナショナル	
GMTT 249	
（fig. 15）	
《戴冠式（1804年12月8日）の後に
軍事使節団をルーヴル宮の展示室
で迎えるナポレオン》 
ジョアキーノ・セランジュリの下絵に
基づく	
1815年	
タピスリー（羊毛、絹）	
417 x 406 cm	
モビリエ・ナショナル	
GMTT 250	
（fig. 16）	
《サン・ドニ大修道院教会の墓を
訪れるフランソワ1世とカール5世、
1540年1月7日》	
アントワーヌ＝ジャン・グロの下絵
に基づく	
1828年	
タピスリー（羊毛、絹）	
269 x 167. 5 cm	
モビリエ・ナショナル	
GMTT 242	
（fig. 17）	
《マリー・ド・メディシスの代理結婚式》	
ピーテル＝パウル・ルーベンスの下絵に基づく	
1836年	
タピスリー（羊毛、絹）　　405 x 295 cm	
モビリエ・ナショナル　　GMTT 244/3	
（fig. 18）	
《屍衣に横たわる死せるキリスト》	
フィリップ・ド・シャンパーニュの下絵に基づく	
1854年	
タピスリー（羊毛、絹）	
66 x 197 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 52	
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（fig. 19）	
《ケレスとユノに別れを告げるウェヌス》	
アレクサンドル・ギュモによるラファエロの模写に基づく	
1853年	
タピスリー（羊毛、絹）	
261 x 225 cm	
国立美術学校、パリ	
GOB 53	
（fig. 20）	
《ナポレオン3世》 
ウジェーヌ・アペールの下絵に基づく	
1863年	
タピスリー（羊毛、絹）	
218 x 230 cm	
コンピエーニュ城美術館（ルーヴル美術館より寄託） 
inv. C.38.3422	
（fig. 21）	
《パリの廃墟―ゴブラン―デッサン学校教授のアトリエと旧展示室の現状》	
1871年頃	
版画	
モビリエ・ナショナル	
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（fig. 24）	
（写真）修復工房、ゴブラン製作所、撮影年不明	
（fig. 25）	
（写真）（左から）ジョルジュ・クレマンソー、ギュス
ターヴ・ジェフロワ、氏名不明の人物、サン＝ヴァ
ンサン＝シュル＝ジャールにて。	
撮影年不明（1921年頃）	
アカデミー・ゴンクール ・アーカイヴ、ナンシー	
（fig. 23）	
（写真）染色工房、ゴブラン製作所、1926年	
（fig. 22）	
レオン＝オーギュスト・トゥルニ 《ゴブラン製作所のタピスリー学
校》 1890年、素描・パステル、46 x 62 cm	
（fig. 26）	
（写真）ギュスターヴ・ジェフロワ、ゴブラン製作所の部屋にて 
1926年	
（fig. 27）	
《無垢》	
レオン＝ピエール＝ウ
ルバン・ブルジョワの下
絵に基づく	
タピスリー（羊毛、絹）	
240 x 125 cm	
モビリエ・ナショナル
（ヴァランシエンヌ美術
館に寄託）	
GOB 188	
（fig. 28）	
《ペガソス》	
ピエール＝ヴィクトー
ル・ガランの下絵に
基づく	
タピスリー（羊毛、絹）	
1886年 
250 x 150 cm	
エリゼ宮、パリ　　 
GOB 189	
（fig. 29） 
《15世紀末の馬上試合》　ジャン＝ポール・ローランスの下絵に基づく	
1899年　タピスリー（羊毛、絹）　396 x 616 cm　モビリエ・ナショナル　GOB 474	
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（fig. 31）	
《アフリカの征服、あるいは、スーダンのフランス人》　ジョルジュ・ロシュグロスの下絵に基づく	
タピスリー（羊毛、絹）　1899年　323 x 413 cm　モビリエ・ナショナル　GOB 473	
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（fig. 30）	
《中世の文学、諸学問、諸芸術》　フランソワ・エルマンの下絵に基づく	
タピスリー（羊毛、絹）　1895年　460 x 678 cm　　モビリエ・ナショナル　　GOB 420	
（fig. 32） 
クロード・モネ《睡蓮》	
制作年不明（「1904年」の年記あり）	
油彩／カンヴァス	
81 x 100 cm	
個人蔵、フランス	
W 1662	
（fig. 34） 
クロード・モネ《睡蓮》	
制作年不明（「1904年」の年記あり）	
油彩／カンヴァス	
90 x 92 cm 
カーン美術館、フランス	
W 1667	
（fig. 33） 
クロード・モネ《睡蓮》	
制作年不明（「1908年」の年記
あり）	
油彩／カンヴァス	
90 cm（直径）	
アルフォンス＝ジョルジュ・プラ
ン美術館、ヴェルノン	
W 1724	
（fig. 35）	
クロード・モネに基づく《睡蓮》製織中の様子	
（雑誌記事に掲載の写真、BORGEX 1913）	
（fig. 36）	
《タピスリー「睡蓮」展示の為のパネル》 
アンリ・ラパンによる木枠	
1921年	
ブナ、クルミ／寄木細工	
サイズ不明	
所在不明	
（fig. 37）	
1911年5月27日付、ジェフロワ
からモネ宛て書簡（2頁、表）	
インク／紙	
20.5 x 13.5 cm	
モビリエ・ナショナル	
15	
（fig. 38）	
（写真）《サロン・ブラックモン》（1922年の「新旧タピスリー」展の会場風景）	
（fig. 39）	
フェリックス・ブラックモン	
《アジサシ》	
1905年頃	
衝立（タピスリー、木枠）	
個人蔵	
（fig. 40）	
フェリックス・ブラックモン、アレクサン
ドル・ブロッセ	
《ヴィッタ男爵の為の薪載せ台と暖炉
フェンダー》	
1907年以前	
所在不明	
16	
（fig. 41）	
ジュール・シェレ	
《踊り子たちの恋人、フェリシアン・シャン
ソールの当世風小説》	
1888年	
ポスター（多色刷り石版画）	
（マンドロンの1896年の書著、42頁より）	
（fig. 42-1）	
（写真）ヴィッタ男爵のエヴィアンの別邸、ビリヤード室	
（fig. 42-2）	
ヴィッタ男爵邸、ビリヤード室、《音楽》	
（fig. 42-3）	
ビリヤード室の天井、シェレによるデザイン	
（fig. 42-4）	
ビリヤード室のドア、シェレによるデザイン	
（fig. 42-5）	
ビリヤード室の鏡台、ブラックモンのデザインによる	17	
（fig. 43）	
ジュール・シェレに基づくタピスリー
を製作中のユリシー・ゴズィ	
（1896年『ゴロワ』紙の記事）	
（fig. 44）	
（葉書）パリ市庁舎、事業委託会議室（「シェレの間」）	
装飾美術館資料室、パリ	
（fig. 45）	
ニース市庁舎	
(fig. 46-1）	
シェレに基づくタピスリーの製作を伝
える新聞記事	
（『コメディア』紙、1910年11月1日号）	
(fig. 46-2）	
fig. 41-1の部分拡大	
(fig. 46-3）	
fig. 41-1の部分拡大	
18	
（fig. 47）	
 オディロン・ルドン	
《タピスリーのモデル》	
パステル、クレヨン／カンヴァス	
96.5 x 80 cm	
モビリエ・ナショナル 
GOB 412/1	
（fig. 48）	
 オディロン・ルドン	
《タピスリーのモデル》	
油彩／カンヴァス	
90 x 72 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 426/4	
（fig. 49）	
 オディロン・ルドン	
《タピスリーのモデル》	
油彩／カンヴァス	
サイズ不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 426/1	
（fig. 50）	
オディロン・ルドン	
《赤い屏風》	
1908年	
混合技法／カンヴァス	
173 x 78 cm（各パネル）	
クレラー＝ミュラー美術館、オッテルロー	
（fig. 51）	
オディロン・ルドン	
《イズー・ファイエの肖像》	
1908年 
パステル／紙 
65 x 84 cm	
個人蔵、フランス	
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（fig. 52）	
《パリ万歳》　アドルフ・ヴィレットの下絵に基づく	
1910年　　タピスリー（羊毛、絹）　　396 x 266 cm  モビリエ・ナショナル　GOB 582	
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（fig. 53）	
アドルフ・ヴィレット　《アヴェ・ルティティア》（タピスリー用マケット）	
1908年　　ベラム紙／ペン、墨、水彩　　64 x 45 cm     モビリエ・ナショナル　　GOB 413/2	
21	
（fig. 54）	
（写真）アドルフ・ヴィレット、
1906年	
ビル＝ヴィレット家所蔵、パリ	
（fig. 56） 
ウジェーヌ・ドラクロワ	
《民衆を導く自由》	
1830年	
油彩／カンヴァス　　260 x 325 cm　　ルーヴル美術館	
（fig. 55）	
figs. 52, 53の部分拡大	
（fig. 52）	
figs.  52, 53の部分拡大	
（fig. 58） 
アドルフ・ヴィレット	
《1889年9月22日の選挙の為のポスター》	
1889年　　リトグラフ　　141 x 102 cm	
ルイ・サンレック美術博物館、リスル＝アダン	
22	
（fig. 59）	
（写真）パリ市庁舎の為の壁画を制作するヴィレット	
1909年頃	
ビル＝ヴィレット家所蔵、パリ	
23	
（fig. 60） 
アドルフ・ヴィレットによる口絵 
ギュスターヴ・ジェフロワ著『芸術人生』第8巻（1903年） 
（fig. 62）	
《ブルゴーニュ》　ルイ・アンクタンの下絵に基づく	
1920年　タピスリー（羊毛、絹）　　387 x 288 cm　　モビリエ・ナショナル　GOB 674	
24	
（fig. 63）	
ルイ・アンクタン	
《ブルゴーニュ》（タピスリー用マケット）	
1919年	
油彩／カンヴァス	
84 x 59 cm	
モビリエ・ナショナル　　GOB 425	
（fig. 64）	
ルイ・アンクタン	
《劇場の緞帳の為の構想画（アント
ワーヌ劇場？）》	
制作年不明（1897年頃）	
木炭　　117 x 96 cm　　所蔵先不明	
（fig. 65）	
エミール・ベルナール	
《ルイ・アンクタンの「戦い」に基づくリトグラフ》	
25 
（fig. 61）	
（写真）アンクタンの肖像 
撮影時期不明 
（fig. 66）	
《出発》　ルイ・アンクタンに基づく 
1935年　　タピスリー（羊毛）　　410 x 322 cm   
モビリエ・ナショナル　　BV 34	
（fig. 67-1）	
ルイ・アンクタン　《帰還（勝利）》（タピスリー用マケット） 
1919年　　油彩／カンヴァス　　92 x 73 cm  
モビリエ・ナショナル　　GMTB 988	
（fig. 68）	
（写真）アンクタン、タピスリー《帰還（勝利）》のカルトン
の前で、ジャン・アジャルベールと共に、1920年頃	
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（fig. 67-2）	
ルイ・アンクタン　《帰還（勝利）》（タピスリー用モデル） 
1919年　　パステル　　92 x 73 cm  
モビリエ・ナショナル　GMTB 989	
（fig. 70）	
《ブルターニュ》	
ジャン＝フランソワ・ラファエリの下絵に基づく	
1917年	
タピスリー（羊毛、絹）	
385 x 727 cm    	
モビリエ・ナショナル（現所在：カンペール美術館）	
GOB 661	
（fig. 71-1）	
（左）fig. 70の部分拡大（中央区画の紋章）	
（右）ブルターニュ公国で使用されていた紋章	
（fig. 71-2）	
（左）fig. 70の部分拡大（左区画の紋章）	
（右）ロリアン市の紋章	
（fig. 71-3）	
（左）fig. 70の部分拡大（右区画の紋章）	
（右）モルレー市の紋章	
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（fig. 69） 
（写真）ジャン＝フランソワ・ラファエリ 
撮影時期不明	
（fig. 72）	
fig. 70の部分拡大	
（fig. 73）	
fig. 70の部分拡大 
（fig. 75）	
fig. 70の部分拡大	
（fig. 74）	
ジャン＝フランソワ・ラファエリ	
《ブルターニュ》（タピスリー用マケット）	
制作年不明（1911年以前）	
油彩／厚紙	
85 x 65 cm	
モビリエ・ナショナル（2016年よりレンヌ美
術館に寄託）	
GOB 435/2	
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（fig. 78）	
レオン・フレデリック　《労働の時代》　1895-1897年	
油彩／カンヴァス　163 x 94.5 cm（左右）、163 x 187 cm（中央）　オルセー美術館	
（fig. 76） 
エルネスト・デュエズ　《聖カスバート》　1879年	
油彩／カンヴァス　335 x 135 cm（左右）、329 x 411 cm（中央）　オルセー美術館	
29	
（fig. 77）	
シャルル・コッテ　《海の国：去る者、別れの食事、残される者》　1898年頃	
油彩／カンヴァス　176 x 119 cm（左右）、176 x 237 cm（中央）　オルセー美術館	
（fig. 79）	
ジャン＝フランソワ・ラファエリ	
《パイプに火を点ける屑拾い》	
1879年　　油彩／板　　77 x 59 cm    ナント美術館	
（fig. 80）	
ジャン＝フランソワ・ラファエリ	
《ギュスターヴ・ジェフロワ》	
1917年	
油彩／板	
62 x 86 cm	
マルロー美術館、ル・アーヴル	
（fig. 81）	
ジャン＝フランソワ・ラファエリ	
《1883年、パリ、フェルディナンド座での選挙集会にて
演説を行うジョルジュ・クレマンソー》	
1885年頃　　油彩／カンヴァス　　243 x 205 cm	
オルセー美術館（ヴェルサイユ宮殿美術館に寄託）	
（fig. 82）	
ジャン＝フランソワ・ラファエリ	
《ジャン＝ル＝ボワトゥーの家族、プルガヌーの農
民たち》	
1876年　　油彩／カンヴァス　　190.5 x 154.3 cm	
オルセー美術館	
30	
（fig. 83）	
アントワーヌ・ル・ナン、またはルイ・ル・ナン	
《農民の家族（室内の農民の一家）》	
1640-1645年頃　　油彩／カンヴァス　　113 x 159 cm　　ルーヴル美術館	
（fig. 84）	
ギュスターヴ・クールベ	
《オルナンの埋葬》	
1849-1850年　　油彩／カンヴァス　　314 x 668 cm　　オルセー美術館	
（fig. 85）	
ジュール・ブルトン	
《落穂拾いの招集》	
1859年	
油彩／カンヴァス	
90 x 176 cm	
オルセー美術館	
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（fig. 86）	
（写真）ポン＝タヴェンの金のハリエニシダ祭	
（おそらく1906-1907年頃の絵葉書）	
（fig. 87）	
（写真）URBの1901年大会におけるビニウ・コンクール	
（fig. 88）	
シャルル・コッテ	
《行列》	
1913年	
油彩／カルトン	
67.8 x 101.5 cm	
国立西洋美術館、東京	
（松方コレクション）	
32	
（fig. 90）	
《トゥールーズの栄光》　アンリ・ラショの下絵に基づく	
1919年　　タピスリー（羊毛、絹、金糸）　　386 x 265 cm　　モビリエ・ナショナル　　GOB 668	
33	
（fig. 91）	
アンリ・ラショ	
《トゥールーズの栄光》（タピスリー用マケット）	
油彩／カンヴァス	
82 x 59 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 443/1	
（fig. 92）	
《トゥールーズの栄光》（タピスリー用カルトン）	
油彩／カンヴァス	
394 x 274 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 442	
34	
（fig. 93）	
アンリ・ラショ	
《美しきポール》	
1892年	
油彩／カンヴァス	
サイズ不明	
カピトール「著名人の間」、トゥールーズ	
（fig. 89）	
（写真）アンリ・ラショ	
撮影時期不明	
（fig. 94）	
（写真）ラショのアトリエ	
撮影時期不明	
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（fig. 95）	
ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ	
《732年、ポワティエ近郊でサラセン人に勝利し
キリスト教国を救うシャルル・マルテル》	
1873-1874年	
油彩／カンヴァス	
500 x 300 cm	
ポワティエ市庁舎	
（fig. 96）	
シャム	
《ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ／遠近法に従わずに、
遠くの森を切り倒すシャルル・マルテル》	
『1874年のサロンのシャム』より、no. 1526	
（fig. 97）	
ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ	
《パリを見守る聖ジュヌヴィエーヴ》	
1898年	
油彩／カンヴァス	
462 x 226 cm	
パンテオン、パリ	
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（fig. 98）	
ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ	
《休息》	
1863年	
油彩／カンヴァス	
450 x 665 cm	
ピカルディー美術館、アミアン	
（fig. 99）	
ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ	
《諸芸術とミューズたちの集う聖なる森》	
1884年	
油彩／カンヴァス	
460 x 1040 cm	
リヨン美術館	
（fig. 100）	
ジョルジュ・スーラ	
《グランド・ジャッド島の日曜の午後》	
1884年	
油彩／カンヴァス	
207.5 x 308.1 cm	
シカゴ美術館（Helen Birch Bartlett 
Memorial Collection, 1926.224）	
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（fig. 101）	
アンリ・マティス 
《豪奢、静寂、悦楽》	
1904年	
油彩／カンヴァス	
98 x 118.5 cm	
オルセー美術館	
（fig. 102）	
パブロ・ピカソ	
《浴女たち》	
1918年	
油彩／カンヴァス	
27 x 22 cm	
ピカソ美術館、パリ	
（fig. 103）	
ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ	
《ローヌとソーヌ》	
1885-1886年	
油彩／カンヴァス	
407 x 242 cm（各）、670 cm（上端までの高さ）	
リヨン美術館	
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（fig. 104）	
ルイ・アンクタン	
《ノルマンディー》（タピスリー用マケット）	
1913-1916年頃 
技法・素材不明 
サイズ不明	
（fig. 105）	
ルイ・アンクタン	
《ノルマンディー》（タピスリー用マケット）	
1913-1916年頃 
技法・素材不明 
サイズ不明	
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（fig. 106）	
ルイ・アンクタン　《装飾の為の構想画、グリザイユ》	
制作年不明　　油彩／カンヴァス　　81 x 100 cm	
所蔵先不明	
（fig. 107）	
ルイ・アンクタン　 
《ヴィーニュ通り、アンクタン邸の装飾の為の構想画》	
油彩／カンヴァス　　31 x 46 cm	
所蔵先不明	
（fig. 108）	
ルイ・アンクタン	
《マルスとウェヌス》（タピスリーの構想画）	
制作年不明	
油彩／カンヴァス	
98 x 132 cm	
所蔵先不明	
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（fig. 109）	
（写真）ルーア
ン大聖堂	
1890年頃	
マルモッタン
美術館、パリ	
（fig. 110）	
レイモン・フルニエ＝サロ
ヴェツ	
《火災に見舞われるラン
ス大聖堂》（《戦火の聖職
者たち》の左パネル）	
1915年頃	
油彩／カンヴァス	
116 x 74 cm	
モー周辺地域第一次世
界大戦記念博物館	
（fig. 111）	
アンリ・マティス	
《海岸（サントロペの湾岸）》	
1904年	
油彩／カンヴァス	
65.1 x 50.5 cm	
ノルトライン＝ヴェストファーレン州立美術館、
デュッセルドルフ	
（fig. 112）	
クロード・ロラン	
《ナクソス島のアリアドネとバッカス》	
1656年	
油彩／カンヴァス	
77.5 x 103 cm	
アーノット美術館、ニューヨーク	
（fig. 113）	
アンドレ・ドラン	
《コリウールの眺め》	
1905年	
油彩／カンヴァス	
65 x 81 cm	
フォルクヴァング美術館、エッセン	
（fig. 114）	
カミーユ・コロー	
《パピニョ、谷間の建造物》	
1826年	
油彩／カンヴァス 
サイズ不明	
個人蔵	
41	
（fig. 115）	
《ピレネー》	
エドモン・ヤルツの下絵に基づく	
1924年  	
タピスリー（羊毛、絹）	
385 x 770 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 698 	
（fig. 116）	
fig. 115の部分拡大（ボーダー部分）	
（左から）「狐」、「リス」、「シャモア」、「大ライチョウ」	
42	
（fig. 117）	
カピトール「著名人の
間」（手前から3番目の
風景画がヤルツの絵）	
（fig. 118）	
エドモン・ヤルツ《春の朝》に基づく版画	
（Catalogue illustré. Salon des artistes 
français, 1911, p. 56 ）	
43	
（fig. 119-1）	
《1789年の3度
目の噴火》（A.
デペレの風刺
漫画）『ラ・カリ
カチュール』誌
より	
1833年	
ハンブルク、工
芸美術館	
（fig. 119-2）	
フランスシコ・
デ・ゴヤ	
《滝の風景》	
1810年	
エッチング	
（fig. 120）	
《ベアルン》	
ガストン・プルニエの下絵に基づく	
1924年	
タピスリー（羊毛、絹）	
400 x 526 cm	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ、上院議
会、記者用食堂、1950年〜）	
GOB 699	
（fig. 120-1） 
fig. 120のカラー図版 	
44	
（fig. 122）	
ベアルン地方の農民	
（fig. 121）	
fig. 120の部分拡大	
（fig. 123）	
fig. 120の部分拡大	
（fig. 124）	
「王の歴史」より《ゴブ
ラン製作所を訪問す
るルイ14世》	
シャルル・ル・ブランの
下絵に基づく	
1697年 
375 x 580 cm	
タピスリー（羊毛、絹、
金糸）	
モビリエ・ナショナル
（ヴェルサイユ宮殿美
術館に寄託） 
GMTT 9810	
45	
（fig. 125）	
ベアルン地方を紹介する記事の紙面（ARDOUIN-DUMAZET 1906）	
（fig. 126）	
ガストン・プルニエ	
《オーヴェルヴィリエの工場》	
詳細不明	
（画像は、雑誌記事に掲載の図版、
AUBRY 1906）	
46	
（fig. 128）	
ジュール・ザング	
《サン＝サテュルナンの祭り》	
1921年	
油彩／カンヴァス	
130 x 180 cm	
個人蔵	
47	
（fig. 129）	
《オーヴェルニュ》　　ジュール・ザングの下絵に基づく	
1927年　　タピスリー（羊毛、絹）　　420 x 586 cm　　モビリエ・ナショナル　　GOB 731	
（fig. 131）	
ヴィクトール・シャルトン	
《村の入り口、陽光の雪、雪のミュロル》	
制作年不明　　油彩／カンヴァス	
73 x 90 cm　　個人蔵	
（fig.  132）	
ジュール・ザング	
《雪のサン＝サテュルナン広場》	
1921年　　油彩／カンヴァス	
60 x 73 cm　　個人蔵	
（fig. 133）	
ジュール・ザング	
《牛飼いと母と子》	
1919年	
油彩／カンヴァス	
81 x 100 cm	
個人蔵	
48	
（fig. 127）	
（写真）ジュール・
ザング、1921年	
（fig. 130）	
エメ・ミレ	
《ウェルキンゲトリクス》	
1865年	
（fig. 134）	
ジュール・ザングに基づく	
（左から）《プロン・デュ・カンタル》、《ピュイ・ド・サンシー》、《ピュイ・マリー》、《ピュイ・ド・ドーム》	
タピスリー（羊毛、絹）	
187 x 73 cm, 187 x 72 cm, 190 x 72 cm, 188 x 71 cm （各）	
モビリエ・ナショナル	
BEAUVAIS 2221, BEAUVAIS 2236, BEAUVAIS 2218, BEAUVAIS 2225（各）	
49	
（fig. 136）	
レイモン・ルグー	
《フランシュ＝コンテの葡萄の収穫》（タピスリー用マケット）	
1924-1925年　　油彩／紙　　80 x 116 cm   個人蔵、ブザンソン	
（fig. 137）	
レイモン・ルグー	
《フランシュ＝コンテ》の
カルトンの為の習作	
詳細不明（雑誌記事に
掲載されていた図版、
LADOUÉ 1925）	
50	
（fig. 135）	
（写真）レイモン・ルグー、アトリエにて、
1942年頃	
（fig. 138）	
レイモン・ルグー	
《フランシュ＝コンテ》	
1924-1926年頃	
タピスリー用カルトン	
400 x 590 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 504/1	
（figs. 139-1, 139-2）	
レイモン・ルグー	
《フランシュ＝コンテ》のカルトンの為の部分習作（2点）	
1924年　　鉛筆／紙　　41 x 30 cm（左）、44 x 32 cm（右）	
個人蔵、ブザンソン	
（fig. 140-2）	
ブザンソンの
紋章	
51	
（fig. 141） 
フランシュ＝
コンテの紋章	
（fig. 140-1）	
fig. 138の部分
拡大	
（fig. 142）	
レイモン・ルグー	
《イヴの誘惑》	
タピスリー用カルトン	
詳細不明（雑誌記事に掲載されていた図版、WATELIN 1922）	
（fig. 143）	
レイモン・ルグー	
《愛の幸福》	
タピスリー用カルトン	
詳細不明（雑誌記事に掲載されていた図版、LADOUÉ 1925）	
52	
（fig. 144）	
レイモン・ルグー	
《ベラスケス作《マルガリータ》の模写》	
1922年	
油彩／カンヴァス	
52 x 44 cm	
個人蔵、パリ（E. ルグー）	
（fig. 145）	
レイモン・ルグー	
《オルナン近郊の風景》	
1925年	
油彩／カンヴァス 
サイズ不明	
ウジェーヌ・ブーダン美術館、オンフルール（国家より寄託）	
（fig. 146）	
レイモン・ルグー	
《肘をつく緑衣の女性、花柄の背景》	
1934年	
油彩／カンヴァス	
85.5 x 60 cm	
個人蔵、パリ	
53	
（fig. 148）　《セーヌ河のニンフ》　ジャン・スリエールの下絵に基づく	
1929年　　タピスリー（羊毛、絹）　　440 x 623 cm  モビリエ・ナショナル   GOB 751   	
54	
（fig. 147）	
《スリエールの肖像》	
詳細不明（雑誌記事に掲
載されていた図版、
DAYOT 1920）	 （fig. 149）	
ロッソ・フィオレンティーノに基づく後世のコピー	
《フォンテーヌブローのニンフ》 
（fig. 150）	
連作「領主の生活」より、《恋愛の情景》（部分）	
ネーデルラント	
1500-1525年頃　　タピスリー（羊毛、絹）	
282 x 372 cm（タピスリーの下部が切断、おそ
らく左側上部も切断）	
クリュニー中世美術館	
（fig. 151）	
タピシエの作品について論じる雑誌記事の紙面	
（アルマン・ダイヨ「ジャン・スリエール」『ラール・エ・レ・ザルティスト』1920年6月号、pp. 131-132）	
（fig. 152）	
ジャン・スリエール	
《装飾パネル（絵画）》	
詳細不明	
（雑誌記事に掲載されていた図版、DAYOT 1920）	
55	
（fig. 153）	
ジャン・スリエール	
《オリーヴの木々（装飾的絵画）》（左）、《風景（装飾的絵画）》（右）	
詳細不明	
（雑誌記事に掲載されていた図版、WATELIN 1924）	
（fig. 154）	
ポール・セザンヌ	
《5人の水浴の男たち》	
1900-1904年	
油彩／カンヴァス	
42.2 x 55 cm	
オルセー美術館	
56	
（fig. 155）　ルネ・ピオ　　《プロヴァンス》（タピスリー用カルトン）	
1927年以前　　370 x 608 cm　　モビリエ・ナショナル　　GOB 780/1（雑誌記事に掲載されていた図版、MALHERBE 1927）	
（fig. 156） 
ヴィンセント・ヴァン・
ゴッホ	
《アルルの女（ジヌー夫
人）》	
1888年	
油彩／カンヴァス	
92.5 x 73.5 cm	
オルセー美術館	
（fig. 157） 
ルネ・ピオ	
《左方向へ進む衣装を身につけたアル
ルの女性たち》	
1925年頃　　茶色の淡彩、鉛筆／紙	
32.5 x 25.2 cm	
ルーヴル美術館、版画素描室	
RF 31302, recto	
（fig. 158） 
ルネ・ピオ	
《アルルの若い女性
の頭部》	
制作年不明	
鉛筆	
31 x 21 cm 
所蔵先不明	
（fig. 159） 
ルネ・ピオ	
《コワフを被ったアルルの女性》	
1925年頃	
茶色の淡彩、サンギーヌ／紙	
29.7 x 17.5 cm	
ルーヴル美術館、版画素描室	
RF 31298, recto	
57	
（fig. 160） 
ルネ・ピオ	
《眠り》	
1908年頃	
フレスコ　　446 x 1260 cm	
ペリユール美術館、サンジェルマン＝アン＝レイ（オルセー美術館より寄託）	
（fig. 161） 
ルネ・ピオ 
《安らぎのうちに》	
1910年破損、現存せず	 58	
（fig. 163） 
ルネ・ピオ	
《睡蓮の踊り子、コスチューム》 
水彩（？）／紙	
44 x 28 cm	
（fig. 164）	
ルネ・ピオ	
《「サロメ」より、ヘロデとエロディアードの
衣装のマケット》	
クレヨン、水彩、グァッシュ／紙	
32.5 x 25 cm（各）	
（fig. 162） 
ルネ・ピオ	
ポスター	
1900年	
（fig. 165）	
《金の鳥の衝立》	
ルネ・ピオの下絵に基づく	
1925年	
衝立 
110 x 66 cm	
59	
（fig. 166）	
（写真）エドモン・タピシエ	
撮影年不明	
（fig. 167）	
（写真）《リムーザン》のカルトン制作中のタピシエ	
1924年	
60	
（fig. 169）	
エドモン・タピシエ	
《リムーザン》（タピスリー用マケット）	
60 x 73 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 487/2	
61	
（fig. 168）	
《リムーザン》　エドモン・タピシエの下絵に基づく	
1930年　 
タピスリー（羊毛、絹）　 
415 x 513 cm   
モビリエ・ナショナル    
GOB 764	
62	
© Région Nouvelle-Aquitaine. 
Inventaire général du patrimoine 
culturel. P. Rivière. 1998	
（fig. 170）	
エドモン・タピシエ	
《リムーザンにおける火の諸芸術》	
1908年	
タピスリー用カルトン	
油彩／カンヴァス（厚紙に貼り付け）	
392 x 339 cm	
リモージュ県庁	
Fonds National d’Art Contemporain (FNAC) inv. 4025	
63	
（fig. 171）	
エドモン・タピシエ	
《セイレーン》	
1896年	
油彩／カンヴァス	
サイズ不明	
個人蔵（Général Ruby）	
（fig. 172）	
エドモン・タピシエ	
《T夫人の肖像》	
制作年不明	
油彩／カンヴァス	
サイズ、所蔵先不明	
（fig. 173）	
《過去の歴史》	
エドモン・タピシエの下絵に基
づく	
1911年	
タピスリー（羊毛、絹）	
330 x 420 cm	
在ウィーン、フランス大使館
GOB 605	
（fig. 174）	
《青春の泉》　エドモン・タピシエに基づく　　1924年　　タピスリー（羊毛、金糸）　　345 x 456 cm 
モビリエ・ナショナル　　GOB 697	 64	
（fig. 175-1）	
家具一式「トンボ」より、椅子と絨毯	
エドモン・タピシエに基づく	
（fig. 175-2）	
家具一式「トンボ」より、《衝立》	
130 x 102 x 35.5 cm	
（fig. 175-3）	
エドモン・タピシエ	
《絨毯の為のマケット》	
1921年頃	
グァッシュ／紙　　サイズ不明	
タピスリー美術館、オービュッソン　inv. 2006.10.307	
65	
（fig. 177）	
《ケルシー》	
ガストン・バランドの下絵に基づく	
1929年　　タピスリー（羊毛、絹）　　418 x 735 cm　　モビリエ・ナショナル    GOB 752	
（fig. 178）	
ガストン・バランド	
《ケルシー》（タピスリー用マケット）	
1925年以前	
34 x 58 cm 
技法・素材不明	
モビリエ・ナショナル　　GOB 491/2	
66	
（fig. 176）	
（写真）ガストン・バランド	
撮影時期不明	
（fig. 180）	
コンクの紋章	
（fig. 179）	
エドゥアール・マネ	
《草上の昼食》	
1863年	
油彩／カンヴァス	
208 x 264.5 cm	
オルセー美術館	
67 
（fig. 181）	
ガストン・バランド　《冬のオルセー岸》	
1905年　　油彩／カンヴァス　　90 x 115 cm	
個人蔵	
（fig. 182）	
ガストン・バランド　《漁への出発、エタプル》	
1907年　油彩／カンヴァス　　225 x 320 cm	
ラ・ロシェル美術館	
（fig. 183）	
ガストン・バランド　《岸への到着、エタプル》	
1911年　　油彩／カンヴァス　　187 x 274 cm	
ダンケルク美術館	
（fig. 184）	
（写真）エタプルの伝統的な行列	
1907年	
バランド家遺族蔵	
（fig. 185）	
ガストン・バランド	
《宝棒》	
1912年	
油彩／カンヴァス	
サイズ不明	
所在不明	
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（fig. 186）	
ガストン・バランド	
《フォーラムの眺め、ローマ》	
1913年	
油彩／板　　27 x 35 cm	
個人蔵	
（fig. 187）	
ガストン・バランド	
《セーヌ河畔の昼食》	
1914年	
油彩／カンヴァス　 140 x 160 cm	
ジュネーヴ近現代美術館	
（fig. 188）	
（写真）1917年5月、従軍（奥がバランド）	
バランド家遺族蔵	
（fig. 189）	
ガストン・バランド	
《ヴェルダン近郊、1917年5月》	
1917年	
油彩／カンヴァス	
74 x 60 cm	
現代史博物館、パリ	
（fig. 190）	
ガストン・バランド	
《カンヌの眺め》	
1923年	
油彩／カンヴァス	
53. 5 x 72 cm	
個人蔵、アンドル＝エ＝ロワール、フランス	
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（fig. 191）	
ガストン・バランド	
《ラ・ロシェルの寓意》	
1939-1945年	
フレスコ	
サイズ不明	
ピエール・ロティ学校、ラ・ロシェル	
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（fig. 192）	
パブロ・ピカソ	
《アヴィニヨンの娘たち》	
1907年	
油彩／カンヴァス	
243.9 x  233.7 cm	
ニューヨーク近代美術館	
（fig. 193）	
《コルス島の葡萄の収穫祭》	
レオン＝シャルル・カニチオーニの下絵に基づく	
1935年	
タピスリー（羊毛、絹）	
239.5 x 337 cm	
モビリエ・ナショナル　　GOB 810	
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（fig. 194）	
《チュニジア》	
ジャック＝ロジェ・シモンの下絵に基づく 
1931年	
タピスリー（羊毛、絹）	
235 x 358 cm	
モビリエ・ナショナル	
GOB 773	
（fig. 195）	
連作「フランスの河川」より《ロワール河》	
ギュスターヴ＝ルイ・ジョルムの下絵に基づく	
1932年　　タピスリー（羊毛、絹）　　サイズ不明	
モビリエ・ナショナル　　GOB 780	
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（fig. 196）	
（写真）「新旧タピス
リー」展会場、ゴブラン・
ギャラリー、1922年	
（fig. 197）	
（写真）「新旧タピス
リー」展会場、ゴブラ
ン・ギャラリー、1922
年	
（fig. 198）	
（写真）「新旧タピス
リー」展会場、ゴブラ
ン・ギャラリー、1922
年	
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（fig. 199）	
（写真）1925年、現代産業装飾芸術国際博覧会（アール・デコ博）、「戦争のサロン」の展示風景	
（fig. 200）	
（写真）1925年、現代産業装飾芸術国際博覧会（アール・デコ博）、「おとぎ話」の展示風景	
74	
（fig. 202）	
（写真）1925年、現代産業装飾芸術国際博覧会（アール・デコ博）、ゴブラン製作所学校の展示区画	
（fig. 201）	
（写真）1925年、現代産業装飾芸術国際博覧会（アール・デコ博）、ゴブラン及びボーヴェ製作所の展示区画	
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（fig. 203）	
オノレ・ドーミエ	
《共和国》	
1848年	
油彩／カンヴァス	
83 x 60 cm	
オルセー美術館	
（fig. 204）	
テオドール・ドリオ	
《共和国》	
1880年頃	
ロワール県シャルリュー市役所	
（fig. 205）	
オーギュスト・クレサンジェ	
《共和国》	
1878年	
国立図書館、パリ	
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（fig. 206）	
ジャン＝ポール・ローランス	
《花合戦》 
1912年 
デトランプ／カンヴァス	
大階段、カピトール、トゥールーズ	
（fig. 207）	
アンドレ・ルコル	
《ルイ11世のトゥールーズ入城》	
市議会会議室、カピトール、トゥールーズ	
（fig. 208）	
アンリ・マルタン	
（左から）《春》、《夏》、《秋》 
1903年	
「アンリ・マルタンの部屋」、カピトール、トゥールーズ 
（写真は、1903年のフランス芸術家協会サロンでの展示の様子）	
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（fig. 209）	
アンリ・マルタン	
《ガロンヌ河畔》	
「アンリ・マルタンの部屋」、カピトール、トゥールーズ	
（fig. 210）	
ジャン＝アンドレ・リクセン	
《ベルフォールを発つトゥールーズの砲兵団、1871年2月18日》	
1896年	
「著名人の間」、カピトール、トゥールーズ	
78	
79	
（fig. 211）	
（写真）ジャンヌ・ダルク祭でのモーリス・バレ
ス（前列右）、コンピエーニュ、1913年6月8日	
（fig. 212）	
アドルフ・ヴィレット 《フランスの奇跡》 
『ル・リール』、1918年11月9日号	
80	
（fig. 213）	
『コメディア』1926年4月5日号 
（左上にジェフロワの訃報記事、中央下にジェフロワと母の写真が掲載されている）	
81	
（fig. 214）	
『コメディア』1926年4月8日号	
（fig. 215）	
（写真）ギュスターヴ・ジェフロワの墓の前で挨拶をするクレマンソー	
（fig. 216） 
《アルミードの庭に囚われ
たルノー》 
モーリス・ドニの下絵に基
づく 
1932年 
タピスリー（羊毛、絹） 
270 x 339.5 cm 
モビリエ・ナショナル 
GOB 781	
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資料（1） 
【カタログ】 ジェフロワ所長時代のゴブラン製作所製作の作品一覧 
 
 本カタログは、ギュスターヴ・ジェフロワの所長在任期間（1908〜1926 年）に、その指揮下で製作
されたタピスリーおよび家具等の一覧である。 
 
［凡例］ 
・ 本カタログは、主に、モビリエ・ナショナル保管の記録簿*1 と、ガスティネル＝クラルが作成し
たリスト（1990）*2 に基づき、筆者が作成した。 
*1 Registre de fabrication des tapisseries 1876-1929 
*2 Chantal Gastinel-Coural, « Manufacture nationale des Gobelins état de la fabrication de 1900 à 
1990 : par ordre de dates de mise sur métier », Bulletin du CIETA, no. 68, 1990, pp. 10-45. 
 
 
・ 作品情報に関しては、以下の各種データベースも適宜使用した。 
- SCOM (Suivi des Collections du Mobilier National) 
- La Base de données Arcade (Archives nationales)  
- CDOA (Catalogue interministériel des Dépôts d’Œuvres d’Art de l’État)  
- Joconde （Portail de collections des musées de France） 
 
・ 本カタログは、「リスト」と「図版一覧」で構成される。 
 
・ ジェフロワの就任前に製作が決定した作品の場合でも、下絵の審議や製織期間が在任期
間中のものと判断できるものは、本カタログに含めた。 
 
・ 作品は、連作別・主題別に、以下の通りに分類した。 
（1）「第一計画」（「サロン・シェレ」、「サロン・ブラックモン」、オディロン・ルドン、クロー
ド・モネ） 
（2）連作「フランスの諸地域と諸都市」 
（3）連作「おとぎ話」（ジャン・ヴヴェ） 
（4）18 世紀の芸術家へのオマージュ 
（5）その他 
i. レンヌ市裁判所大広間の為の装飾 
ii. 戦争 
iii. 女性作家に基づく作品 
iv. 寓意、歴史主題 
v. 装飾的主題 
vi. 過去の巨匠に基づく作品群 
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vii. その他 
 
・ 「図版一覧」の各作品情報は、以下の順に記載した。 
cat. no.／タイトル／下絵制作者／制作年／作品の種類（形態）／サイズ／製織期間／
工房長・職人数／署名・銘記／所蔵先／所蔵番号／関連文書の国立古文書館の所
蔵番号（記載の無い場合は、文書無し） 
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リスト 
cat. no. タイトル（日） タイトル（仏） 下絵制作者 作品形態 inv. no. fig.頁 
（1）「第一計画」 
 「サロン・シェレ」 
(1)-1 四季のタピスリー、バラ
（春） 
Tenture des Saisons, 
Les Roses le Printemps 
ジュール・シェレ タピスリー GOB 
564 
90 
(1)-2 四季のタピスリー、小麦
（夏） 
Tenture des Saisons, 
Les Blés l'Été 
ジュール・シェレ タピスリー GOB 
581 
90 
(1)-3 四季のタピスリー、葡萄
（秋） 
Tenture des Saisons, 
Les Pampres L'Automne 
ジュール・シェレ タピスリー GOB 
601 
91 
(1)-4 四季のタピスリー、モチ
ノキ（冬） 
Tenture des  Saisons, 
Les Houx L'Hiver 
ジュール・シェレ タピスリー GOB 
586 
91 
(1)-5 
椅子（9 脚）：バラ、小
麦、葡萄、モチノキ 
Une série de neuf 
chaises : les Roses, les 
Blés, les Pampres, les 
Houx 
ジュール・シェレ 椅子 GMT 
25538/1 
à 9 
92 
(1)-6 
肘掛け椅子：ひまわり、リ
ンゴの花、菊、葡萄の実 
Une série de quatre 
fauteuils : Tournesols et 
fleurs de pommier, 
Chrysanthèmes et 
raisins 
ジュール・シェレ 肘 掛 け 椅
子 
GMT 
25537/1 
à 4 
92 
(1)-7 長椅子 Canapé ジュール・シェレ 長椅子 GMT 25536 
93 
(1)-8 
屏風：音楽、パントマイ
ム、喜劇、ダンス 
Quatre feuilles de 
paravent : la Musique, 
la Pantomime, la 
Comédie et la Danse 
ジュール・シェレ 屏風 GMT 
25535 
93 
(1)-9 衝立：バラとタチアオイ Écran : Roses et roses trémières 
ジュール・シェレ 衝立 GMT 
25539/4 
93 
(1)-10 絨毯 Tapis ジュール・シェレ 絨毯 GOB 1439 
93 
 「サロン・ブラックモン」 
(1)-11 虹 
L'arc-en-ciel フェリックス・ブラッ
クモン 
タピスリー GOB 
644 
94 
(1)-12 
衝立：嗅覚 Écran : l'Odorat フェリックスおよび
ピエール・ブラック
モン 
衝立 GMT 
25533 
94 
(1)-13 長椅子 
Canapé フェリックス・ブラッ
クモン 
長椅子 GMT 
24736 
94 
(1)-14 
肘掛け椅子（2 脚） Deux fauteuils フェリックス・ブラッ
クモン 
肘 掛 け 椅
子 
GMT 
24737/1 
et 2 
95 
(1)-15 
椅子（4 脚） Quatre chaises フェリックス・ブラッ
クモン 
椅子 GMT 
244718/
1 à 4 
95 
(1)-16 衝立：アヒル 
Écran : les Canards フェリックス・ブラッ
クモン 
衝立 GMT 
24735 
95 
(1)-17 屏風 
Paravent フェリックス・ブラッ
クモン 
屏風 GMT 
24734 
95 
(1)-18 絨毯 
Tapis フェリックス・ブラッ
クモン 
絨毯 GOB 
1427 
96 
(1)-19 
森 La Forêt フェリックスおよび
ピエール・ブラック
モン 
タピスリー GOB 
684 
96 
(1)-20 桟敷席 
La Loge  ピエール・ブラック
モン 
タピスリー GOB 
712 
96 
 オディロン・ルドン 
(1)-21 衝立：バラ Feuille d'Écran : Les Roses 
オディロン・ルドン 衝立 GOB 
565 
97 
(1)-22 肘掛け椅子（3 脚） Fauteuil オディロン・ルドン 肘 掛 け 椅 GMT 97 
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子 25565/1 
à 3 
(1)-23 肘掛け椅子 
Fauteuil オディロン・ルドン 肘 掛 け 椅
子 
MG 122 97 
 クロード・モネ 
(1)-24 睡蓮（壁面パネル用タピ
スリー） 
Panneau mural, Les 
Nymphéas 
クロード・モネ 小型タピス
リー 
GOB 
1421 
98 
(1)-25 睡蓮（壁面パネル用タピ
スリー） 
Panneau mural, Les 
Nymphéas 
クロード・モネ 小型タピス
リー 
GOB 
1420 
98 
(1)-26 睡蓮（壁面パネル用タピ
スリー） 
Panneau mural, Les 
Nymphéas 
クロード・モネ 小型タピス
リー 
GOB 
1422 
98 
（2）連作「フランスの諸地域と諸都市」 
(2)-1 パリ万歳 Salut à Paris アドルフ・ヴィレット タピスリー GOB 582 
99 
(2)-2 ブルゴーニュ La Bourgogne ルイ・アンクタン タピスリー GOB 674 
99 
(2)-3 ブルターニュ 
La Bretagne ジ ャ ン ＝ フ ラ ン ソ
ワ・ラファエリ 
タピスリー GOB 
661 
99 
(2)-4 トゥールーズの栄光 La Gloire de Toulouse アンリ・ラショ タピスリー GOB 668 
99 
(2)-5 ノルマンディー  
〔実現せず〕 
La Normandie 
[non réalisée] 
ルイ・アンクタン - - 100 
(2)-6 ピレネー Les Pyrénées エドモン・ヤルツ タピスリー GOB 698 
100 
(2)-7 ベアルン Le Béarn ガストン・プルニエ タピスリー GOB 699 
100 
(2)-8 オーヴェルニュ L'Auvergne ジュール・ザング タピスリー GOB 731 
100 
(2)-9 フランシュ＝コンテ La Franche-Comté レイモン・ルグー - - 101 
(2)-10 セーヌ河のニンフ Nymphes de la Seine ジャン・スリエール タピスリー GOB 751 
101 
(2)-11 プロヴァンス  
〔実現せず〕 
Provence  
[non réalisée] 
ルネ・ピオ - - 101 
(2)-12 リムーザン Le Limousin エドモン・タピシエ タピスリー GOB 764 
101 
(2)-13 ケルシー Le Quercy ガストン・バランド タピスリー GOB 752 
102 
（3）連作「おとぎ話」（ジャン・ヴベ） 
(3)-1 眠れる森の美女 La Belle au bois dormant 
ジャン・ヴベ タピスリー GOB 
670 
103 
(3)-2 人食い鬼あるいは親指
小僧 
L'Ogre ou le Petit 
Poucet 
ジャン・ヴベ タピスリー GOB 
675 
103 
(3)-3 シンデレラ Cendrillon ジャン・ヴベ タピスリー GOB 681 
104 
(3)-4 長椅子：青ひげ Canapé : Barbe-bleue ジャン・ヴベ 長椅子 GMT 25540 
104 
(3)-5 
肘掛け椅子：長靴をは
いた猫、赤ずきん、ハン
マーを持つ妖精、眠れ
る森の美女 
Fauteils : Le Chat 
botté ; Le Petit 
Chaperon rouge ; Le 
Lutin avec marteau ; La 
Belle au bois dormant 
ジャン・ヴベ 肘 掛 け 椅
子 
GMT 
25541/1 
à 4 
105 
(3)-6 
椅子（4 脚） Quatre chaises ジャン・ヴベ 椅子 GMT 
25542/1 
à 4 
105 
(3)-7 衝立：美女と野獣 Écran : La Belle et la Bête 
ジャン・ヴベ 衝立 GMT 
25543 
104 
（4）18 世紀の画家へのオマージュ 
(4)-1 アントワーヌ・ヴァトーへ
のオマージュ 
Hommage à Antoine 
Watteau 
アンリ・ダンジェ タピスリー GOB 
701 
106 
(4)-2 フラゴナールへのオマ
ージュ 
Hommage à Fragonard アンリ・ダンジェ タピスリー GOB 
730 
106 
 87 
(4)-3 シャルダンへのオマー
ジュ 
Hommage à Chardin アンリ・ダンジェ タピスリー GOB 
766 
106 
（5）その他 
 （5）-i. レンヌ市裁判所大広間の為の装飾 
(5)-i-1 ブルターニュの寓意 
Allégorie de la 
Bretagne 
オーギュスト＝フラ
ンソワ・ゴルゲ 
タピスリー GOB 
614 
107 
(5)-i-2 
荒廃したサン＝テニャン
祭壇の前で跪くノルマン
ディーの征服者、アラン
捩髭公 
Alain Barbe-Torte, 
vainqueur des 
Normands, s'agenouille 
devant les ruines de 
l'autel de Saint-Aignan 
オーギュスト＝フラ
ンソワ・ゴルゲ 
タピスリー GOB 
660 
107 
(5)-i-3 アンリ 4 世のレンヌ入城 
Entrée de Henri IV à 
Rennes 
オーギュスト＝フラ
ンソワ・ゴルゲ 
タピスリー GOB 
667 
107 
(5)-i-4 
ブルターニュ公に息子
を示すジャンヌ・ド・モン
フォール 
Jeanne de Montfort 
présente son fils aux 
seigneurs bretons 
オーギュスト＝フラ
ンソワ・ゴルゲ 
タピスリー GOB 
678 
108 
(5)-i-5 
ウェネット族の船団に勝
利するローマ海軍 
Victoire navale des 
Romains sur la flotte 
des Venètes 
オーギュスト＝フラ
ンソワ・ゴルゲ 
タピスリー GOB 
692 
108 
 （5）-ii. 戦争 
(5)-ii-1 アンデスを越えるサン・
マルタン将軍 
Le général San Martin 
au passage des Andes 
アルフレッド・ロー
ル 
タピスリー GOB 
658 
109 
(5)-ii-2 アメリカの参戦 
Entrée en guerre de 
l'Amérique 
ギュスターヴ・ジョ
ルム 
タピスリー GOB 
687 
109 
(5)-ii-3 絨毯 （「戦争のサロン」） 
Tapis ロベール・ボンフィ
ス 
絨毯 GOB 
1432 
110 
(5)-ii-4 長椅子：砲兵隊（「戦争
のサロン」） 
Canapé : l'Artillerie ロベール・ボンフィ
ス 
長椅子 GMT 
24721 
110 
(5)-ii-5 
安楽椅子（4 点）：歩兵、
海 軍 、 騎 馬 、 航 空 機
（「戦争のサロン」） 
Quatre bergères : 
l'Infanterie, la Marine, 
la Cavalerie, l'Aviation 
ロベール・ボンフィ
ス 
安楽椅子 GMT 
24722/1à 
4 
111 
(5)-ii-6 ストラスブールの軍 
Les Armes de la ville de 
Strasbourg 
ギュスターヴ＝ル
イ・ジョルム 
タピスリー GOB 
717 
112 
(5)-ii-7 
女性頭部（2 点）（《ストラ
スブールの軍》の部分） 
Deux têtes de femmes 
(fragments pour Les 
Armes de la Ville de 
Strasbourg) 
ギュスターヴ＝ル
イ・ジョルム 
タピスリー GOB 
726 
112 
 （5）-iii. 女性作家に基づく作品 
(5)-iii-1 ディアナ Diane マリー・カザン タピスリー GOB 641 
113 
(5)-iii-2 
ウェヌス Vénus フェルディナン＝ロ
ベール・バルテル
ミー、マリー・カザ
ン 
タピスリー GOB 
729 
113 
(5)-iii-3 花 
Fleures  ボーバン＝ビネ夫
人 
衝立 MG 97 114 
(5)-iii-4 大きな花のブーケ 
Gros bouquet de fleurs アシル・マリー＝ア
リックス 
衝立 MG 100 114 
(5)-iii-5 公園にて 
Dans un parc オリー＝ロビン夫
人 
タピスリー GOB 
685 
114 
(5)-iii-6 屏風：豊穣 
Feuille d'écran 
L'Abondance 
ルノ・ハサンベー
ル 
屏風 GOB 
683 
114 
 （5）-iv. 寓意、歴史主題 
(5)-iv-1 
アレトゥーサ Aréthuse アルベール・ピエ
ール・ルネ・メニャ
ン 
タピスリー GOB 
604 
115 
(5)-iv-2 3 美神を従えるプシュケ Psyché servie par les Grâces 
アンリ・ツォ タピスリー GOB 
665 
115 
(5)-iv-3 夏 L'été ポール・セガン＝ タピスリー GOB 116 
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ベルトー 664 
(5)-iv-4 青春の泉 La Fontaine de Jouvence 
エドモン・タピシエ タピスリー GOB 
697 
116 
(5)-iv-5 秋 L'automne フランク・ラミー タピスリー GOB 696 
117 
(5)-iv-6 ルイ 14 世のゴブラン訪
問 
Visite du roi Louis XIV 
aux Gobelins 
ジャン＝ポール・ロ
ーランス 
タピスリー GOB 
737 
117 
(5)-iv-7 ヘロデの前で踊るサロメ 
Salomé danse pour 
Hérode 
ピエール・マルセ
ル＝ベロノー 
タピスリー GOB 
765 
118 
(5)-iv-8 ガリアの雄鶏 Le Coq gaulois ニコラス・タルコフ 衝立 GOB 725 
118 
(5)-iv-9 風景、ドルドーニュ Paysage, La Dordogne シャルル・ラコスト タピスリー GOB 711 
118 
 （5）-v. 装飾的主題 
(5)-v-1 衝立：花瓶と紫陽花 Feuille d'écran Vase et Hortensias 
アンリ・デュモン タピスリー GOB 
662 
119 
(5)-v-2 衝立：愛の告白 
Feulle d'écran, La 
Déclaration d'amour 
ロベール・ボンフィ
ス 
衝立 GOB 
666 
119 
(5)-v-3 マロニエ 
Les Marronniers エマニュエル・ゴン
ドゥアン 
衝立 MG / 
110 /1 
119 
(5)-v-4 バラ Les Roses アンリ・デュモン タピスリー GOB 680 
120 
(5)-v-5 
魚 Les Poissons ウジェーヌ・ジュイ
ラ 
衝立 MG 102 
(GOB 
682) 
120 
(5)-v-6 衝立：青い鳥 
Feuille d'écran : 
L'Oiseau blue 
エミール・ゴディサ
ール 
衝立 GOB 
715 
120 
(5)-v-7 衝立：ミミズク Écran : les Hiboux ジャン・ヴヴェ 衝立 GMT 24730 
121 
(5)-v-8 
肘掛け椅子（2 脚） Duex fauteuils ジャン・ヴヴェ 肘 掛 け 椅
子 
GMT 
24729/1 
et 2 
121 
(5)-v-9 四季、春 （「サロン・ロジ
ェ」） 
Les Saison, Le 
Printemps 
アシル・ロジェ タピスリー GOB 
723 
122 
(5)-v-10 四季、夏 （「サロン・ロジ
ェ」） 
Les Saison, L'Eté アシル・ロジェ タピスリー GOB 
724 
122 
(5)-v-11 四季、秋 （「サロン・ロジ
ェ」） 
Les Saison, L'Automne アシル・ロジェ タピスリー GOB 
721 
122 
(5)-v-12 四季、冬 （「サロン・ロジ
ェ」） 
Les Saison, L'Hiver アシル・ロジェ タピスリー GOB 
719 
122 
(5)-v-13 絨毯 （「サロン・ロジェ」） 
Tapis アシル・ロジェ 絨毯（ベル
ベット） 
GOB 
1425 
123 
(5)-v-14 豊穣 
L'Abondance レオネット・カピエッ
ロ 
タピスリー GOB 
745 
123 
 （5）-vi. 過去の巨匠に基づく作品 
(5)-vi-1 黄道十二宮、ウェヌス 
Les Signes du 
Zodiaque, Vénus 
ヤコブ・ヨールダン
ス 
タピスリー GOB 
635 
124 
(5)-vi-2 黄道十二宮、シーレーノ
ス 
Les Signes du 
Zodiaque, Silène 
ヤコブ・ヨールダン
ス 
タピスリー GOB 
636 
124 
(5)-vi-3 
連作「マリー・ド・メディシ
スの物語」より、ベロナの
姿で表されるマリー・ド・
メディシス 
Tenture de l'Histore de 
Marie de Médicis, 
Marie de Médicis en 
Bellone 
ピーテル・パウル・
ルーベンス 
タピスリー GOB 
617 
124 
(5)-vi-4 
連作「マリー・ド・メディシ
スの物語」より、摂政時
代 
Tenture de l'Histoire de 
Marie de Médicis, 
Félicité de la Régence 
ピーテル・パウル・
ルーベンス 
タピスリー GOB 
630 
125 
(5)-vi-5 コルベールの肖像 
Portrait de Colbert ジュール・パスクア
リーニ 
タピスリー GOB 
686 
125 
 （5）-vii. その他 
(5)-vii-1 過去の歴史 Une Histoire d'autrefois エドモン・タピシエ タピスリー GOB 126 
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605 
(5)-vii-2 
ボーダー（4 点）、プシュ
ケとアモルの結婚 
Quatre bordures, Les 
noces de Psyché et de 
l'Amour 
オーギュスト＝フラ
ンソワ・ゴルグ 
タピスリー (inconnu
) 
126 
(5)-vii-3 
ルイ 14 世の肖像の為の
ボシャールに基づくボー
ダー（4 点） 
Bordure d'après 
Bochard pour le 
portrait de Louis XIV 
イアサント・リゴー タピスリー GOB 
695 
127 
(5)-vii-4 
オペラ座、レストラン・グ
ラシエの連作、パティス
リー 
Tenture du Restaurant 
Glacier de l'Opéra, La 
Pâtisserie  
ア レ ク シ ＝ ジ ョ セ
フ・マゼロール 
タピスリー GOB 
700 
127 
(5)-vii-5 ジョアンビル城 
Le Château de Joinville アドリアン・カルボ
ウスキー 
タピスリー GOB 
716 
127 
(5)-vii-6 白鳥 Les cygnes ルイ・アンクタン タピスリー   127 
 
(1) 「第一計画」 「サロン・シェレ」	
cat. (1) - 1 
《四季のタピスリー、バラ（春）》 
Tenture des Saisons, Les Roses le Printemps 
ジュール・シェレの下絵に基づく 
1909年	
タピスリー	
287 x 178 cm 
1908年9月7日～1909年11月2日 (中断期間あり)	
Henri Félix / 3名	
RF Gbroche 1909 / U. GAUZY / E. DELUZENNE / C. ROLLAND 
(左下) ; J. Chéret (中央右)	
モビリエ・ナショナル	
GOB 564 
F/21/4298/B dossier 27 ; F/21/4188 dossier 34	
cat. (1) - 2 
《四季のタピスリー、小麦（夏）》 
Tenture des Saisons, Les Blés l’Été 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1910年	
タピスリー	
277 x 162 cm 
1909年6月14日～1910年11月16日	
工房長名不明 / 5名	
J. Chéret （右下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 581 
F/21/4188 dossier 35	
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図版一覧 
cat. (1) - 3 
《四季のタピスリー、葡萄（秋）》 
Tenture des Saisons, Les Pampres L’Automne 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1911年	
タピスリー	
277 x 162 cm 
1909年11月12日～1911年3月7日	
Henri Félix / 3名	
R F. Gbroche. 1910-11 / U. GAUZY/G. GAGNOTE / E. 
DELLUZENNE（左下） ; J. Chéret （右下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 601 
cat. (1) - 4 
《四季のタピスリー、モチノキ（冬）》 
Tenture des  Saisons, Les Houx L’Hiver 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1911年	
タピスリー	
278 x 158 cm 
1910年5月10日～1911年1月21日	
Henri Félix / 5名	
R F. Gbroche. 1910 / C. MAIRET / J. MONTAGNON / 
ROLLAND （左下）; J. Chéret / 1910 （右下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 586 
F/21/4188 dossier 36 
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cat. (1) - 6 
《肘掛け椅子：ひまわり、リンゴの花、菊、葡萄の実》 
Une série de quatre fauteuils : Tournesols et fleurs de pommier, Chrysanthèmes et raisins 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1911年　　肘掛け椅子    100 x 62 x 49 cm     
1910年8月16日～1911年3月12日　工房長名不明 / 2名	
RF. Gbrouche 1910. A.E [Achille Eyrich] (2) ; R F. Gbroche. 1910. 
A.U [Antony Urruly] (2)  
モビリエ・ナショナル　GMT 25537/1 à 4  
GMT 25537/1	 GMT 25537/2	
GMT 25538/4	 GMT 25538/8 	
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cat. (1) - 5 
《椅子（9脚）：バラ、小麦、葡萄、モチノキ》 
Une série de neuf chaises : les Roses, les Blés, les Pampres, les Houx 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1913年　椅子　102 x 49 x 45 cm    
1909年11月23日～1913年4月7日  工房長名不明 / 6名	
RF. Gbroche 1910. LB [Léon Beauboeuf] (1) ; RF. Gbroche 1910. 
HB [Henri Boucher] (1) ; RF. Gbroche 1910. G.G [Gabriel Gonnet] (1) ; RF. Gbroche 1910. 
M.M [Mourice Migguet] ; RF. Gbroche 1910. A.M [Alfred Miot] (2) ; RF. Gbroche 1910. V. T [Vincent 
Thiénot] (2)  
ボーヴェ製作所　GMT 25538/1 à 9 
cat. (1) - 7 
《長椅子》 
Canapé 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1912年以降	
長椅子	
107 x 135 x 65 cm 
製織期間不明	
工房長名・職人数不明 
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GMT 25536 
F/21/4188 dossier 38 
cat. (1) - 8 
《屏風：音楽、パントマイム、喜劇、ダンス》  
Quatre feuilles de paravent  la Musique, la Pantomime, 
la Comédie et la Danse 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1913年	
190 x 69.5 x 3.5 cm（各）	
1911年11月5日～1913年1月20日	
工房長名不明 / 4名 
Gbroche [以下判読不可] ; Gbroche / LAURENT ; 
Gbroche / GIBIER ; Gbroche  /ROUDILLON （上部） ; 
J. Chéret / 1911 (《パントマイム》の右下）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 25535 
F/21/4188 dossier 37 
93	
cat. (1) - 9  
《衝立：バラとタチアオイ》   Écran : Roses et roses trémières 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1922年　　衝立　　120 x 85 x 41 cm 
1920年4月23日～1922年3月31日	
工房長名不明 / 1名	
Croland [Camille Roland] ; JCh [Jules Chéret] （右下） 
モビリエ・ナショナル　　MG 157 M 
cat. (1) - 10 
《絨毯》　　Tapis 
ジュール・シェレの下絵に基づく	
1926年　　絨毯　　332 x 460 cm 
1923年1月3日～1926年10月20日	
工房長名不明 / 7名	
Gobelins 1923-1926（右上）; C.L.B.（左上）; E.G.C. et 
RF（上部中央）; J. Chéret（左下）	
モビリエ・ナショナル　　GOB 1439    F/21/4188 dossier 41	
「サロン・ブラックモン」	
cat. (1) - 11 
《虹》	
L’arc-en-ciel　 
フェリックス・ブラックモンの下絵に
基づく 
1913年	
タピスリー	
404 x 512 cm 
1910年11月16日～1913年12月
18日	
Henri Félix, Desroy / 5名（ボー
ヴェ製作所）	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：在
ウィーン、フランス大使館、1986
年～）	
GOB 644 
F/21/4854 dossier 9 ; F/21/4179 
dossier 13	
cat. (1) - 12 
《衝立：嗅覚》   Ecran : l’Odorat 
フェリックスおよびピエール・ブラックモンの下絵に基づく	
1915年　　衝立　　176 x 117 x 42 cm 
1913年12月22日～1915年2月19日	
工房長名不明 / 1名	
Bracquemond / RF Gbroche 1914 / C. Mairet 
モビリエ・ナショナル　GMT 25533 
F/21/4179 dossier 14	
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cat. (1) - 13 
《長椅子》	
Canapé 
フェリックス・ブラックモンの下絵に基づく	
1919年	
長椅子	
124 x 182 x 63 cm 
1914年3月24日～1919年11月4日	
工房長名不明 / 6 名	
RF Gbroche 1914 （木枠中央）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 24736 
F/21/4179 dossier 14 
cat.  (1) - 14 
《肘掛け椅子（2脚）》 	
Deux fauteuils 
フェリックス・ブラック
モンの下絵に基づく	
1914年	
肘掛け椅子	
105 x 64 x 58 cm 
1913年8月25日～
1914年3月31日	
工房長名不明 / 4名	
RF Gbroche 1913 
（木枠中央）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 24737/1 et 2 
F/21/4179 dossier 14 	
cat.  (1) - 15 
《椅子（4脚）》 	
Quatre chaises  
フェリックス・ブラックモンの下
絵に基づく	
1913年	
椅子	
100 x 47 x 46 cm 
製織期間不明	
工房長名不明 / 6名	
RF Gbroche 1913 (2) ; RF 
Gbroche 1914 (1) ; RF 
Gbroche 1923 (1) （木枠中央）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 244718/1 à 4 
F/21/4179 dossier 14	
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GMT 244718/2	
cat. (1) - 16 
《衝立：アヒル》  
Écran : les Canards  
フェリックス・ブラックモンの下絵に基づく	
1914年	
衝立	
128 x 150 x 46 cm 
1913年6月12日～1914年2月13日	
工房長名不明 / 2名	
RF Gbroche 1913 / E. Hocheid / G. 
Thébaut（左下）; Bracquemond（右下）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 24735 
F/21/4179 dossier 14	
cat. (1) - 17 
《屏風》	
Paravent 
フェリックス・ブラックモンの下絵に基づく	
1914年	
屏風	
209 x 78 cm（中央）；188 x 62 cm（左右）	
1913年7月17日～1914年12月24日	
工房長名不明 / 3名	
左パネル: RF Gbroche 1913 （上部中央）; Montagnon（左下）	
中央パネル : RF Gbroche 1913 / Bracquemond pnt（右下）	
右パネル : RF Gbroche 1913（上部中央）; C. Mairet （右下）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 24734 
F/21/4179 dossier 14	
cat. (1) - 19 
《森》  
La Forêt 
フェリックス及びピエール・ブラックモンの下絵に
基づく	
1923年	
タピスリー	
392 x 492 cm 
1919年4月29日～1923年6月30日	
Eugène Hocheid / 職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 684 
F/21/4179 dossier 15	
96	
(1)  - 20 
《桟敷席》  
La Loge 
ピエール・ブラックモンの下絵に基づく	
1925年	
タピスリー	
284 x 277 cm 
1923年5月11日～1925年5月9日	
工房長名不明 / 8名	
Bracquemond. 1914（左）; R F / Gbroche / 
1925 / J Cochery / G Eyrich（右） 
モビリエ・ナショナル	
GOB 712 
F/21/4179 dossier 18	
cat. (1) - 18 
《絨毯》  
Tapis 
フェリックス・ブラックモンの下絵に基づく	
1922年	
絨毯	
315 x 450 cm 
1918年11月22日～1922年3月31日	
工房長名不明 / 7名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル(旧所在：閣僚会議議長室、1951～1966
年 ; マティニョン館（首相官邸）秘書室、1966～1971年)	
GOB 1427      F/21/4179 dossier 14	
cat. (1) - 22 
《肘掛け椅子（3脚）》 
Fauteuil 
オディロン・ルドンの下絵に基づく	
1911-1913年	
肘掛け椅子	
125 x 78 x 72 cm 
1911年7月12日～1913年3月5日 (GMT 
25565/1 et 2) ; 1911年 (GMT 25565/3) 
工房長名不明 / 2名（サヴォヌリーで製作）	
RF Gbroche 1911（背上部）; ODILON 
REDON（背左下）(GMT 25565/1 et 2) ; RF 
Gbroche 1911（背上部）; ODILON 
REDON（背右下）(GMT 25565/3) 
GMT 25565/1 à 3 
cat. (1) - 23 
《肘掛け椅子》 
Fauteuil 
オディロン・ルドンの下絵に基づく	
1913年	
肘掛け椅子	
105 x 65 x 53 cm 
1912年12月3日～1913年4月7日	
工房長名・職人数不明（サヴォヌリーで製作）	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
MG 122 
GMT 25565/1	 GMT 25565/2	 GMT 25565/3	
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cat. (1) - 21 
《衝立：バラ》  
Feuille d’Écran : Les Roses 
オディロン・ルドンの下絵に基づく	
1909年	
衝立	
タピスリー : 97 x 80 cm ; 衝立 : 131 x 95 x 37 cm 
1908年12月23日～1909年11月13日	
工房長名不明 / 2名（サヴォヌリーで製作）	
ODILON REDON（左下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 565 
F/21/4262 dossier 30	
オディロン・ルドン	
クロード・モネ	
cat. (1) - 24 
《睡蓮（壁面パネル用タピスリー）》 
Panneau mural, Les Nymphéas 
クロード・モネの油彩画に基づく	
1913年	
小型タピスリー	
97 x 101 cm  
1911年1月23日～1913年3月30日	
工房長名不明 / 1名（サヴォヌリーで製作）	
Claude Monet（右下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 1421 
F/21/4854	
cat.  (1) - 25 
《睡蓮（壁面パネル用タピスリー）》 
Panneau mural, Les Nymphéas 
クロード・モネの油彩画に基づく	
1912年	
小型タピスリー	
サイズ不明	
製織期間不明	
工房長名・職人数不明（サヴォヌリーで製作）	
署名不明	
1927年、ヴィッタ男爵が購入	
GOB 1420 
F/21/4854	
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cat. (1) - 26 
《睡蓮（壁面パネル用タピスリー）》 
Panneau mural, Les Nymphéas 
クロード・モネの油彩画に基づく	
1913年	
小型タピスリー	
89 x  108 cm  
1913年1月23日～1913年3月31日	
工房長名・職人数不明（サヴォヌリーで製作）	
Claude Monet（右下）; 1911-12 RG 
モビリエ・ナショナル	
GOB 1422 
F/21/4854	
(2) 連作「フランスの諸地域と諸都市」	
cat. (2) - 1 
《パリ万歳》 
Salut à Paris 
アドルフ・ヴィレットの下絵に基づく	
1910年 
タピスリー	
396 x 266 cm 
1909年3月8日〜1910年11月16日	
工房長名・職人数不明	
A.WILETTE（左下円柱）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 582 
F/21/4284 dossier 32 
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cat. (2) - 2 
《ブルゴーニュ》	
La Bourgogne 
ルイ・アンクタンの下絵に基づく	
1920年	
タピスリー	
387 x 288 cm 
1911年2月28日～1920年2月3日（中断期間あり）	
Léon Beauboeuf / 14名	
RF Gbroche 1911-20 / BEAU BOEUF / MIOT / THIENOT / 
BRULEFERT （右下） ; ANQUETIN （画中、樽部分）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 674 
F/21/4164 dossier 98 
cat. (2) -3 
《ブルターニュ》	
La Bretagne 
ジャン＝フランソワ・ラファエリの下絵に基づく	
1917年	
タピスリー　 
385 x 727 cm     
1911年10月29日〜1917年1月30日	
工房長名・職人数不明	
J.F.RAFFAELLI（中央区画）	
モビリエ・ナショナル（現所在：カンペール美
術館）	
GOB 661    F/21/4261 dossier 22	
cat. (2) - 4 
《トゥールーズの栄光》	
La Gloire de Toulouse 
アンリ・ラショの下絵に基づく	
1919年	
タピスリー	
386 x 265 cm 
1913年6月1日〜1919年4月28日 
工房長名不明 / 10名	
Henri Rachou ; 1913-18 / R-F / Gbroche / CHEVALIER / CUNEO /
MONTAGNON （右下） 
モビリエ・ナショナル	
GOB 668 
F/21/4261 dossier 4 
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cat. (2) - 6 
《ピレネー》	
Les Pyrénées 
エドモン・ヤルツの下絵に基づく	
1924年    タピスリー　 
385 x 770 cm 
1919年2月27日～1924年9月25日	
Eugène Hocheid / 職人数不明	
RF Gbroche 1919.24 / BEAUBŒUF / 
GAGNOT / HARAN（右上）; E. Yarz  / 
1917-18（右下）	
モビリエ・ナショナル　GOB 698	
cat. (2) - 7 
《ベアルン》	
Le Béarn 
ガストン・プルニエの下絵に基づく	
1924年    タピスリー　 
400 x 526 cm 
1920年7月7日～1924年10月20日	
工房長名不明 / 4名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
（現所在：パリ、上院議会、記者用食堂、1950年～）	
 GOB 699 
F/21/4260 dossier 17	
cat. (2) - 8 
《オーヴェルニュ》	
L’Auvergne 
ジュール・ザングの下絵に基づく	
1927年	
タピスリー    
420 x 586 cm     
1924年10月16日～1927年12月31日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 731     
F/21/4285 dossier 49 
cat. (2) - 5 
ルイ・アンクタン	
《ノルマンディー》（タピスリー用マケット）	
La Normandie (maquette)    
1913-1916年頃 
F/21/ 4164 dossier 190 et 99 ; F/21/4287 dossier 1	
（参考）カラー図版	
cat. (2) - 9 
レイモン・ルグー	
《フランシュ＝コンテの葡萄の収穫》（タピスリー用マケット）	
Franche-Comté (maquette) 
1924-1925年 
油彩／紙	
80 x 116 cm 
個人蔵、ブザンソン 
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cat. (2) - 10 
《セーヌ河のニンフ》	
Nymphes de la Seine 
ジャン・スリエールの下絵に基づく	
1929年	
タピスリー　 
440 x 623 cm     
1925年1月15日～1929年6月18日	
工房長名・職人数不明　署名不明	
モビリエ・ナショナル　	
GOB 751     
F/21/4270 dossier 62 
cat. (2) - 11 
ルネ・ピオ	
《ブロヴァンス》（タピスリー用カルトン）	
Provence (carton) 
1927年以前	
370 x 698 cm	
モビリエ・ナショナル 
F/21/4258 dossier 9 
cat. (2) - 12 
《リムーザン》	
Le Limousin 
エドモン・タピシエの下絵に基づく	
1930年	
タピスリー	
415 x 513 m 
1924年10月21日～1930年4月25日	
工房長名・職人数不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 764 
F/21/4275 dossier 17	
cat. (2) - 13 
《ケルシー》 
Le Quercy 
ガストン・バランドの下絵に基づく	
1929年	
タピスリー　 
418 x 735 cm     
1925年8月7日～1929年7月18日	
Léon Beauboef / 10名	
Balande 25 R F 1925 - 29 G Durand, Ganier, Laurent, Fassey, Etévenon, Darpy.（左上）	
モビリエ・ナショナル　 
GOB 752     
F/21/4167 dossier 37 
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(3) 連作「おとぎ話」（ジャン・ヴベ） 
cat. (3) - 1 
《眠れる森の美女》   La Belle au bois dormant 
ジャン・ヴベの下絵に基づく	
1919年 
タピスリー　270 x 567 cm    1913年4月1日～1919年12月12日 
工房長名不明 / 11名 
Jean Veber（右下）; 1913 / 1919 / RF / Gbroche / G. MALOISEL / GIBIER / ROUDILLON / GONNET / 
COCHERY（右、円柱部分）	
モビリエ・ナショナル　GOB 670     F/21/4280  dossier 5 ; F/21/4345	
cat. (3) - 2 
《人食い鬼あるいは親指小僧》   L’Ogre ou le Petit Poucet  
ジャン・ヴベの下絵に基づく	
1920年 
タピスリー　265 x 551 cm    1914年7月27日～1920年5月25日 
工房長名不明  / 9名 
Jean Veber（左）; 1915-19 / R - F / Gbroche / ROLAND / BOILEAU / COSTA（右）	
モビリエ・ナショナル GOB 675    F/21/4280 dossier 6	
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cat. (3) - 3 
《シンデレラ》	
Cendrillon 
ジャン・ヴベの下絵に基づく	
1923年 
タピスリー　　257 x 554 cm 
1920年5月26日～1923年5月4日　　Eugène Hocheid / 6名 
Cochery, Rolland, C. Eyrich, F. Ruh, Pellerin ; RF G Broché 1920-1923（左）	
モビリエ・ナショナル（現所在：在ルクセンブルク大公国フランス大使館、1945年〜）　GOB 681 
F/21/4280　dossier 8 
cat. (3) - 4 
《長椅子：青ひげ》  
Canapé : Barbe-bleue 
ジャン・ヴベの下絵に基づく	
1926年 
長椅子	
110 x 267 x 78 cm 
1919年7月～1926年1月	
工房長名不明 / 14名（ボーヴェで製作） 
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GMT 25540 
F/21/4280 dossier 7	
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(3) - 7 
《衝立：美女と野獣》  
Écran : La Belle et la Bête 
ジャン・ヴベの下絵に基づく	
1926年	
衝立　　96 x 95 x 37 cm 
1919年7月～1926年1月	
工房長名不明 / 14名（ボーヴェで製作）	
署名不明	
モビリエ・ナショナル　　GMT 25543 
F/21/4280 dossier 9 
cat. (3) - 5 
《肘掛け椅子：長靴をはいた猫、赤ずきん、ハンマーを持つ妖精、眠れる森の美女》  
Fauteils : Le Chat botté ; Le Petit Chaperon rouge ; Le Lutin avec marteau ; La Belle au bois dormant 
ジャン・ヴベの下絵に基づく 	
1926年	
肘掛け椅子　92 x 79 x 68 cm 
1919年7月～1926年1月	
工房長名不明 / 14名（ボーヴェで製作） 
署名不明	
モビリエ・ナショナル　 
GMT 25541/1 à 4 
F/21/4280 dossier 9	
cat. (3) - 6 
《椅子（4脚）》 
Quatre chaises 
ジャン・ヴベの下絵に基づく 	
1920年頃 
椅子    95 x 57 x 55 cm 
製織期間不明	
工房長名・職人数不明（ボーヴェで製作）	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GMT 25542/1 à 4 
F/21/4280 dossier 9 
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GMT 25541/1	 GMT 25541/2	 GMT 25541/3	 GMT 25541/4	
GMT 25542/1	 GMT 25542/2	 GMT 25542/3	 GMT 25542/4	
(4) 18世紀の画家へのオマージュ	
cat. (4) - 1 
《アントワーヌ・ヴァトーへのオマージュ》  
Hommage à Antoine Watteau 
アンリ・ダンジェの下絵に基づく	
1924年 
タピスリー	
332 x 438 cm 
1914年3月27日～1924年12月31日	
工房長名不明 / 11名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル(現所在：ソルボンヌ大
学、パリ、Salle Bourgeac, 1960年〜)	
GOB 701 
F/21/4302 dossiers d’artistes ; F/21/4194 
dossier 26 
cat. (4) - 2 
《フラゴナールへのオマージュ》  
Hommage à Fragonard 
アンリ・ダンジェの下絵に基づく	
1927年 
タピスリー	
330 x 234 cm 
1922年11月18日～1927年12月3日	
Léon Beauboeuf / 職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ4区、警視庁、1937年〜）	
GOB 730 
F/21/4194 dossier 28	
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cat. (4) - 3 
《シャルダンへのオマージュ》  
Hommage à Chardin 
アンリ・ダンジェの下絵に基づく	
タピスリー	
1930年	
338 x 240 cm 
1924年8月1日～1930年7月16日 
Léon Beauboeuf / 職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ4区、警視庁、大広間、
1937年〜）	
GOB 766 
F/21/4194 dossier 28 
画像なし	
(5) その他　　　　 (5) - i. レンヌ市裁判所大広間の為の装飾  
cat. (5) - i - 1 
《ブルターニュの寓意》 
Allégorie de la Bretagne 
オーギュスト＝フランソワ・ゴルゲの下絵に基づく 	
1912年	
タピスリー	
551 x 91 cm 
1911年4月1日～1912年3月28日 
Henri Félix / 職人数不明	
署名不明	
GOB 614 
F/21/4215　dossier 37 ; F/21/ 4312	
cat. (5) - i - 2 
《荒廃したサン＝テニャン
祭壇の前で跪くノルマンン
ディーの征服者、アラン捩
髭公》  
Alain Barbe-Torte, 
vainqueur des Normands, 
s’agenouille devant les 
ruines de l’autel de Saint-
Aignan 
オーギュスト＝フランソワ・
ゴルゲの下絵に基づく 	
1916年 
タピスリー	
530 x 260 cm 
1912年3月29日～1916年
10月13日 
Henri Félix / 職人数不明 
署名不明	
GOB 660 
F/21/4215　dossier 37 ; F/
21/ 4312	
cat. (5) - i - 3 
《アンリ4世のレンヌ入城》  
Entrée de Henri IV à Rennes 
オーギュスト＝フランソワ・ゴルゲの下絵に基づく 	
1919年 
タピスリー	
559 x 279 cm 
1913年12月19日～19191年1月16日 
Eugène Hocheid / 職人数不明 
署名不明	
GOB 667 
F/21/4215　dossier 37 ; F/21/ 4312	
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cat. (5) - i - 4 
《ブルターニュ公に息子を示すジャンヌ・ド・モンフォール》  
Jeanne de Montfort présente son fils aux seigneurs bretons 
オーギュスト＝フランソワ・ゴルゲの下絵に基づく 	
1922年 
タピスリー	
556 x 280 cm 
1919年1月17日～1922年3月2日 
Eugène Hocheid / 職人数不明	
署名不明	
GOB 678 
F/21/4215　dossier 37 ; F/21/ 4312	
cat. (5) - i - 5 
《ウェネット族の船団に勝利するローマ海軍》  
Victoire navale des Romains sur la flotte des Venètes 
オーギュスト＝フランソワ・ゴルゲの下絵に基づく 	
1924年 
タピスリー	
551 x 180 cm 
1922年3月8日～1924年3月22日 
Eugène Hocheid / 職人数不明 
署名不明	
GOB 692 
F/21/4215　dossier 37 ; F/21/ 4312	
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 (5) - ii. 戦争	
（参考）カルトン 
　　466 x 400 cm  GOB 427	
cat. (5) - ii - 1 
《アンデスを越えるサン・マルタン将軍》  
Le général San Martin au passage des Andes 
アルフレッド・ロールの下絵に基づく  
1914年	
タピスリー	
サイズ不明	
1911年9月4日～1914年6月26日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 658 
cat. (5) - ii - 2 
《アメリカの参戦》  
Entrée en guerre de l’Amérique 
ギュスターヴ・ジョルムの下絵に基づく    1923年　サイズ不明　1919年12月13日～1923年12月13日	
フィラデルフィア美術館	
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cat. (5) - ii - 3 
《絨毯》	
Tapis 
ロベール・ボンフィスの下絵に基づく  
1924年	
絨毯	
231 x 296 cm 
1922年4月1日～1924年6月11日	
工房長名不明 / 6名（サヴォヌリーで製作）	
Robert Bonfils（右下） ; D.F.P.T. ; RF GOBELINS 1922-1924 
モビリエ・ナショナル	
GOB 1432 
cat. (5) - ii - 4 
《長椅子：砲兵隊》  
Canapé : l’Artillerie 
ロベール・ボンフィスの下絵に基づく  
1925年　　長椅子	
105 x 167 x 63 cm     1922年7月1日～1925年2月26日　　工房長名不明 / 9名	
RF Gbrouche 1925 
モビリエ・ナショナル　　GMT 24721 
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cat. (5) - ii - 5 
《安楽椅子（4点）：歩兵、海軍、騎馬、航空機（「戦争のサロン」）》 
Quatre bergères : l’Infanterie, la Marine, la Cavalerie, l’Aviation 
ロベール・ボンフィスの下絵に基づく  
1924年	
安楽椅子	
103 x 61 x 52 cm 
1922〜1925年	
工房長名不明 / 9名	
RF Gbroche 1923 
モビリエ・ナショナル	
GMT 24722/1 à 4  (1= L’Aviation ; 2= La Cavalerie ; 3= L’Infanterie ; 4= Le Marine) 
F/21/4175	
航空機	 騎馬	
歩兵	 海軍	
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cat. (5) - ii - 6 
《ストラスブールの軍》  
Les Armes de la ville de Strasbourg 
ギュスターヴ＝ルイ・ジョルムの下絵に基づく  
1925年	
タピスリー	
462 x 363 cm 
1924年1月1日～1925年8月5日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 717 
cat. (5) - ii - 7 
《女性頭部（2点）（《ストラスブールの軍》の部分）》 
Deux têtes de femmes (fragments pour Les Armes de la Ville de Strasbourg) 
ギュスターヴ＝ルイ・ジョルムの下絵に基づく  
1926年	
モビリエ・ナショナル	
GOB 726 
画像はカルトン（タピスリーの画像がない為） 
モビリエ・ナショナル　GOB 482/2 et 3	
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(5) - iii. 女性作家に基づく作品	
cat. (5) - iii - 1 
《ディアナ》　Diane   マリー・カザンの下絵に基づく　 
1913年　　　タピスリー　265 x 366 cm      1911年3月12日～1913年9月8日　　工房長名不明 / 6名	
モビリエ・ナショナル（現所在：在チュニス、フランス大使館、1945年～； パリ、行政控訴院、会議室、2009年～）GOB 641	
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cat. (5) - iii - 2 
《ウェヌス》  Vénus    フェルディナン＝ロベール・バルテルミー、マリー・カザンの下絵に基づく   
1927年　　タピスリー　262 x 365 cm     1925年4月6日～1927年8月23日　　　Léon Beauboef / 7名	
MARIE CAZIN 1922（左下）; R F / Gbroche / 1925-1927 / G. GORE/ M. RUH / PELLERIN（右上）	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ警視庁、大食堂、4区；旧所在：パリ警視庁、遊戯室、1951～1969年）	
GOB 729       F/21/4297/B dossier 13 
cat. (5) - iii - 4 
《大きな花のブーケ》   Gros bouquet de fleurs 
アシル・マリー＝アリックスの下絵に基づく  
1918年　　衝立　　130 x 143 x 42 cm 
1916年8月1日～1918年2月5日	
工房長名不明 / 2名	
RF Gbroche 1917/E. FASSY（ボーダー部、左下）; Marie 
Alix（右下）	
モビリエ・ナショナル　　MG 100    F/21/4163 dossier 121	
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cat. (5) - iii - 3 
《花》  
Fleures  
ボーバン＝ビネ夫人の下絵に基づく  
1913年	
衝立	
138 x 80 x 42 cm 
1911年5月13日～1913年3月13日	
工房長名不明 / 1名	
RF Gbroche 1911（左下）; Marg. Bauban-Binet 1908（中央）	
モビリエ・ナショナル	
MG 97 
cat. (5) - iii - 5 
《公園にて》  
Dans un Parc 
オリー＝ロビン夫人の下絵に
基づく 
1923年	
タピスリー	
サイズ不明	
1918年12月9日～1923年9月
16日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
（第二次大戦中、ワルシャワ
にて所在不明となる）	
GOB 685 
F/21/4253 dossier 126 ; F/
21/4331	
cat. (5) - iii - 6 
《屏風：豊穣》     Feuille d’écran L’Abondance 
ルノ・ハサンベールの下絵に基づく  
1923年　　タピスリー　サイズ不明	
1919年9月17日～1923年6月29日	
GOB 683 
(5) - iv. 寓意、歴史主題	
cat. (5) - iv - 1 
《アレトゥーサ》  
Aréthuse 
アルベール・ピエール・ルネ・メニャンの下絵に基づく  
1911年	
タピスリー	
325 x 217 cm 
1909年6月3日～1911年10月28日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ、上院議会場、会議室）	
GOB 604 
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cat. (5) - iv- 2 
《3美神を従えるプシュケ》  
Psyché servie par les Grâces 
アンリ・ツォの下絵に基づく  
1918年	
タピスリー	
325 x 212 cm 
1913年2月9日～1918年5月29日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ、上院議会場、会議室）	
 GOB 665	
cat. (5) - iv - 4 
《青春の泉》  
La Fontaine de Jouvence 
エドモン・タピシエの下絵に基づく 
1924年	
タピスリー	
345 x 456 cm 
1914年6月9日～1924年7月22日
（中断期間あり）	
工房長名不明 / 9名	
E. de BRANCAS / U GAUZY/R 
HOCHEID / Edmond 
TAPISSIER（画中、右下）; RF / 
Gbroche / 1918.24（右側縁部分）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 697 
F/21/4275 dossier 14	
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cat. (5) - iv - 3 
《夏》  
L’été 
ポール・セガン＝ベルトーの下絵に基づく  
1918年	
タピスリー	
251 x 191 cm 
1914年4月29日～1918年4月26日	
Eugène Hocheid / 職人数不明	
RF Gbroche 1914 / E de BRANCAS / M. DELILLE (左
下); Paul SEGUIN BERTAULT.（右下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 664 
cat. (5) - iv - 6 
《ルイ14世のゴブラン訪問》  
Visite du roi Louis XIV aux Gobelins 
ジャン＝ポール・ローランスの下絵に基づく 
1928年	
タピスリー	
320 x 1087 cm 
1920年1月21日～1928年5月16日	
Léon Beauboeuf / 6名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ13区庁舎、祝祭の間）	
GOB 737 
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cat. (5) - iv - 5 
《秋》 
L’automne 
フランク・ラミーの下絵に基づく 	
1924年	
タピスリー	
320 x 245 cm 
1914年10月26日～1924年3月31日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
ベルギー王妃に贈与	
GOB 696 
（参考：カラー図版）	
《秋》 
L’Automne 
フランク・ラミーの下絵基づく 
（第2織）	
1929年	
1925年12月2日～1929年7月9日 
モビリエ・ナショナル（旧所在：ヴェル
サイユ別館、国民議会）	
GOB 755 
cat. (5) - iv - 8 
《ガリアの雄鶏》  
Le Coq gaulois 
ニコラス・タルコフの下絵に基づく  
1926年	
衝立	
サイズ不明	
1925年10月16日～1926年6月5日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
所在不明	
GOB 725 
F/21/4275 dossier 31	
画像なし	
（参考）	
《ガリアの雄鶏》のためのカルトン	
モビリエ・ナショナル　GOB 564/1	
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cat. (5) - iv - 7 
《ヘロデの前で踊るサロメ》  
Salomé danse pour Hérode 
ピエール・マルセル＝ベロノーの下絵に
基づく  
1930年	
タピスリー	
320 x 360 cm 
1923年11月20日～1930年6月3日	
Léon Beauboeuf / 7名	
P. Marcel-Beronneau（右下）; RF / 
Gbroche / 1923-30 / Miguet / Cuneo / E. 
Fassy / Costal / Boileau / M. Gagnot（右
上）	
モビリエ・ナショナル	
GOB765 
F/21/4290/B dossier 19	
(5) - iv - 9 
《風景、ドルドーニュ》  
Paysage, La Dordogne 
シャルル・ラコスト 	
1925年	
タピスリー	
サイズ不明	
1924年1月3日～1925年4月24日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
1927年、Nassier Bathhtiar氏（テヘラン）に売却	
GOB 711	
画像なし	
(5) - v.  装飾的主題	
cat. (5) - v -1 
《衝立：花瓶と紫陽花》  
Feuille d’écran Vase et Hortensias 
アンリ・デュモンの下絵に基づく 	
1917年	
タピスリー	
125 x 89 cm 
1916年2月14日～1917年4月10日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（旧所在：パリ、アンヴァリッド、bureau 
Général Commandant la 1ère Région）	
GOB 662 
F/21/4204 doosier 57 ; F/21/4306 dossiers d’artistes	
cat. (5) - v - 2 
《衝立：愛の告白》  
Feulle d’écran, La Déclaration d’amour 
ロベール・ボンフィスの下絵に基づく 	
1918年	
衝立	
サイズ不明	
1917年12月20日～1918年10月15日	
工房長名・職人数不明	
署名不明 	
1929年に日本の天皇へ贈与	
GOB 666 
119	
cat. (5) - v - 3 
《マロニエ》  
Les Marronniers 
エマニュエル・ゴンドゥアンの下絵に基づく 	
1921年	
衝立	
220 x 158 x 61 cm 
1919年11月27日～1921年10月28日	
工房長名不明 / 1名	
E. Gondouin（右下）	
モビリエ・ナショナル	
MG 110/1 
cat. (5) - v - 4 
《バラ》 	
Les Roses 
アンリ・デュモンの下絵に基づく  
1922年	
タピスリー	
255 x 160 cm 
1920年4月8日～1922年11月17日	
工房長名不明 / 3名	
Henri Dumont（右下） ; J. MONTAGNON（左下）	
モビリエ・ナショナル	
GOB 680 
F/21/4204 dossier 57	
120	
cat. (5) - v - 5 
《魚》   Les Poissons 
ウジェーヌ・ジュイラの下絵に基づく  
1923年　　衝立	
サイズ不明	
1922年4月1日～1923年5月29日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
日仏会館、日本　　MG 102 (GOB 682) 
cat. (5) - v - 6 
《衝立：青い鳥》  
Feuille d’écran : 
L’Oiseau blue 
エミール・ゴディサールの
下絵に基づく  
1925年	
衝立	
サイズ不明	
署名不明	
1923年10月22日～1925
年11月7日	
工房長名・職人数不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 715 
F/21/4212 dossier 29	
cat. (5) - v - 7 
《衝立：ミミズク》  
Écran : les Hiboux 
ジャン・ヴヴェの下絵に基づく  
1925年	
衝立	
139 x 113 x 32 cm 
1924年10月20日～1925年3月30日	
工房長名不明 / 1名	
RF Gbroche / 1925（上部中央）; G.M. en monogramme 
[Georges Maître] （右上）	
モビリエ・ナショナル	
GMT 24730 
cat. (5) - v - 8 
《肘掛け椅子（2脚）》  
Duex fauteuils 
ジャン・ヴヴェの下絵に基づく  
1925年	
肘掛け椅子	
115 x 60 x 57 cm 
1924～25年	
工房長名不明 / 5名	
Gbroche（背もたれ中央及び座面）; A.E. [André Etèvenon] ; A.P. [André Portier] ; 
M. A. [Maurice de Armas] ; J.C. [Julien Coffinet] 
モビリエ・ナショナル	
GMT 24729/1 et 2 
121	
GMT 24729/1 	 GMT 24729/2	
cat. (5) - v - 9 
《四季、春》     Les Saison, Le Printemps 
アシル・ロジェの下絵に基づく  
1926年　　タピスリー　　297 x 203 cm 
1924年4月1日～1926年9月3日	
Eugène Hocheid / 4名	
A. Laugé 1921（右下）; Gbroche RF / 1924-26 ; Mlles 
MAITRE / TERRIER / Mme BREGE（右上）	
モビリエ・ナショナル　GOB 723  F/21/4231 dossier 61 et 62 
cat. (5) - v -10 
《四季、夏》   Les Saison, L’Eté 
アシル・ロジェの下絵に基づく  
1926年　　タピスリー　　297 x 210 cm 
1925年2月24日～1926年10月5日	
Eugène Hocheid / 3名	
A. Laugé 1921（右下） ; Gbroche RF / 192５-26 ; Mlles MOREL, 
M. BONNEVIALLE, G. BONNEVIALLE （右上）	
モビリエ・ナショナル　　GOB 724  F/21/4231 dossier 61 et 62 
122 
cat. (5) - v - 11 
《四季、秋》    Les Saison, L’Automne 
アシル・ロジェの下絵に基づく  
1926年　　タピスリー　　287 x 210 cm 
1924年10月14日～1926年3月31日	
Eugène Hocheid / 4名	
A. Laugé 1921（右下）; RF Gbroche 1925 （中央下）; 
MIOT / CLAIRAULT（右下）	
モビリエ・ナショナル　GOB 721  F/21/4231 dossier 61 et 62 
cat. (5) - v - 12 
《四季、冬》   Les Saison, L’Hiver 
アシル・ロジェの下絵に基づく 
1926年　　タピスリー　　290 x 207 cm 
1924年11月18日～1926年2月18日	
Eugène Hocheid / 4名	
A. Laugé 1921（右下） ; RF Gbroche 1925（中央下）; 
THIENOT / F. RUH（右下）	
モビリエ・ナショナル　GOB 719  F/21/4231 dossier 61 et 62 
画像なし	
cat. (5) - v -13  
《絨毯》  
Tapis 
アシル・ロジェの下絵に基づく  
1920年	
絨毯 	
288 x 362 cm 
1913年10月1日～1920年3月13日	
工房長名不明 / 5名（サヴォヌリーで製作）	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 1425 
F/21/4231/ dossier 60	
cat. (5) - v - 14 
《豊穣》  
L’Abondance 
レオネット・カピエッロの下絵に基づく  
1929年	
タピスリー	
410 x 307 cm 
1926年3月4日～1929年2月23日	
Léon Beauboeuf / 5名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：在ウィーン、フランス大使館、音楽の間）	
GOB 745 
F/21/4183 dossier 6 
123	
(5) - vi.  過去の巨匠に基づく作品	
cat. (5) - vi - 1 
《黄道十二宮、ウェヌス》  
Les Signes du Zodiaque, Vénus 
ヤコブ・ヨールダンスに基づく 	
1913年	
タピスリー	
178 x 211 cm 
1910年1月21日～1913年4月8日	
工房長名不明 / 6名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（旧所在：パリ上院議会；モビリエ・ナショナル
に移動、2015年4月16日）	
GOB 635 
cat. (5) - vi - 2 
《黄道十二宮、シーレーノス》  
Les Signes du Zodiaque, Silène 
ヤコブ・ヨールダンスに基づく 	
1913年	
タピスリー	
181 x 210 cm 
1910年3月30日～1913年4月9日	
工房長名不明 / 4名（ボーヴェ製作所で製作）	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ、上院議会、控室）	
GOB 636 
124	
cat. (5) - vi -3 
連作「マリー・ド・メディシスの物語」より、《ベロナの姿で表されるマリー・
ド・メディシス》  
Tenture de l’Histore de Marie de Médicis, Marie de Médicis en Bellone 
ピーテル・パウル・ルーベンスに基づく 	
1912年	
タピスリー	
320 x 159 cm 
1910年4月20日～1912年10月11日	
工房長名不明 / 1名	
R F G broche 1910-12 Jacquelin, Ruh 
モビリエ・ナショナル（現所在：アンリ4世美術館、ネラック）	
GOB 617 
（部分）	
cat. (5) - vi - 4 
連作「マリー・ド・メディシスの物語」より、《摂政時代》  
Tenture de l’Histoire de Marie de Médicis, Félicité de la Régence 
ピーテル・パウル・ルーベンスに基づく 	
1913年	
タピスリー	
160 x 82 cm 
1912年1月30日～1913年3月26日	
工房長名・職人数不明	
R F G broche 1913（左）	
モビリエ・ナショナル（現所在：アンリ4世美術館、ネラック）	
GOB 630 
125	
cat. (5) - vi - 5 
《コルベールの肖像》 
Portrait de Colbert 
ジュール・パスクアリーニの下絵に基づく 	
1923年	
タピスリー	
156 x 135 cm 
1920年11月24日～1923年5月15日	
Eugène Hocheid / 2名	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 686 
(5) - vii. その他	
画像なし	
cat. (5) - vii - 1 
《過去の歴史》 
Une Histoire d’autrefois 
エドモン・タピシエの下絵に基づく  
1911年    タピスリー　333 x 420 cm 
1907年4月1日～1911年11月6日	
Henri Félix / 職人数不明	
E. Tapissier - RFG - 1907 - II - C. Thiaire - M. Delille - C. Maitre 
在ウィーン、フランス大使館　GOB 605  
cat. (5) - vii - 2 
ボーダー（4点）、《プシュケとアモルの結婚》  
Quatre bordures, Les noces de Psyché et de l’Amour 
オーギュスト＝フランソワ・ゴルグの下絵に基づく  
1909～1913年	
タピスリー	
サイズ不明 
1909年3月19日～1909年10月11日；1909年10月12日～1910年5月17日；1912年3月4
日～1913年9月30日；1911年3月6日～1913年9月30日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
所蔵番号不明	
F/21/4215 dossier 35 ; F/21/4854 dossier 9	
126	
(5) - vii - 3 
ルイ14世の肖像の為のボシャールの下
絵に基づくボーダー 
Bordure d’après Bochard pour le portrait 
de Louis XIV 
イアサント・リゴーに基づく  
1924年    タピスリー　サイズ不明	
1920年2月21日～1924年10月20日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
所在不明	
GOB 695	
(5) - vii - 4 
オペラ座、レストラン・グラシエの連作、《パティスリー》  
Tenture du Restaurant Glacier de l’Opéra, La Pâtisserie  
アレクシ＝ジョセフ・マゼロールの下絵に基づく 
1924年	
タピスリー	
291 x 107 cm 
1923年10月1日～1924年10月20日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル	
GOB 700 
127	
画像なし	
cat. (5) - vii - 5 
《ジョアンビル城》  
Le Château de Joinville 
アドリアン・カルボウスキーの下絵に
基づく  
1925年	
タピスリー	
287 x 190 cm 
1924年2月9日～1925年7月30日	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
モビリエ・ナショナル（現所在：パリ、
国民議会）	
GOB 716	
cat. (5) - vii - 6 
《白鳥》  
Les Cygnes 
ルイ・アンクタン  
1926年	
タピスリー	
サイズ不明	
工房長名・職人数不明	
署名不明	
F/21/4164 dossier 99	
 128 
資料（2）  
【一次史料集】 ゴブラン製作所の為の下絵注文に関する公文書一覧（1908〜26 年） 
 
 本史料集は、ジェフロワの所長在任期間（1908〜1926 年）に、その指揮下で製作されたタピスリ
ーの下絵注文に関する公文書をまとめたものである。文書は全て国立古文書館（Archives 
nationales, Paris）に保管されている。 
 
 
［凡例］ 
 
・ 各作品について、以下の情報を順に掲載した。 
cat. no. （『Vol. 2 図版・資料編』の「資料（1）【カタログ】」に対応）／タイトル／下絵制
作者／所蔵番号（モビリエ・ナショナル）／国立古文書館の所蔵番号／文書に関する
詳細情報（文書の名称とその記載内容） 
 
・ 各文書の詳細に関しては、重要と思われるものに限り記載し、内容に応じて、（1）概要を記
載するに留めたもの、（2）一部のみ訳出したもの（イタリック）、（3）全文訳出したもの（イタリッ
ク）がある。 
 
・ 全文訳出した文書のうち、『Vol. 2 図版・資料編』の「資料（3）【一次史料翻訳】」として別途
まとめたものは、その旨を記し、参照先を示した。 
 
・ 文書は、各作品毎に、保管先のファイル別に並べ、同一ファイル内では文書の作成日順に
並べた。 
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cat. 
no. 
タイトル 
下絵制
作者 
inv. 
no. 
古文書館
no. 
ファイル no. / 文書の名称 / 文書の記載内容（文書によって、書き起
こしないし翻訳の場合もある） 
（1）「第一計画」 
 ジュール・シェレ 
(1)-1 四季のタ
ピスリー、
バラ（春） 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GOB 
564 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4298/
B dossier 
27 ; 
F/21/4188 
dossier 34 
F/21/4854 dossier 9 
le 8 juillet 1908, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État 
 参照：資料（3）【1】 
 
le 21 novembre 1908, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 「ジュール・シェレ氏による複数のパネル」は「現在、製織中である」。 
 
F/21/4188 dossier 34 
le 31 octobre 1908, Lettre de Gefftoy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts   
 参照：資料（3）【2】 
 
le 2 décembre 1908, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 シェレに対し、タピスリー用カルトンの制作を 5,000 フランで依頼することを決定。 
(1)-2 四季のタ
ピスリー、
小 麦
（夏） 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GOB 
581 
F/21/4188 
dossier 35 
le 8 juin 1909, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【4】 
 
le 10 juillet 1909, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 シェレに対し、タピスリー用カルトンの制作を 5,000 フランで依頼することを決定。 
 
le 22 juillet 1909, Note pour le Bureau des Traveaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 シェレからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 416 番で登録された。 
(1)-3 四季のタ
ピスリー、
葡 萄
（秋） 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GOB 
601 
- le 8 juin 1909, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
参照：資料（3）【4】 
(1)-4 四季のタ
ピスリー、
モ チ ノ キ
（冬） 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GOB 
586 
F/21/4188 
dossier 36 
le 1 juin 1910, Arrêté du Ministre de l'Instruction publique et des Beaux-Arts 
 シェレに対し、「モチノキ」を描いたパネル（タピスリー用モデル）の制作を 5,000 フ
ランで依頼することを決定。 
 
le 28 janvier 1911, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 シェレからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 419 番で登録された。 
(1)-5 椅 子 （ 9
脚 ） ： バ
ラ 、 小
麦 、 葡
萄、モチ
ノキ 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GM
T 
2553
8/1 à 
9 
- 〔関連文書なし〕 
(1)-6 肘掛け椅
子 ： ひ ま
わり、リン
ゴ の 花 、
菊、葡萄
の実 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GM
T 
2553
7/1 à 
4 
- 〔関連文書なし〕 
(1)-7 長椅子 ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GM
T 
2553
6 
F/21/4188 
dossier 38 
le 4 mars 1912, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【11】 
 
le 20 avril 1912, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 シェレに対し、タピスリー用カルトンの制作を 2,400 フランで依頼することを決定。 
(1)-8 屏 風 ： 音
楽 、 パ ン
トマイム、
喜劇、ダ
ンス 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GM
T 
2553
5 
F/21/4188 
dossier 37 
le 17 mars 1911, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 シェレに対し、「四季」を主題とする 4 曲屏風を制作するためのタピスリー用モデ
ルを、2,400 フランで依頼することを決定。 
 
le 13 février 1912, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions  
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 参照：資料（3）【9】 
(1)-9 衝 立 ： バ
ラ と タ チ
アオイ 
ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GM
T 
2553
9/4 
- le 8 juin 1909, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
参照：資料（3）【4】 
(1)-1
0 
絨毯 ジ ュ ー
ル ・ シ ェ
レ 
GOB 
1439 
F/21/4188 
dossier 41 
le 22 février 1922, Note manuscrite non signée 
 本絨毯が、「サロン・シェレ」の一部であることに言及。 
 
le 4 mars 1922, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 シェレに対し、絨毯の為のモデルの制作を 5,000 フランで依頼することを決定。 
 
le 25 septembre 1922, Lettre de Jules Chéret au Directeur des Beaux-Arts  
 「［・・・］ギュスターヴ・ジェフロワ氏の助言を仰いだモデルを制作しました［・・・］」 
 
le 3 octobre 1922, Certificat pour payement 
 シェレからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 121 番で登録された。 
フェリックス・ブラックモン、ピエール・ブラックモン 
(1)-1
1 
虹 フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GOB 
644 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4179 
dossier 13 
F/21/4854 dossier 9 
le 8 juillet 1908, Lettre de Geffroy au le Sous-Secrétaire d’État  
 参照：資料（3）【1】 
 
F/21/4179 dossier 14 
le 4 mars 1912, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【10】 
 
le 21 novembre 1908, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 美術政務次官がブラックモンへの注文を承認した。 
 
F/21/4179 dossier 13 
le 23 décembre 1908, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts : Sur la proposition du Sous Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 本アレテにより、フェリックス・ブラックモンが、ゴブランの為に、タピスリー《虹》のモ
デルを制作することが決定した。これにかかる費用 4,000 フランは、美術省の予算
から出るものとする。 
 
le 16 février 1912, Note pour le Bureau des Travaux, Musées et Expositions 
 ブラックモンからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 421 番で登録された。 
(1)-1
2 
衝 立 ： 嗅
覚 
フェリック
ス・ブラッ
クモンお
よびピエ
ー ル ・ ブ
ラ ッ ク モ
ン 
GM
T 
2553
3 
F/21/4179 
dossier 14 ; 
F/21/4854 
dossier 9 
F/21/4179 dossier 14 
le 4 mars 1912, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【10】 
 
le 20 avril 1912, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 「サロン・ブラックモン」には、椅子、肘掛け椅子、長椅子、衝立、屏風、絨毯が含
まれる。 
 
F/21/4854 dossier 9 
[s.d.], Note pour M. Bigard-Fabre, chef de division de l’Enseignement et des 
Manufacture au Sous-Secrétariat des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【23】 
(1)-1
3 
長椅子 フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GM
T 
2473
6 
F/21/4179 
dossier 14 
《衝立：嗅覚》の項を参照。 
(1)-1
4 
肘掛け椅
子（2 脚） 
フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GM
T 
2473
7/1 
et 2 
F/21/4179 
dossier 14 
《衝立：嗅覚》の項を参照。 
(1)-1
5 
椅 子 （ 4
脚） 
フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GM
T 
2447
18/1 
à 4 
F/21/4179 
dossier 14 
《衝立：嗅覚》の項を参照。 
(1)-1
6 
衝 立 ： ア
ヒル 
フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GM
T 
2473
5 
F/21/4179 
dossier 14 
《衝立：嗅覚》の項を参照。 
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(1)-1
7 
屏風 フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GM
T 
2473
4 
F/21/4179 
dossier 14 
《衝立：嗅覚》の項を参照。 
(1)-1
8 
絨毯 フェリック
ス・ブラッ
クモン 
GOB 
1427 
F/21/4179 
dossier 14 
《衝立：嗅覚》の項を参照。 
(1)-1
9 
森 フェリック
ス・ブラッ
クモンお
よびピエ
ー ル ・ ブ
ラ ッ ク モ
ン 
GOB 
684 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4179 
dossier 15 
F/21/4854 dossier 9 
le 4 février 1914, Lettre de Geffroy à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
参照：資料（3）【17】 
 
F/21/4179 dossier 15 
le 23 mars 1914, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 ブラックモンに対し、絨毯の為のモデルの制作を 5,000 フランで依頼することを決
定。 
 
le 26 novembre 1915, Note pour Monsieur le Chef du Bureau des Travaux 
d’Art, Musées et Expositions 
 ブラックモンからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 447 番で登録された。 
 
以下も参照：資料（3）【23】 
(1)-2
0 
桟敷席 ピ エ ー
ル・ブラッ
クモン 
GOB 
712 
F/21/4179 
dossier 18 
le 27 juillet 1921, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテにより、ピエール・ブラックモンが、ゴブランの為に《桟敷席》のカルトンを
制作することを決定。支払われる金額は、4,000 フラン。 
 
le 18 novemnre 1921, Lettre de Geffroy au Directeur des Beaux-Art 
 ブラックモンからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 477 番で登録された。 
オディロン・ルドン 
(1)-2
1 
衝 立 ： バ
ラ 
オ デ ィ ロ
ン・ルドン 
GOB 
565 
F/21/4262 
dossier 30 
le 17 novembre 1908, Note du Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 本覚書によれば、ジェフロワは衝立の為のカルトンに 800 フランを要求したのに対
し、政務次官は 600 フランを提案した。 
 
le 21 novembre 1908, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 本覚書によれば、「オディロン・ルドン〔・・・〕のパネル」は「現在製織中」である。 
 
le 8 décembre 1908, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts : Sur la proposition du Sous Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 本アレテにより、花を主題とする衝立の為のカルトンが、800 フランでルドンに注
文された。 
 
le 18 février 1909, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 ルドンからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 412 番で登録された。 
(1)-2
2 
肘掛け椅
子（3 脚） 
オ デ ィ ロ
ン・ルドン 
GM
T 
2556
5/1 à 
3 
- 《衝立：バラ》の項を参照。 
(1)-2
3 
肘掛け椅
子 
オ デ ィ ロ
ン・ルドン 
MG 
122 
- 《衝立：バラ》の項を参照。 
クロード・モネ 
(1)-2
4 
睡 蓮 （ 壁
面パネル
用 タ ピ ス
リー） 
クロード・
モネ 
GOB 
1421 
F/21/4854 
dossier 9 
le 8 juillet 1908, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État 
 参照：資料（3）【1】 
 
le 17 novembre 1908, Lettre de Geffroy à le Sous-secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 1908 年 7 月 8 日付け文書で言及した注文の詳細を変更しつつ、ジェフロワは、
「『水の庭』を主題とする絨毯をクロード・モネに対し、合計 8,000 フランで」追加注文
したいと説明している。 
 
le 21 novembre 1908, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 美術政務次官はモネへの注文を承認した。 
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(1)-2
5 
睡 蓮 （ 壁
面パネル
用 タ ピ ス
リー） 
クロード・
モネ 
GOB 
1420 
F/21/4854 
dossier 9 
《睡蓮》（壁面パネル）の項を参照。 
(1)-2
6 
睡 蓮 （ 壁
面パネル
用 タ ピ ス
リー） 
クロード・
モネ 
GOB 
1422 
F/21/4854 
dossier 9 
《睡蓮》（壁面パネル）の項を参照。 
（2）連作「フランスの諸地域と諸都市」 
(2)-1 パリ万歳 アドルフ・
ヴィレット 
GOB 
582 
F/21/4284 
dossier 32 
【概要】 
 1908 年 12 月 23 日付けのアレテにより、アドルフ・ヴィレットが「ゴブラン国立製作
所によって翻案される予定の『春』と題したタピスリーのモデルを、4,000 フランで制
作すること」が決定された。国家からこの注文を受け取った画家は、政務次官宛て
の書簡の中で、それを受諾する喜びを明かしている。「これほどに栄誉ある本注
文、および私に提示された諸条件を、大変喜んでお引き受けします」。 
 1909 年 2 月 15 日付け、ジェフロワから政務次官宛て書簡によれば、カルトンが提
出され、ゴブランに 415 番で登録されたが、当該書簡は、ジェフロワが主題の変更
を行ったことを報告している。「当該注文に関する話し合いの結果、当初『春』とされ
ていたヴィレット氏の主題が、フランスの諸地方と村々のための連作に取って代わ
る旨、そして、それに伴い、最終的なタイトルが『パリ万歳』となることを、再度お伝え
いたします。」 
 
le 23 décembre 1908, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 ゴブランで翻案される、「春」を表すタピスリーのモデルの制作を、アドルフ・ヴィレ
ットが 4,000 フランで担当することが決定。 
 
le 7 janvier 1909, Lettre de Adolphe Willette au Sous-Secrétaire d’État 
［・・・］これほど光栄な注文と、私に提案された条件をお引き受けることを大変嬉しく
思います。［・・・］ 
 
le 15 février 1909, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire 
 参照：資料（3）【3】 
(2)-2 ブルゴー
ニュ 
ル イ ・ ア
ンクタン 
GOB 
674 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4164 
dossier 98 
F/21/4854 dossier 9 
le 19 août 1910, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 参照：資料（3）【5】 
 
le 1 juin 1910, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、アンクタンが、ゴブランでタピスリーに翻案されることとなるパネル
「ブルゴーニュ」を、5,000 フランで制作することが決定した。 
 
le 26 mars 1911, Certificat pour payement signé par Geffroy 
 アンクタンからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 424 番で登録された。 
(2)-3 ブルター
ニュ 
ジャン＝
フ ラ ン ソ
ワ・ラファ
エリ 
GOB 
661 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4261 
dossier 22 
【概要】 
 1910 年 10 月 21 日付けのアレテにより、ジャン＝フランソワ・ラファエリが 5,000 フ
ランで、「『ブルターニュの祝祭』を主題とする」タピスリーの為のカルトンを制作する
ことが決定した。翌年、この注文は、《ブルターニュ》と題したタピスリー用モデルを
画家が提出したことで、完了した。 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 19 août 1910, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 参照：資料（3）【5】 
 
le 21 octobre 1910, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts : Sur la proposition du Sous Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 本アレテにより、ラファエリが「ブルターニュの祝祭」を主題とするタピスリーのカル
トンを、5,000 フランで制作することが決定した。 
 
le 26 mai 1911, Certificat pour payement signé par Geffroy 
 ラファエリからゴブランへ《ブルターニュ》の為のモデルが提出された。 
(2)-4 ト ゥ ー ル
ーズの栄
光 
アンリ・ラ
ショ 
GOB 
668 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4261 
dossier 4 
【概要】 
 1911 年 3 月 17 日付けのアレテにより、アンリ・ラショが 4,000 フランで、ゴブランが
翻案する予定の「『トゥールーズ』を象徴するタピスリーのモデルを制作すること」が
決定した。この注文を受けた画家は、3 月 20 日付けの書簡で、この仕事を引き受け
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ると述べている。また、この時、画家は既にジェフロワと本件について話し合ってい
たようである。 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 19 août 1910, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 参照：資料（3）【5】 
 
F/21/4261 dossier 4 
le 17 mars 1911, Arrêté  du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
〔・・・〕〔アンリ・ラショ〕は、ゴブランによって翻案される予定の、『トゥールーズ』を象
徴するタピスリーのモデルを、4,000 フランで制作する〔・・・〕 
 
le 20 mars 1911, Lettre de Henri Rachou au Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 〔・・・〕貴殿が□□□〔判読不可〕、私が、ゴブランで翻案予定の「トゥールーズ」を
主題とするタピスリーのカルトンを制作するという、3 月 17 日付けの書簡を受け取り
ましたことを謹んでご報告いたします。製作所所長殿から既に一部話をきいていま
す。〔・・・〕 
 
le 29 mars 1914, Certificat pour Payement signé par Geffroy 
 ラショからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 442 番で登録された。 
(2)-5 ノ ル マ ン
デ ィ ー
〔 実 現 せ
ず〕 
ル イ ・ ア
ンクタン 
- F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/ 4164 
dossier 190 
et 99 ; 
F/21/4287_
dos.no. 1 
【概要】 
 1914 年 3 月 23 日付けのアレテにより、ルイ・アンクタンがゴブランの為に、「ノルマ
ンディー」と題したタピスリーのカルトンを 15,000 フランで担当することが決定した。
1913 年初頭の日付のある、ジェフロワから政務次官宛ての書簡によれば、連作「フ
ランスの諸地域と諸都市」を完成させる為に、この芸術家にカルトンを注文したいと
述べている。「タピスリーに翻案されることとなるカルトンのルイ・アンクタンへの注文
に関して、謹んで、貴殿には思い起こしていただきたいと思います。〔・・・〕フランス
の諸地域の連作を継続させる為に重要なこの注文の必要性を、強調させてくださ
い」。しかし、アンクタン宛ての書簡の中で、詳細に述べられている通り、下絵制作
の完了に大幅な遅れが生じたことにより、ゴブラン当局は、アンクタンに対し、当該
注文の破棄を含むいくつかの選択肢を提示した。 
 残念ながら、今日我々は、完成した《ノルマンディー》を見ることはできないが、残
されたマケットやジェフロワの記述（GEFFROY [1924]）によって、その構想を知るこ
とができる。 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 22 janvier 1913, Note pour le Sous-Secrétaire d’État 
 参照：資料（3）【14】 
 
le 15 mars 1913, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【15】 
 
le 12 août 1913, Geffroy au le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【16】 
 
le 4 février 1914, Lettre de Geffroy à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【17】 
 
F/21/4164 dossier 190 
le 23 mars 1914, l’Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテにより、ルイ・アンクタンがゴブランの為に、「ノルマンディー」と題されたタ
ピスリーのカルトンを、15,000 フランで制作することが決定した。 
 
F/21/4164_dis.no. 99 
le 15 février 1913, Note pour le Bureau des Travaux d’Arts, Musées, 
Expositions 
 本覚書によれば、ジェフロワは、教育・国立マニュファクチュール部局長に対し、
タピスリー《ノルマンディー》のモデルの注文をアンクタン氏に依頼したい旨を説明
した。 
 
F/21/4287_dos.no. 1 
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le 11 janvier 1913, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 タピスリーに翻案されることとなるカルトン『ノルマンディー』のルイ・アンクタンへの
注文に関して、謹んで、貴殿には思い起こしていただきたいと思います。この芸術
家は、今すぐにでも制作に取り掛かることができ、我々の織機が空く時には、モデ
ルを我々に提出できるでしょう。フランスの諸地域の連作を継続させる為に重要な
この注文の必要性を、強調させてください。 
 
[s.d.], Lettre de Anquetin à un ami 
 長いことジェフロワとは、すぐにでも取り掛かる準備のある《ノルマンディー》と、《共
和政軍》の制作について計画してきた。ノルマンディーは 3 つの部分からできてい
るタピスリーで、ゴシック建築を非常に展開させた縁取りを持つ。大きさは、ブルゴ
ーニュの 2 倍以上、つまり同じ高さの 4 メートル、長さは 3 メートルではなく、7 メート
ルになるだろう。〔一部、判読不可あり〕 
(2)-6 ピレネー エドモン・
ヤルツ 
GOB 
698 
F/21/4258 
dossier 9 
【概要】 
 まず、タピスリー「ピレネー」のカルトンは、別の画家、ガストン・プルニエに注文さ
れたが、1914 年 2 月、ヤルツが本注文を担当することが、ジェフロワより提案され
た。ヤルツの名前が最初に確認できるのは、1914 年 2 月 4 日付けの書簡であると
考えられる。 
 
le 4 février 1914, Lettre de Geffroy à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【17】 
 
le 20 janvier 1915, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【18】 
 
le 5 septembre 1923, Lettre de Geffroy adressée au ministre de l’instruction 
publique et des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【22】 
(2)-7 ベアルン ガストン・
プルニエ 
GOB 
699 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4260 
dossier 17 
【概要】 
 1913 年、ジェフロワは、タピスリー「ピレネー」のカルトンをプルニエに依頼しようと
考えていた。しかし、1913 年 8 月 12 日の書簡によると、プルニエに依頼されたのは
「ベアルン」であった。1914 年、「ピレネー」のカルトンは最終的に、エドモン・ヤルツ
に注文された。 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 15 mars 1913, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【15】 
 
le 12 août 1913, Geffroy au le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【16】 
 
le 4 février 1914, Lettre de Geffroy à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【17】 
 
F/21/4260 dossier 17 
[s.d.], Certificat pour Payement 
 プルニエからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 449 番で登録された。ま
た、本カルトンには 6,000 フランが支払われた。 
(2)-8 オーヴェ
ルニュ 
ジ ュ ー
ル ・ ザ ン
グ 
GOB 
731 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4285 
dossier 49 
【概要】 
 1923 年 6 月 9 日のアレテにより、ジュール・ザングは、25,000 フランで「約 4 x 7 メ
ートルのタピスリー『オーヴェルニュ』のカルトン」をゴブランの為に制作する旨が決
定された。画家の要請による修正の後、カルトンはゴブランに提出され、486 番で登
録された。(以下も参照：資料（3）【23】) 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 17 mars 1923, Lettre de Geffroy au Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【21】 
 
F/21/4285 dossier 49 
le 9 juin 1923, L'Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts  
 本アレテにより、ザングはゴブランの為に、約 4 x 7 m のタピスリー《オーヴェルニ
ュ》の為のカルトンを、25,000 フランで制作することが決定した。 
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le 30 août 1924, Lettre de Jules Zingg au M. Noulli 
 ザングはカルトンの修正を求めた。 
 
le 23 janvier 1925, Lettre de Geffroy au Ministre de l’ Instruction publique et 
des Beaux-Arts 
 ザングからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 486 番で登録された。 
(2)-9 フ ラ ン シ
ュ ＝ コ ン
テ 
レイモン・
ルグー 
? F/21/4234 
dossier 31 ; 
F/21/4854 
dossier 9 
【概要】 
 本カルトンの注文に関しては、24,000 フランが支払われた。 
(以下も参照： 資料（3）【20】、【23】） 
(2)-1
0 
セーヌ河
のニンフ 
ジャン・ス
リエール 
GOB 
751 
F/21/4270 
dossier 62 
【概要】 
スリエールに注文されたタピスリーのカルトンは、1924 年 1 月 4 日にゴブランへ提出
され、所蔵番号 489 番で登録された。このカルトンに対し、画家には 20,000 フラン
が支払われた。 
(2)-1
1 
プ ロ ヴ ァ
ン ス 〔 実
現せず〕 
ル ネ ・ ピ
オ 
- F/21/4258 
dossier 9 et 
11 
F/21/4258 dossier 9 
le 9 juin 1923, Arrêté du Ministre de l'Instruction publique et des Beaux-Arts 
                      アレテ 
                   公教育・美術省 
 
 芸術家であり画家であるルネ・ピオ氏は、ゴブラン製作所によってタピスリーに翻
案される予定の、《プロヴァンス》を表したカルトンを制作するよう任じられた。 
 複数の制作に対して支払われる総計二万五千フランが、ルネ・ピオ氏の当該作
業に対して割り当てられた。 
 この経費 25,000 フランは、公共施設の装飾および芸術事業と称する美術省の予
算から支払われるものである。 
 
                                パリ、1923 年 6 月 9 日 
                                〔署名〕レオン・ベラール 
 
le 5 septembre 1923, Lettre de Geffroy au Ministre de l’Instruction publique et 
des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【22】 
(2)-1
2 
リ ム ー ザ
ン 
エドモン・
タピシエ 
GOB 
764 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4275 
dossier 17 
【概要】 
 タピシエに対し、20,000 フランで注文されたタピスリー「リムーザン」のカルトンの制
作は、2 度に分割される。最初の部分は 1925 年 7 月 11 日発行のアレテによって、
2 回目は 1926 年 7 月 15 日のアレテによって確認できる。 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 17 mars 1923, Lettre de Geffroy au Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【21】 
 
F/21/4275 dossier 17 
le 11 juillet 1925, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
                      アレテ 
 タピシエ氏は、国立ゴブラン製作所によって翻案予定のタピスリー「リムーザン」の
モデルの、最初の部分を担当する。 
 総計一万フランは、複数回に分けて支払われ、当該作業の為にこの芸術家に対
して割与えられた。 
 この経費 10,000 フランは、美術省予算のうち、項目「公共施設の装飾および芸術
事業」が負担するものとする。 
 
                                   パリ、1925 年 7 月 11 日 
 
le 15 juillet 1926, Arrêté du Sous Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
1925 年 7 月 11 日のアレテ、タピシエ氏が、国立ゴブラン製作所によってタピスリー
に翻案される、「リムーザン」のカルトンの最初の部分を制作する旨を決定した当該
アレテに基づき、 
 
アレテ： 
 タピシエ氏は、当該カルトンの 2 番目かつ最後の部分の制作を担当する。 
 総計一万フランは、複数回に分けて支払われ、その作業の為にタピシエ氏に割
与えられた。 
 この経費 10,000 フランは、美術省予算のうち、項目「公共施設の装飾および芸術
事業」が負担するものとする。 
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                                   パリ、1926 年 7 月 15 日 
(2)-1
3 
ケルシー ガストン・
バランド 
GOB 
752 
F/21/4167 
dossier 37 
le 19 avril 1926, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、バランドが 20,000 フランでカルトンを制作することが決定された。 
 
le 24 décembre 1926, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale 
des Gobelins à Monsieur le Ministre de l’Instruction publique et des beaux arts 
 バランドからゴブランへカルトンが提出され、所蔵番号 491 番で登録された。 
（3）連作「おとぎ話」（ジャン・ヴベ） 
(3)-1 眠れる森
の美女 
ジャン・ヴ
ベ 
GOB 
670 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4345 ; 
F/21/4280  
dossier 5 
【概要】 
 1913 年 2 月 24 日付けのアレテにより、ジャン・ヴベが、ゴブランで翻案されること
となるタピスリーのモデルを、5,000 フランで制作する旨が決定された。本計画は
1912 年 3 月 8 日には既に構想されていたことが、ジェフロワと政務次官の書簡のや
り取りから判明する。 
 ジェフロワによる注文要請に対し、政務次官は難色を示していることが、1912 年 9
月 17 日付けのいくつかの書簡（草稿）から分かる。政務次官はジェフロワに、当該
注文にかかる費用全体を賄うだけの予算を保証するのが難しいと伝えている。とこ
ろが政務次官は、以下のように述べている。「この芸術家〔ヴベ〕は、5,000 フランを
要するだろう 6 メートルの第一のカルトンの制作を担当することになるでしょう。この
金額は、私の部署に分配されたわずかな資金に課されました」。最終的に、1913 年
2 月にアレテが作成され、1913 年 6 月には、ヴベは、《眠れる森の美女》と題した最
初のカルトンをゴブランに提出した。 
 
F/21/4854 dossier 9 
le 10 mai 1912, Note pour le Sous-Secrétaire d’État 
 参照：資料（3）【22】 
 
le 17 septembre 1912, Lettre du Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts à 
Geffroy 
 〔・・・〕この芸術家〔ヴベ〕は、5,000 フランを要するだろう 6 メートルの第一のカルト
ンの制作を担当することになるでしょう。この金額は、私の部署に分配されたわずか
な資金に課されました。〔・・・〕 
 
le 24 février 1913,  Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテにより、ジャン・ヴベは、5,000 フランでゴブランの為にタピスリーのモデル
を制作する旨が決定した。  
 
le 19 juin 1913, Certificat pour payement signé par Geffroy 
 本支払い証明書は、ヴベからゴブランにカルトンが提出され、436 番で登録され
たことを示している。 
 
F/21/4280 dossier 5 
le 8 mars 1912, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【13】 
 
(3)-2 人 食 い
鬼あるい
は 親 指
小僧 
ジャン・ヴ
ベ 
GOB 
675 
F/21/4854b 
dossier 9 ; 
F/21/4280 
dossier 6 
【概要】 
 1914 年 3 月 23 日付けのアレテにより、ジャン・ヴベが《親指小僧》と題したタピスリ
ーのカルトンの制作を、5,000 フランで行う旨が決定した。ヴヴェは、1914 年 3 月 24
日付けの芸術・美術館・展覧会部局の書簡によって通知を受けた。1914 年 3 月 25
日付の、美術大臣宛てのヴベの書簡によれば、この時点でカルトンはほとんど完成
していたようである。ゴブランへ提出されると、445 番で登録され、後の 1915 年には
修正がなされた。 
 
F/21/4854b dossier 9 
le 4 février 1914, Lettre de Geffroy à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【18】 
 
F/21/4280 dossier 6 
le 8 mars 1912, Lettre de Geffroy à le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 《親指小僧》のカルトンの注文は、既に 1912 年には企画されていた。 
 参照：資料（3）【13】 
 
le 23 mars 1914, Arrêté  du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
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 本アレテにより、ヴベは、《親指小僧》と題されたタピスリーのカルトンを、5,000 フラ
ンで制作する旨が決定された。 
 
le 24 mars 1914, Lettre de Travaux d’Art, Musées et Expositions à Jean Veber 
 本書簡により、「親指小僧」と題されたタピスリーのカルトンの注文が、5,000 フラン
で決定された旨が、ヴヴェに通達された。 
 
le 25 mars 1914, Lettre de Jean Veber au Ministre des Beaux-Arts 
大臣殿 
 3 月 24 日の書簡にて貴殿が私に注文されたいとしている、タピスリー「親指小僧」
のカルトンは、ゴブラン製作所にあり、あと数日、作業の時間をいただければ、お見
せできる状態にあります。 
 ご検討いただきますよう、お願いいたします。 
                               ジャン・ヴベ 
                               ペリエール大通り 149 番地 
 
- 前作「眠れる森の美女」に関して残っている未払い分 10,000 フランの支払いを、
当局に請求することは可能でしょうか。 
 このパネルは、1 年前から製織が開始されているものです。 
 
le 9 novembre 1915, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et 
Expositions 
 セガン氏に対し、―これは 11 月 6 日付けの覚書に返答するものです―ジャン・ヴ
ベ氏の「親指小僧」のカルトンが、指示を受けて、本年、画家自らによって修正され
た旨をお伝えください。 
 このカルトンは、445 番で、国立ゴブラン製作所に登録されました。 
                         教育・国立マニュファクチュール部局長 
(3)-3 シンデレ
ラ 
ジャン・ヴ
ベ 
GOB 
681 
F/21/4280 
dossier 5 ; 
F/21/4280 
dossier 8 
【概要】 
 1920 年 6 月 4 日付けのアレテにより、ジャン・ヴべが 9,000 フランで、ゴブランで翻
案予定のタピスリー《シンデレラ》のカルトン制作を担当する旨が決定された。今回
も、画家は、制作にあたっての詳細について、ジェフロワと相談している。1921 年 5
月 4 日、ジェフロワは美術部局長に対し、カルトンの提出と 467 番への登録を報告
した。 
 
le 8 mars 1912, Lettre de Geffroy à le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 カルトン《シンデレラ》の注文は、1912 年に既に企画されている。 
 参照：資料（3）【13】 
 
le 4 juin 1920, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、タピスリー《シンデレラ》のカルトンが、9,000 フランでヴべに注文さ
れた。 
 
le 4 mai 1921, Lettre de Geffroy au Directeur des Beaux-Arts 
 本書簡によれば、カルトン「シンデレラ」がゴブランに提出され、467 番で登録され
た。 
(3)-4 長 椅 子 ：
青ひげ 
ジャン・ヴ
ベ 
GM
T 
2554
0 
F/21/4280 
dossier 7 
【概要】 
 1914 年 7 月 29 日付けのアレテにより、ジャン・ヴベが、3,500 フランで、長椅子の
為のモデルを制作する旨が決定した。ただし、本注文は、ゴブランでの製作用では
なく、ボーヴェでの製作用であった。支払い証明書によれば、1914 年 7 月、ヴベは
ボーヴェにカルトンを提出している。 
 
le 8 mars 1912, Lettre de Geffroy à le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 カルトン《青ひげ》の注文は、1912 年に既に企画されている。 
 参照：資料（3）【13】 
 
le 29 juillet 1914, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテにより、3,500 フランでヴベに長椅子のカルトンの注文が決定された。 
 
le 20 septembre 1920, Certificat pour payment 
 ゴブランへのカルトン提出を示す支払い証明書。 
(3)-5 肘掛け椅
子 ： 長 靴
をはいた
猫、赤ず
ジャン・ヴ
ベ 
GM
T 
2554
1/1 à 
4 
F/21/4280 
dossier 9 
【概要】 
 長椅子《青ひげ》のカルトン注文に引き続き、ボーヴェ製作所は、タピスリーのモ
デル製作を新たに計画した。重要な点は、ヴヴェのデザインによる家具一式が、
1925 年のパリ万博を目指して構想された点である。1920 年 8 月 7 日のアレテによ
 138 
き ん 、 ハ
ンマーを
持 つ 妖
精、眠れ
る森の美
女 
れば、家具連作「おとぎ話」は、長椅子 1 点（青ひげ）、安楽椅子 2 点、肘掛け椅子
4 脚、椅子 4 脚、衝立 1 点から成り、下絵の総額は 20,000 フランであった。1919 年
6 月、ボーヴェ製作所所長アジャルベールは、カルトンの提出と 526 番への登録を
報告している。2 点の肘掛け椅子のカルトンに関しては、1929 年 3 月 7 日付けのボ
ーヴェ製作所所長の書簡によると、画家は下絵を提出しなかったようである。これ
は、1928 年の画家の死による。これらの状況を受け、下絵制作に対する費用の総
額を 20,000 フランから 15,000 フランへ変更するアレテが発行された。 
 
le 8 mars 1912, Lettre de Geffroy à le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 参照：IV. 資料（3）【13】 
 
le 28 janvier 1923, Lettre de l’administrateur de la Manufacture Nationale de 
Beauvais au Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
〔・・・〕ジャン・ヴベに対し、長椅子 1 点、青ひげが注文され、現在製織中です。引き
続き、おとぎ話の家具を彼に注文する余裕があります。これは、魅力的な想像力を
持つ連作で、タピスリーは大変見事です。様々な家具 23 点に対し、総額 25,000 フ
ランとなります。これは非常に妥当な額です。当該注文は、3 年かけて進められるこ
とになります。〔・・・〕 
 カルトン注文には急を要します。というのも、そのうちの 1 点の見本を、1925 年の
博覧会の為に製作することになるからです。〔・・・〕 
 
le 7 août 1920, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 ジャン・ヴヴェ氏は、家具「おとぎ話」の為に、以下のカルトン制作を担当する： 
  長椅子 1 点 
  安楽椅子 2 点 
  肘掛け椅子 4 点 
  椅子 4 点 
  国立ボーヴェ製作所で翻案されることとなる衝立 1 点 
 総額二万五千フランは、複数回に分けて支払われ、本注文に対してこの芸術家
に支払われるものである。 
 この経費（20,000Fr）は、美術省予算のうち、項目「公共施設の装飾および芸術
事業」が負担するものとする。 
 
                           パリ、1920 年 8 月 7 日 
                           〔署名〕 
 
le 26 février 1929, Lettre du directeur de la Manufacture Nationale de Beauvais 
au directeur générale des Beaux-Arts 
 ボーヴェ製作所所長は、1919 年 6 月のカルトンの提出を報告した。長椅子 1 点、
衝立 1 点、肘掛け椅子 4 点、椅子 4 点は、当該製作所の 526 番に登録された。 
 
le 18 mars 1929, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
  ジャン・ヴヴェ氏の死亡証明により： 
  1929 年 3 月 7 日付けの国立ボーヴェ製作所所長の書簡の伝えるところでは、
ジャン・ヴベ氏は、1920 年 8 月 7 日発行のアレテにより、総額 20,000 フランでこの
芸術家に注文された《おとぎ話》の家具一式の一部である、2 点の安楽椅子のカル
トンを、提出しなかった。 
      アレテ： 
  1920 年 8 月 7 日に決定された注文の総額は、15,000 フランに変更する。 
                                パリ、1929 年 3 月 18 日 
  複本：アンドレ・フランソワ・ポンセ 
  芸術・美術館・展覧会部局次官： 
(3)-6 椅 子 （ 4
脚） 
ジャン・ヴ
ベ 
GM
T 
2554
2/1 à 
4 
F/21/4280 
dossier 9 
《肘掛け椅子：長靴をはいた猫、赤ずきん、ハンマーを持つ妖精、眠れる森の美
女》の項を参照。 
(3)-7 衝 立 ： 美
女と野獣 
ジャン・ヴ
ベ 
GM
T 
2554
3 
F/21/4280 
dossier 9 
《肘掛け椅子：長靴をはいた猫、赤ずきん、ハンマーを持つ妖精、眠れる森の美
女》の項を参照。 
（4）18 世紀の画家へのオマージュ 
(4)-1 ア ン ト ワ
ーヌ・ヴァ
トーへの
アンリ・ダ
ンジェ 
GOB 
701 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4302 
【概要】 
 1911 年 3 月 17 日発行のアレテにより、アンリ・ダンジェが、1,500 フランで、「中央
モティーフに『シテール島への船出』を用いた、ヴァトーへのオマージュのタピスリ
 139 
オマージ
ュ 
dossiers 
d'artistes ; 
F/21/4194 
dossier 26 
ーの為のカルトン」を制作する旨が決定した。この国家からの注文を受け、画家は
1911 年 3 月 27 日付け書簡の中で、それを受諾し、同時に、「とりわけゴブラン製作
所所長殿からの条件には、あらゆる点で合意しています」と述べている。次いで、ジ
ェフロワから政務次官宛て書簡によれば、ジェフロワは画家に対し、「構成に関する
修正はなく、注目すべき装飾的な効果を備えているが、我々の工房での作業を簡
単にする為に、絵〔ヴァトーの原画〕を調整〔する必要があった〕」と述べている。さら
に同書簡でジェフロワは、下絵制作の完了を報告し、画家のカルトンを次のように
評価している。「〔・・・〕ダンジェ氏のカルトンは、製作所にとって非常に貴重な 1 点
となる、輝きと正確さを備えています」。 
 
le 17 mars 1911, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、中央のモティーフに「シテール島への船出」を用いた、ヴァトーへ
のオマージュのタピスリーのカルトンが、1,500 フランでアンリ・ダンジェへ注文され
た。 
 
le 27 mars 1911, Lettre de Henri Danger au Ministre des Beaux-Arts 
 本書簡では、ダンジェが当該注文を引き受ける旨を記している。 
 
le 5 mars 1914, copie de Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
                                パリ、1914 年 3 月 5 日 
 
国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官へ 
 
 2 月 12 日の貴殿の書簡を受け取って、私はダンジェ氏と連絡をとました。タピスリ
ー《ヴァトーへのオマージュ》のカルトン注文に関する費用の支払いの件です。 
 私はダンジェ氏に、構成に関する修正はなく、注目すべき装飾的な効果を備えて
いるが、我々の工房での作業を簡単にする為に、絵〔ヴァトーの原画〕を調整する
必要があると伝えました。〔下絵制作の〕作業は完了し、ダンジェ氏のカルトンは、
製作所にとって非常に貴重な 1 点となる、輝きと正確さを備えています。 
 貴殿は彼を満足させられるでしょう。 
 《ヴァトーへのオマージュ》は 438 番で登録されました。 
                                〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
le 7 juin 1919, Lettre de Geffroy au Directeur des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【20】 
(4)-2 フ ラ ゴ ナ
ールへの
オマージ
ュ 
アンリ・ダ
ンジェ 
GOB 
730 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4194 
dossier 28 
【概要】 
 1911 年に注文されたヴァトーを主題としたカルトン制作から約 10 年後、ダンジェ
は、新たに 2 点の類似テーマの下絵制作の注文を受けた。《シャルダンへのオマー
ジュ》と《フラゴナールへのオマージュ》である。画家は、1920 年 6 月 24 日付けの書
簡にて、当該注文を引き受けた。1922 年 7 月 10 日、これらのカルトンはゴブランに
提出され、470 番で登録された。 
 
le 7 juin 1919, Lettre de Geffroy au Directeur des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【20】 
 
le 15 juin 1920, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、ダンジェは《シャルダンへのオマージュ》と《フラゴナールへのオ
マージュ》と題したタピスリーのカルトンを、7,000 フランで制作する旨が決定され
た。 
 
le 24 juin 1920, Lettre de Henri Danger au directeur des Beaux-Arts 
 ダンジェは、2 点のカルトン制作の注文を受諾した。 
 
le 8 avril 1924, Lettre de Geffroy au Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 ダンジェよりゴブランにカルトンが提出され、470 番で登録された。 
(4)-3 シャルダ
ンへのオ
マージュ 
アンリ・ダ
ンジェ 
GOB 
766 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4194 
dossier 28 
《フラゴナールへのオマージュ》の項を参照。 
（5）その他 
 （5）-i. レンヌ市裁判所大広間の為の装飾 
(5)-i
-1 
ブルター オーギュ GOB 
614 
F/21/4312 ; 
F/21/4215 
【概要】 
 140 
ニュの寓
意 
ス ト ＝ フ
ランソワ・
ゴルゲ 
dossier 37  本作は、当初、1902 年 5 月 22 日発行のアレテにより、1907 年に没した画家トゥ
ードゥーズが担当が決定されていた。未完のまま残され、ゴブランでの翻案を予定
する 5 点のパネルに関する当該注文は、36,500 フランにて、オーギュスト＝フランソ
ワ・ゴルゲの担当となる旨が、改めて決定された。（当初の注文では、計 8 点の下絵
制作であったが、そのうち 3 点は既にトゥードゥーズが完成させていた。）これらのタ
ピスリーは、レンヌ市裁判所の大広間の為のものであり、ジェフロワの前任者ジュー
ル・ギフレによって指揮された注文であった。1908 年の就任と同時に、ジェフロワは
本件を引き継いだ。 
 
le 22 novembre 1907, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 1907 年のトゥードズーズの死を受けて、タピスリー5 点の注文は、オーギュスト＝フ
ランソワ・ゴルゲになされ、総計 36,500 となる旨が決定された。 
(5)-i
-2 
荒廃した
サン＝テ
ニャン祭
壇の前で
跪 く ノ ル
マ ン デ ィ
ー の 征
服者、ア
ラン捩髭
公 
オーギュ
ス ト ＝ フ
ランソワ・
ゴルゲ 
GOB 
660 
F/21/4312 ; 
F/21/4215 
dossier 37 
《ブルターニュの寓意》の項を参照。 
(5)-i
-3 
ア ン リ 4
世のレン
ヌ入城 
オーギュ
ス ト ＝ フ
ランソワ・
ゴルゲ 
GOB 
667 
F/21/4312 ; 
F/21/4215 
dossier 37 
《ブルターニュの寓意》の項を参照。 
(5)-i
-4 
ブルター
ニュ公に
息子を示
すジャン
ヌ・ド・モ
ン フォー
ル 
オーギュ
ス ト ＝ フ
ランソワ・
ゴルゲ 
GOB 
678 
F/21/4312 ; 
F/21/4215 
dossier 37 
《ブルターニュの寓意》の項を参照。 
(5)-i
-5 
ウェネット
族 の 船
団 に 勝
利するロ
ーマ海軍 
オーギュ
ス ト ＝ フ
ランソワ・
ゴルゲ 
GOB 
692 
F/21/4312 ; 
F/21/4215 
dossier 37 
《ブルターニュの寓意》の項を参照。 
 （5）-ii. 戦争 
(5)-i
i-1 
アンデス
を越える
サ ン ・ マ
ルタン将
軍 
アル フレ
ッド・ロー
ル 
GOB 
658 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-i
i-2 
ア メ リ カ
の参戦 
ギ ュ ス タ
ーヴ・ジョ
ルム 
GOB 
687 
F/21/4224 
dossier 110 
le 14 août 1918, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
                      アレテ 
                  公教育・美術大臣 
 ジョルム氏は、ゴブラン製作所にて翻案され、フィラデルフィア市へ寄贈されるタ
ピスリーのカルトンを制作する。 
 総計一万八千フランは、複数回に分けて支払われ、本注文に対して芸術家に支
払われる。 
 この経費 18,000 フランは、項目「公共施設の装飾および芸術事業」が負担するも
のとする。 
                                  パリ、1918 年 8 月 14 日 
 
le 3 juin 1920, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
                       アレテ 
                   公教育・美術大臣 
 ジョルム氏に注文された装飾のカルトン（フィラデルフィア市に贈られるタピスリー）
は、戦争博物館へ、寄託された。 
                          パリ、1920 年 6 月 3 日 
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le 27 Novembre 1920, Certificat pour payment 
             支払い証明書 
 国立ゴブラン製作所所長は、セーヌ県ヌイイ市インケルマン大通り在住、芸術家-
画家ジョルム氏が、ゴブラン製作所に、1919 年 12 月 13 日、タピスリーのモデル「ア
メリカの連合国への加盟」を提出し、これは当該機関の登録番号 466 番で登録され
た。 
 本タピスリーは、現在製織中である。 
                            パリ、920 年 11 月 27 日 
                            所長：〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
(5)-i
-3 
絨 毯 
（ 「 戦 争
の サ ロ
ン」） 
ロ ベ ー
ル ・ ボ ン
フィス 
GOB 
1432 
- 《安楽椅子（4 点）》の項を参照。 
(5)-i
-4 
長 椅 子 ：
砲 兵 隊
（ 「 戦 争
の サ ロ
ン」） 
ロ ベ ー
ル ・ ボ ン
フィス 
GM
T 
2472
1 
- 《安楽椅子（4 点）》の項を参照。 
(5)-i
i-5 
安 楽 椅
子 （ 4
点 ） ： 歩
兵 、 海
軍 、 騎
馬、航空
機 （ 「 戦
争のサロ
ン」） 
ロ ベ ー
ル ・ ボ ン
フィス 
GM
T 
2472
2/1 à 
4 
F/21/4175 
dossier 81 
【概要】 
 ロベール・ボンフィスは、ゴブラン製作所で翻案される、絨毯 1 点と安楽椅子 4 脚
のカルトン制作を、8,000 フランで、注文された。 
(5)-i
i-6 
ストラスブ
ールの軍 
ギ ュ ス タ
ーヴ＝ル
イ・ジョル
ム 
GOB 
717 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-i
i-7 
女 性 頭
部（2 点）
（ 《 ス ト ラ
スブール
の 軍 》 の
為 
ギ ュ ス タ
ーヴ＝ル
イ・ジョル
ム 
GOB 
726 
- 〔関連文書なし〕 
 （5）-iii. 女性作家に基づく作品 
(5)-i
ii-1 
ディアナ マリー・カ
ザン 
GOB 
641 
F/21/4185 
dossier 85 
【概要】 
 マリー・カザンは、ゴブランで翻案予定の、タピスリーのカルトン制作を 4,000 フラ
ンで注文された。そのモデルは、430 番で製作所に登録された。本タピスリー《ディ
アナ》は、連作「神話的人物のいる風景」の一部を成すものである。（以下も参照。
資料（3）【18】） 
(5)-i
ii-2 
ウェヌス フェルデ
ィ ナ ン ＝
ロ ベ ー
ル ・ バ ル
テ ル ミ
ー 、 マ リ
ー ・ カ ザ
ン 
GOB 
729 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4297/
B dossier 
13 
F/21/4854 dossier 9 
le 4 février 1914, Lettre de Geffroy à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【18】 
(5)-i
ii-3 
花 ボーバン
＝ビネ夫
人 
MG 
97 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-i
ii-4 
大きな花
のブーケ 
ア シ ル ・
マ リー ＝
アリックス 
MG 
100 
F/21/4163 
dossier 121 
le 25 septembre 1915, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Arts 
 本アレテにより、マリー＝アリックスは、「衝立」の為のモデル制作を 1,000 フランで
行う旨が決定された。 
 
le 16 décembre 1915, Note pour Monsieur le Chef du Burau des Travaux d'Art , 
Musées et Expositions 
 「衝立」のモデル制作の進捗を確認した後、ジェフロワは、これに対する支払いを
許可した。 
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le 31 juillet 1916, Certificat pour payment signé par Geffroy 
 マリー＝アリックスによる「衝立」のモデル制作に対する 1,000 フランの支払い証
明書。 
(5)-i
ii-5 
公園にて オリー＝
ロ ビ ン 夫
人 
GOB 
685 
F/21/4253 
dossier 
126 ; 
F/21/4331 
le 7 octobre 1915, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテにより、「公園にて」と題されたタピスリーの為のカルトンが、オリー＝ロビ
ンが 3,000 フランで行う旨が決定された。 
 
le 16 octobre 1915, Lettre de Geffroy au Sous-secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 本書簡の中で、ジェフロワは、「この芸術家はモデルを提出しましたが、いくつか
の修正がなされるべきでしょう。」と述べている。 
 
janvier 1923, Lettre de Ory-Robin au Chef du Bureau des Travaux d’Art, 
Musées et Expositions 
 オリー＝ロビンは、ゴブランに新たな工房を作る要望を出した。その書簡によれ
ば、タピスリーの新しい技術を教える工房である。 
(5)-i
ii-6 
屏 風 ： 豊
穣 
ル ノ ・ ハ
ナンベー
ル 
GOB 
683 
- 〔関連文書なし〕 
（5）-iv. 寓意、歴史主題 
(5)-i
v-1 
ア レ ト ゥ
ーサ 
アルベー
ル ・ ピ エ
ー ル ・ ル
ネ・メニャ
ン 
GOB 
604 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-i
v-2 
3 美神を
従えるプ
シュケ 
アンリ・ツ
ォ 
GOB 
665 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-i
v-3 
夏 ポ ー ル ・
セガン＝
ベルトー 
GOB 
664 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-i
v-4 
青 春 の
泉 
エドモン・
タピシエ 
GOB 
697 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4275 
dossier 14 
【概要】 
 1913 年 2 月 24 日、タピシエは、5,000 フランにて、ゴブランで翻案予定の「青春の
泉」のカルトン制作を注文された。本件の発案に関するジェフロワの関与の度合い
ははっきりとしないが、1913 年 2 月 26 日付けのタピシエ宛て書簡の草稿には、以
下のように、ジェフロワの名前が確認できる。「〔・・・〕貴殿は所長ジェフロワ氏と面会
なさってください。〔・・・〕」（1913 年 2 月 26 日付、政務次官による書簡の草稿） 
 
F/21/4854 dossier 9 
[s.d.], Note pour M.Bigard-Fabre, chef de division de l’Enseignement et des 
Manufacture au Sous-Secrétariat des Beaux-Arts 
 
le 19 mars 1912, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 本覚書によれば、「青春の泉」のカルトンの注文は、1912 年の終わりには既に提
案されていた。 
 
F/21/4275 dossier 14 
le 24 février 1913, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテにより、タピスリー「青春の泉」の為のカルトンの制作を、5,000 フランでエ
ドモン・タピシエが行う旨が決定された。 
 
le 14 novembre 1913, Certificat pour payement 
 本支払い証明書によれば、タピシエからゴブランへ下絵の提出があり、437 番で
登録された。 
(5)-i
v-5 
秋 フランク・
ラミー 
GOB 
696 
F/21/4229 
dossier 103 
F/21/4229 dossier 103 
le 27 mai 1913, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、タピスリー「秋」のカルトン制作を、5,000 フランでフランク・ラミーが
行う旨が決定された。 
 
le 2 avril 1913, Certificat pour payement 
 本支払い証明書によれば、ラミーらゴブランへ下絵の提出があり、438 番で登録さ
れた。 
(5)-i ル イ 14 ジャン＝ GOB - 〔関連文書なし〕 
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v-6 世のゴブ
ラン訪問 
ポ ー ル ・
ロ ー ラ ン
ス 
737 
(5)-i
v-7 
ヘロデの
前で踊る
サロメ 
ピ エ ー
ル ・ マ ル
セル＝ベ
ロノー 
GOB 
765 
F/21/4290/
B dossier 
19 
〔ファイル「F/21/4290/B_dossier 19」には、本作の関連文書は保管されていないが、
ファイル表紙には、「1912 15 mars commande d’un carton de tapisserie   5000 fr」
と記され、本注文を指すものと思われる。〕 
(5)-i
v-8 
ガ リ ア の
雄鶏 
ニコラス・
タルコフ 
GOB 
725 
F/21/4275 
dossier 31 
 【概要】 
 ジェフロワは、タピスリーのマケットとして、タルコフの《ガリアの雄鶏》を買い上げを
政務次官に求めた。しかし、おそらく、画家の出自と作品の質を要因として、政務
次官を説得しなければならなかった。 
 
[s.d.], Lettre de Tarkoff au Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 〔・・・〕これは、ゴブラン美術館のジェフロワ氏による、私の作品の買い上げのこと
です。〔・・・〕 
 
le 24 avril 1924, Lettre de Geffroy au ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 ジェフロワは、大臣に対し、「『トリコロールの旗の上の 1914 年の雄鶏』を、1,500 フ
ランで」購入するよう要求している。 
 
le 24 juin 1925, Lettre du Sous-secrétaire d’Etat de l’enseignement technique et 
des Beaux-Arts à Geffroy 
 政務次官はジェフロワに対し、《ガリアの雄鶏》に関して、「このカルトンの芸術的
価値」を尋ねた。  
 
le 31 juillet 1925, Lettre de Geffroy au ministre de l’Instruction Publique et des 
Beaux-Arts 
 ジェフロワは、1925 年 6 月 24 日付けの政務次官からの問い合わせに、以下のよ
うに答えている。「このカルトンの芸術的価値は、その構成、色彩の調和、勝利の象
徴によって、確かなものとなっています。加えて、ニコラス・タルコフ氏は、フランスに
25 年間住み、毎年のサロンでは成功をおさめ、フランス人女性と結婚し、その息子
も大戦期にフランスで育っています。また、彼自身、救助活動によってメダルを授
与されています」。 
 
(5)-i
v-9 
風 景 、 ド
ルドーニ
ュ 
シ ャ ル
ル・ラコス
ト 
GOB 
711 
F/21/4228 
dossier 53 
【概要】 
 1915 年 4 月 7 日の日付のある芸術事業・美術館・展覧会部局の為の覚書と、
1915 年 4 月 16 日発行のアレテによれば、ゴブランはラコストに、「ヴェルデュール
〔葉叢模様のタピスリー〕」の為のモデル制作を依頼した。ラコストがその手紙の中
で「1918 年から 1921 年にかけて」制作したと述べているこのモデルは、その後ゴブ
ランに提出され、475 番で登録されている。しかしながら、これに対する 1921 年 6
月 5 日付けの支払い証明書では、モデルのタイトルは「風景」となっている。（なお、
SCOM の登録情報では、カルトンのタイトルは、《風景、ドルドーニュ》とされる。） 
 
le 7 avril 1915, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 国立ゴブラン製作所所長は、1,200 フランで「ヴェルデュール」のモデルを、モルタ
ーニュ＝シュル＝ジロンド（シャラント・アンフェリユール）在住、シャルル・ラコスト氏
に注文したいとの要望を説明した。 
 このタピスリーは、約 2.4 x 1.4 m の、扉のサイズになる予定。 
 以下の署名者は、この提案が実現される可能性のある旨を、関係者に周知する。 
 教育・国立マニュファクチュール部局長 
 〔署名〕 
 
le 16 avril 1915, Arrêté du Ministre de l'Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、シャルル・ラコストは、1,200 フランで、タピスリー「ヴェルデュール」
の為のモデルを制作する旨が決定された。 
 
le 19 janvier 1923, Lettre de Lacoste 
 本書簡によれば、ラコストがゴブランの為のモデルを制作したのは、1918 年から
1921 年にかけてである。 
 
le 5 juin 1921, Certificat pour payement 
 本支払い署名書によれば、ラコストからゴブランに提出されたカルトンは、476 番
に登録された。また同文書では、このモデルのタイトルは、「風景」とされている。 
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 （5）-v. 装飾的主題 
(5)-v
-1 
衝 立 ： 花
瓶と紫陽
花 
アンリ・デ
ュモン 
GOB 
662 
F/21/4204 
doosier 57 ; 
F/21/4306 
dossiers 
d'artistes 
F/21/4204 doosier 57 
le 23 février 1916, Certificat pour payement 
支払い証明書 
 
 国立ゴブラン製作所所長は、パリ、ピュトー通り 18 番地在住の芸術家-画家、アン
リ・デュモン氏が、国立ゴブラン製作所に、翻案される予定の衝立の為のモデルを
提出し、これに対し総計八百（800）フランが支払われる旨を証明する。 
 
                            パリ、1916 年 2 月 23 日 
                            国立ゴブラン製作所所長 
                            ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
le 28 août 1915, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、「衝立」のカルトンの制作を、アンリ・デュモンが 800 フランで担当
する旨が決定された。 
(5)-v
-2 
衝 立 ： 愛
の告白 
ロ ベ ー
ル ・ ボ ン
フィス 
GOB 
666 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
-3 
マロニエ エマニュ
エ ル ・ ゴ
ン ド ゥ ア
ン 
MG / 
110 
/1 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
-4 
バラ アンリ・デ
ュモン 
GOB 
680 
F/21/4204 
dossier 57 
le 22 octobre 1920, Lettre de Geffroy au Ministre des Beaux-Arts 
パリ、1920 年 10 月 22 日 
国立ゴブラン製作所所長から美術省大臣へ 
 
 今月 21 日の貴殿からの書簡にお答えして、デュモン氏のモデル《バラ》の提出を
示す証明書を同封し、貴殿へお送りします。 
 このパネルは、468 番に登録されました。 
                             〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
le 23 février 1916, Certificat pour payement 
支払い証明書 
 国立ゴブラン製作所所長は、パリ 17 区、ピュトー通り 18 番地在住の芸術家-画
家、アンリ・デュモン氏が、国立ゴブラン製作所に、タピスリーへ翻案予定の扉飾り
のモデル《バラ》を提出した旨を証明する。 
 この芸術家に、総計千八百（1,800）フランを、このモデルの代価として支払うこと
を証明する。 
                               パリ、1916 年 2 月 23 日 
                               国立ゴブラン製作所所長 
                               ギュスターヴ・ジェフロワ 
(5)-v
-5 
魚 ウ ジ ェ ー
ヌ・ジュイ
ラ 
MG 
102 
(GO
B 
682) 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
-6 
衝 立 ： 青
い鳥 
エ ミ ー
ル ・ ゴ デ
ィサール 
GOB 
715 
F/21/4212 
dossier 29 
le 12 avril 1920, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts  
  本アレテにより、「青い鳥」と題したタピスリーの為のカルトン制作が、1,500 フラン
で、ゴディサールに注文された。 
 
le 12 juillet 1921, Lettre de Geffroy au Directeur des Beaux-Arts 
 本書簡によれば、カルトン「青い鳥」は、476 番で登録された。 
(5)-v
-7 
衝立：ミミ
ズク 
ジャン・ヴ
ヴェ 
GM
T 
2473
0 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
-8 
肘掛け椅
子（2 脚） 
ジャン・ヴ
ヴェ 
GM
T 
2472
9/1 
et 2 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
-9 
四季、春 
（ 「 サ ロ
ア シ ル ・
ロジェ 
GOB 
723 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
【概要】 
 ロジェにタピスリーの為のカルトン制作を依頼するという案は、すでに 1914 年 2 月
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ン ・ ロ ジ
ェ」） 
F/21/4231 
dossier 61 
et 62 
4 日付の文書で言及されていた（以下を参照：資料（3）【18】）。4 点のタピスリーから
成る「四季」は、同一テーマでデザインされる椅子と絨毯と共に、「サロン・ロジェ」を
構成する。1914 年から 1915 年にかけて、「四季の」下絵制作の注文が 12,000 フラ
ンでなされた。これらは当初、ボーヴェ製作所で織られる予定であったが、最終的
にはゴブランで製織された。 
 
le 29 juillet 1914, Arrêté du ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテの決定では、ロジェに基づく作品は、ボーヴェ製作所で製織されることに
なった。 
 
le 22 décembre 1914, Lettre de Dalimier, sous-secrétaire d’Etat des Beaux-Arts, 
au ministre de l’ Instruction publique et des Beaux-Arts 
 政務次官か公教育美術大臣宛ての本書簡では、1914 年 7 月 29 日に、ロジェが
6,000 フランで、タピスリー「四季」の 2 点のモデルを注文された旨を伝えている。本
文書中では、「実際に〔製織は〕とても進んでいる」と伝えている。 
 
1915, Certificat pour payement 
 本支払い記録によれば、2 点のモデル、「春」と「夏」がボーヴェ製作所へ提出さ
れた。 
 
le 11 juillet 1919, Minute d’une lettre du ministre de l’Instruction publique et 
des Beaux-Arts à Laugé  
 「秋」と「冬」のモデルが提出され、1921 年 4 月 16 日ようやく全ての下絵が製作所
に登録された。本文書によれば、ジェフロワは、下絵の、とりわけメダイヨンの部分に
修正が必要だと考えていた。 
(5)-v
-10 
四季、夏 
（ 「 サ ロ
ン ・ ロ ジ
ェ」） 
ア シ ル ・
ロジェ 
GOB 
724 
F/21/4231 
dossier 61 
et 62 
F/21/4231 dossier 61 et 62 
《四季、春 （「サロン・ロジェ」）》の項を参照。 
(5)-v
-11 
四季、秋 
（ 「 サ ロ
ン ・ ロ ジ
ェ」） 
ア シ ル ・
ロジェ 
GOB 
721 
F/21/4231 
dossier 61 
et 62 
F/21/4231 dossier 61 et 62 
《四季、春 （「サロン・ロジェ」）》の項を参照。 
(5)-v
-12 
四季、冬 
（ 「 サ ロ
ン ・ ロ ジ
ェ」） 
ア シ ル ・
ロジェ 
GOB 
719 
F/21/4231 
dossier 61 
et 62 
F/21/4231 dossier 61 et 62 
《四季、春 （「サロン・ロジェ」）》の項を参照。 
(5)-v
-13 
絨 毯 
（ 「 サ ロ
ン ・ ロ ジ
ェ」） 
ア シ ル ・
ロジェ 
GOB 
1425 
F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4231/ 
dossier 60 
【概要】 
 1912 年 4 月 25 日付け、教育・美術省発行のアレテにより、ゴブラン製作所で翻案
される予定の絨毯のモデルの制作を、4,000 フランでロジェが行う旨が決定した。
1913 年 9 月 13 日発行の支払い証明書によって、モデルの提出とそれに対する支
払いがなされた。 
- - ア シ ル ・
ロジェ 
- F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4231 
dossier 59 
【概要】 
 1912 年 10 月 21 日付け、教育・美術省発行のアレテにより、ゴブラン製作所にて
製作される予定の、家具の為のモデル 6 点（座部、背もたれ、肘かけ部）を、ロジェ
氏が 1,000 フランで制作する旨が決定された。しかしながら、その後本作が製作さ
れた形跡はない。（以下も参照：資料（3）【6】） 
 （5）-vii. その他 
(5)-v
ii-1 
過 去 の
歴史 
エドモン・
タピシエ 
GOB 
605 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
ii-2 
ボーダー
（4 点）、
プシュケ
とアモ ル
の結婚 
オーギュ
ス ト ＝ フ
ランソワ・
ゴルグ 
不明 F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4215 
dossier 35 
【概要】 
 本作の製織は 1909 年に開始されたが、本作の注文は、ジェフロワの前任である
ジュール・ギフレの時代になされている。ジェフロワの直接的な関与はないと考えら
れる。 
(5)-v
ii-3 
ル イ 14
世 の 肖
像の為の
ボシャー
ルに基づ
く ボ ー ダ
ー（4 点） 
イ ア サ ン
ト・リゴー 
GOB 
695 
F/21/4854 
dossier 9 
[s.d.], Note pour M.Bigard-Fabre, chef de division de l’Enseignement et des 
Manufacture au Sous-Secrétariat des Beaux-Arts 
 参照：資料（3）【24】 
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(5)-v
ii-4 
オ ペ ラ
座、レスト
ラン・グラ
シエの連
作、パテ
ィスリー 
ア レ ク シ
＝ ジ ョ セ
フ ・ マ ゼ
ロール 
GOB 
700 
- 〔関連文書なし〕 
(5)-v
ii-5 
ジ ョ ア ン
ビル城 
ア ド リ ア
ン ・ カ ル
ボ ウ ス キ
ー 
GOB 
716 
(F/21/4227 
dossier 10) 
〔ファイル「F/21/4227 dossier 10」には、カルボウスキーに対する注文に関するアレ
テが保管されている。これによれば、「旗」と題され、ボーヴェ製作所で製作される
予定の衝立用のモデルを、4,000 フランで、カルボウスキーが制作する旨が決定さ
れている。そのカルトンは、530 H 番で登録された。しかし、このカルトン「旗」が、
「ジョアンビル城」を指すのかは不明。〕 
(5)-v
ii-6 
白鳥 ル イ ・ ア
ンクタン 
不明 F/21/4854 
dossier 9 ; 
F/21/4164 
dossier 99 
【概要】 
 1911 年 4 月 14 日発行のアレテにより、「白鳥」と題したタピスリーの為のカルトン
を、アンクタンが 5,000 フランで制作することが決定した。この「5,000 フラン」という価
格に関しては、画家と政務次官の間で問題があったようである。『コメディア』紙の
編集長でアンクタンの友人パウロウスキーは、その書簡の中で、このカルトンに対
する報酬の金額が低く、「馬鹿げている」としている。また、画家自身も、美術省当
局に金額の変更を求めた。しかし、予算の都合上、美術省当局は、この要求を退
けた。美術省当局による拒否を受けて、その「拒絶」を埋めあわせるべく、教育・国
家事業部局は、絨毯「白鳥」に使用できるボーダー部分のモデルを 1,500 フランで
新たに制作するよう、アンクタンに提案した。画家が再び、美術省に価格の変更を
求めると、最終的には、上述のボーダー部分のモデルに 2,000 フランを支払う旨を
決定したアレテを発行した。 
 
le 14 avril 1911, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 本アレテにより、「白鳥」を主題とし、ゴブラン製作所で翻案される予定の、タピスリ
ーの為のモデルを、5,000 フランで制作する旨が決定した。（以下も参照：資料（3）
【8】） 
 
le 24 avril 1912, Lettre de Pawlowski à Paul Boncour 
 『コメディア』紙の編集長でアンクタンの友人パウロウスキーは、この書簡の中で、
このカルトンに対する報酬の金額が低く、「馬鹿げている」としている。 
 
le 2 décembre 1912, Note pour Monsieur le Sous-Secrétaire d’État 
 美術省当局の判断を受けた教育・国家事業部局は、その埋め合わせとして、アン
クタンに新たな注文を提案した。絨毯「白鳥」に使用できるボーダー部分のモデル
を 1,500 フランで制作する、という内容である。 
 
le 24 février 1913, Arrêté du Ministre de l’Instruction publique et des 
Beaux-Arts 
 本アレテによる、アンクタンが、絨毯「白鳥」に使用するボーダー部分のモデル
を、1,500 フランで制作旨が決定した。 
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資料（3）  
【一次史料翻訳】 ジェフロワ所長時代のタピスリー製作に関する主要な公文書 
 
 以下は、ジェフロワの所長在任期間中のタピスリー制作に関する公文書のうち、本論に関連する
主要な文書の原文書き起こしとその翻訳である。文書は、フランス国立公文書館（Arch. nat.）、およ
びモビリエ・ナショナル資料室（Arch. mob.）に保管されている。 
 
［凡例］ 
・ 書き起こしと翻訳は、すべて筆者による。 
・ 各文書の全文掲載は本研究が初めてであるが、先行研究において部分的に引用（日本語
その他の言語での翻訳文も含む）されている文書も含まれる。 
・ 文書は、「第一計画」、「フランスの諸地域と諸都市」に関するものを中心に掲載している。 
・ 文書は、作成日付順に並べた。 
・ 原文の作品タイトル、強調、訂正は、適宜、“ ”「 」《 》  （削除線）で示した。 
・ 下線等による強調は、原文の通り。 
・ 書き起こし文中、読み取り不能箇所は、[ ][ ][ ] / □□□で示した。 
・ 文書の欠損箇所は[xxx]で示した。 
・ 〔 〕は、筆者による補足。 
 
 
［文書一覧］ 
 
【1】 1908 年 7 月 8 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9］ 
【2】 1908 年 10 月 31 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4188 dossier 34］ 
【3】 1909 年 2 月 15 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4284 dossier 32］ 
【4】 1909 年 3 月 2 日付、国立ゴブラン製作所審議会議事録 
［Arch. mob., Boîte no. 2］ 
【5】 1909 年 6 月 8 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4188 dossier 35］ 
【6】 1910 年 8 月 19 日付、芸術・美術館・展覧会部局の為の覚書 
［Arch. nat., F/21/4854 : Gobelins］ 
【7】 1911 年、（A）報告書：人事の状況、過去 2 年間の製作、提案された製作に関して 
［Arch. mob., Boîte no. 5 : Manufacture des Gobelins］ 
【8】 1911 年 3 月 22 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
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［Arch. nat., F/21/4854 : Gobelins(13)］ 
【9】 1911 年 3 月 25 日付、1911 年予算に関する文書 
［Arch. mob., Boîte no. 5 : Manufacture des Gobelins］ 
【10】 1912 年 2 月 13 日付、芸術・美術館・展覧会部局の為の覚書 
［Arch. nat., F/21/4188 dossier 37］ 
【11】 1912 年 3 月 4 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4179 dossier 14］ 
【12】 1912 年 3 月 4 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4188 dossier 38］ 
【13】 1912 年 3 月 8 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4280 dossier 5］ 
【14】 1912 年 5 月 10 日付、美術政務次官の為の覚書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(13)）］ 
【15】 1913 年 1 月 22 日付、美術政務次官の為の覚書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(14)）］ 
【16】 1913 年 3 月 15 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(14)）］ 
【17】 1913 年 8 月 12 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(15)）］ 
【18】 1914 年 2 月 4 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(15)）］ 
【19】 1915 年 1 月 20 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(16)）］ 
【20】 1919 年 6 月 7 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術大臣宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(17)）］ 
【21】 1921 年、ギュスターヴ・ジェフロワによる、下院議員兼美術省予算に関する報告者ピエール・
ラマイユの為の覚書 
［Arch. mob., Boîte no. 6 : Manufacture des Gobelins］ 
【22】 1923 年 3 月 17 日付、国立ゴブラン製作所所長から公教育美術省大臣宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4854 dossier 9（F/21/5854 : Gobelins(18)）］ 
【23】 1923 年 9 月 5 日付、国立ゴブラン製作所所長から公教育美術省大臣宛て文書 
［Arch. nat., F/21/4258 dossier 9］ 
【24】 〔日付不明〕、教育・マニュファクチュール部局長ビガール＝ファーブル氏から美術政務次官
の為の覚書 
［Arch. nat., F/21/5854 dossier 9（F/21/4854 : Gobelins(13)）］ 
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【1】  
 
le 8 juillet 1908, Lettre de Geffroy au Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 8 juillet 1908 
 
    L’administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à Monsieur le Sous-Secrétaire 
d’État des Beaux-Arts. 
 
    Comme suite aux conversations que nous avons eus ensemble sur l’orientation décorative à 
donner aux Gobelins, je viens vous proposer de donner à M. M. Claude Monet, Félix Bracquemond, 
Jules Chéret, Adolphe Willette, les commandes ci-après désignées. 
    1o à M. Claude Monet, à Giverny, par Vernon (Eure), la commande d’un tapis ayant pour 
motif ornemental : Le Jardin d’eau, à exécuter par notre atelier de la Savonnerie. La Beauté 
d’harmonie et de forme, le luxe de couleurs et de nuances, dont Claude Monet a fait preuve dans ses 
pentures de paysages et de fleurs permettant d’affirmer que ce grand peintre dotera les Gobelins 
d’une œuvre qui sera une date, et qui marquera un renouveau. 
    2 o  à M. Félix Bracquemond, 11 rue de Brancas, à Sèvres (Seine et Oise), la commande d’une 
tapisserie de haute-lisse : L’Arc-en-ciel, dont le sujet, la composition et la bordure comporteront une 
paysage de Paris et de la Seine, une figure et une ornementation. Cette œuvre sera un résumé de la 
science de modèle et de la magnificence d’arrangement que Félix Bracquemond a manifestées 
supérieurement dans tous les arts. 
    3 o  à M. Jules Chéret, 41, rue Bayer, la commande d’une tapisserie de haute-lisse : Les Roses, 
un groupe de deux femmes et d’un amour, enguirlandé de roses, dont le modèle est terminé. Ce 
modèle présente toutes les qualités requises pour l’exécution des Gobelins, netteté et élégance de la 
forme, grâce de la composition, luxe et chatoiement de la couleur. Dans mon esprit cette œuvre 
serait la première d’une série de quatre compositions qui symboliseraient les saisons par les fleurs. 
    4 o  à M. Adolphe Willette, 28, rue Lacroix, la commande d’une tapisserie de haute-lisse : « Le 
Printemps », qui serait également la première œuvre d’une série des « Saisons ». La science et 
l’esprit de Willette nous assurent également ici une exécution brillante et irréprochable. 
    Je vous propose d’allouer pour ces travaux :  
    8.000 fr. à M. Claude Monet, 
    5.000 fr. à M. Jules Chéret, 
    4.000 fr. à M. Félix Bracquemond, 
    3.000 fr. à M. Adolphe Willette. 
[Signé] Gustave Geffroy  
 
 
1908 年 7 月 8 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1908 年 7 月 8 日、パリ 
 
国立ゴブラン製作所行政官より美術政務次官殿 
 
 ゴブランに与えるべき装飾の方向性について、我々が共に話し合った内容にお答えするかたち
で、クロード・モネ氏、フェリックス・ブラックモン氏、ジュール・シェレ氏、アドルフ・ヴィレット氏に対
する、下記の注文をご提案いたします。 
 1o  ヴェルノン（ウール県）、ジヴェルニー在住クロード・モネ氏に、装飾的モティーフの絨毯 1 点
の注文：水の庭、我々のサヴォヌリーのアトリエの製作用。クロード・モネが風景ならびに花々の絵
画で示した、ハーモニーや形体の美、色彩と色調の豊かさは、この偉大な画家がゴブランに、一つ
の時代を画し再生となる作品をもたらしてくれることをはっきりと示しています。 
 2o  セーヴル（セーヌ＝エ＝オワーズ県）、ブランカ通り 11 番地在住フェリックス・ブラックモン氏
 150 
に、竪機のタピスリー1 点の注文：虹、主題、構成、そして縁取りが、パリおよびセーヌ川の風景、人
物、装飾を含んでいる。当該作品は、下絵〔制作〕の妙技と、フェリックス・ブラックモンがあらゆる芸
術において見事に示してきた構成の素晴らしさを端的に説明するものとなりましょう。 
 3o  バイエ通り 41 番地在住ジュール・シェレ氏に、竪機によるタピスリー1 点の注文：バラ。バラの
花に囲まれた二人の女性とアモルのグループ。モデルは完了しております。このモデルは、ゴブラ
ンでの制作のために求められるあらゆる質、すなわち、形態の洗練と優雅、コンポジションの優美さ、
色彩の豊かさと鮮やかさを示しております。私の考えでは、この作品は、花々による四季を象徴す
る 4 つのコンポジションから成る連作の最初の 1 点となるでしょう。 
 4o  ラクロワ通り 28番地在住、アドルフ・ヴィレット氏に対し、竪機によるタピスリーの注文：《春》、こ
の作品も同じように、《四季》連作の最初の 1 点になるでしょう。ヴィレットの技量と精神が我々に、素
晴らしくかつ非の打ち所の無い制作を、ここに保証してくれています。 
 これらの仕事に対し、以下をご提案いたします： 
 8,000 フランをクロード・モネ氏に 
 5,000 フランをジュール・シェレ氏に 
 4,000 フランをフェリックス・ブラックモン氏に 
 3,000 フランをアドルフ・ヴィレット氏に 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【2】  
 
le 31 octobre 1908, Lettre de Geffroy à Monsieur le Sous-Secrétaire d'État des Beaux-Arts,  
 
Conformément aux instructions verbales que vous avez bien voulu me donner, j’ai fait commencer la 
traduction en tapisserie du panneau décoratif exécuté par M. Jules Chéret :  
”Les Roses”.- 
    Cet artiste a complété son travail par une bordure du plus gracieux effet ; le panneau ainsi 
terminé mesure 2m,76 de hauteur sur 1m,66 de longueur.- 
    Il a été inscrit sous le no 411 de l’Inventaire des modèles.- 
    J’ai l'honneur de vous proposer le payement à M. Chéret de la somme de Cinq mille francs, prix 
convenu pour son modèle.- 
[Signé] Gustave GEFFROY.- 
 
 
1908 年 10 月 31 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書  
 
貴殿が口頭でお伝えくださった指導に従い、ジュール・シェレ氏によって制作された装飾的パネル
のタピスリー化を開始いたしました：《花》 
 この芸術家は、最も優美な効果をもつ縁飾りでこの作品を完成させました：このパネルは高さ 2.76
メートル、長さ 1.66 メートルで仕上がりました。 
 パネルは、下絵の登録番号 411 番にて、登録されました。 
 シェレ氏に対し、その下絵に対する代金として、計 5,000 フランの支払いを謹んでご提案いたしま
す。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
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【3】  
 
le 15 Février 1909, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à 
Monsieur le Sous-Secrétaire d'État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 15 Février 1909. 
L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à Monsieur le Sous-Secrétaire d'Etat 
des Beaux-Arts. 
  J’ai l'honneur de vous faire connaître que M.WILLETTE a livré à la Manufacture des Gobelins le 
carton de tapisserie que vous lui aviez commandé. - Ce modèle a été inscrit sous le no 413 de 
l'inventaire. - 
  Je vous propose de vouloir bien faire émettre une ordonnance de payement au nom de cet artiste 
pour la somme convenue de Quatre mille francs (4.000).- 
  Je vous rappelle qu'après une conversation sur vos commandes, le sujet de M.WILLETTE, 
primitivement désigné comme le "Printemps", doit prendre place dans une série consacrée aux 
villages et aux provinces de France, et que son titre définitif, doit être ainsi inscrit : "Salut à Paris".- 
[Signé] Gustave GEFFROY 
 
 
1909 年 2 月 15 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1909 年 2 月 15 日 
国立ゴブラン織製作所行政官より美術省次官殿 
 ヴィレット氏がゴブラン製作所に、貴殿が発注されましたタピスリーのためのカルトンを提出したこ
とを謹んでお知らせいたします。このモデルは、〔当該機関の〕所蔵番号 413 番に納められました。 
 当該画家に対して取り決められた総額四千フラン（4,000）の支払い命令を発行していただきます
よう提案いたします。 
 当該注文に関する話し合いの結果、当初「春」とされていたヴィレット氏の主題が、フランスの諸地
方と村々のための連作に取って代わる旨、そして、それに伴い、最終的なタイトルが「パリ万歳」と
なることを、再度お伝えいたします。 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【4】  
 
Procès-verbal, la Commission de perfectionnement de la Manufacture nationale des Gobelins, 
Séance du Mardi 2 Mars 1909 
 
（手書きによる加筆は、イタリックと二重下線で示した。） 
 
Séance du Mardi 2 Mars 1909. 
―――――――― 
  La commission de perfectionnement de la Manufacture nationale des Gobelins s’est réunie le 
mardi 2 Mars 1909 à 3 heurs à la Manufacture sous la présidence de M. Vaudremer, Membre de 
l’Institut. 
  Etaient présents : M. M. Bigard-Fabre, Binet, Calmette, Fenaille, Geffroy, Guillemot, Lameire, 
Lavrent, Magne, L. O. Merson, Moreau, Peyclon, Roger-Marx, Thibaut-Sisson [sic], Valentino et 
Caviole. 
  M. le Sous-Secrétaire d’Etat des Beaux-Arts, M. M. Joly, Lecomte et Sainsère se sont excusés. 
  Le procès-verbal de la dernière séance est lu et adopté. 
  La Commission examine d’abord cinq esquisses de M. Gorguet formant la suite des tapisseries 
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destinées à la décoration des Palais de Justice de Rennes, tapisseries exécutées d’après les cartons de 
M. Toudouze. 
  Les esquisses sont généralement reconnues brossées dans le même sentiment de couleur [?] et des 
compliments sont adressés à M. Gorguet sur la manière dont il a ses harmoniser ses tons avec eux de 
son prédécesseur. Toutefois, il y a lien d’appeler son attention sur la figure du premier plan du 
panneau « Jehanne [sic] de Montfort » et sur un peu de confusion que l’on remarque dans le panneau 
« Les Vénètes ». 
  Sous le bénéfice de ces petites observations, l’exécution grandeur de reproduction est demandée. 
  M. Léon Chenais y a représenté deux esquisses, dont l’une a été modifiée légèrement suivant les 
indications de la Commission dans sa dernière réunion. Les retouches apportées par M. Chenais [sic] 
à sa première esquisse ne satisfont pas la Commission et M. Roger Marx demande la sujet de ces 
esquisses. M. Magne estime qu’elles pourraient peut-être être exécutées comme portières, mais leur 
largeur est reconnue insuffisante et le rejet de ces projets mis aux voix est adopté. 
  Deux modèles d’écrans grandeur d’exécution dont l’auteur est Mme Bauban-Binet, sont ensuite 
soumis à l’examen de la Commission. 
  Après un échange de vues entre M. M. Calmette, Moreau, Thiébaut-Sisson [sic] et Geffroy, 
l’exécution en tapisserie du premier de ces modèles représentant des fleurs avec une statuette est 
admise malgré les observations de M. Calmette sur le manque de lumière du sujet, observations 
auxquelles repoudent MM. [ ] A [ ] et G. Moreau 
  La Commission ajourne ensuite décide de l’en tenir à l’exécution des deuxième modèle de ce 
modèle d’écran Le deuxième représentant des Lys. ne sera pas exécuté 
  Deux maquettes de M. Maleteste représentant deux épisodes de l’Histoire de Jeanne d’Arc sont 
également rejetées. nous leur aspect de miniature[ ?] La Comm[ission ?] ※1 
  M. Hanotin a représenté à la Commission quatre esquisses « Monuments de Paris ou résidences 
royales » destinés à l’Ambassade de Vienne, esquisses au sujet desquelles des modifications avaient 
été demandées à l’artiste lors de la dernière réunion. 
  Les modifications apportées par M. Hanotin ayant été reconnues insuffisantes, sous ses projets est 
sont rejeté. 
  M. l’Administrateur présente ensuite à la Commission un modèle M. Chéret « Les Roses » dont la 
commande a été fait par l’Etat et dont la traduction en tapisserie est commencée. 
  Après une discussion à laquelle prennent part M. M. Calmette, Thiébaut-Sisson et Roger Marx et 
sur la proposition de ce dernier, la Commission vote à mains levées des félicitations à 
l’Administration pour la tentative intéressante qu’elle entreprend de la reproduction en tapisserie 
d’une œuvre d’un artiste comme Chéret. 
  Toutefois, il y a lien d’appeler l’attention sur le dessin de la main de la figure principale et sur la 
couleur jaune du chausson de l’enfant du premier plan, couleur qui ne se distingue pas assez des tons 
de la chair et fait croire à un pied dont les orteilsne seraient pas dessinées. 
  Au sujet d’un modèle de M. Odilon Redon, également commandé par l’Etat, et critiqué par M. 
Calmette et Magne, M. Thiébault-Sisson propose d’adresser des félicitations à l’Administration pour 
la commande de cette composition qu’il trouve charmante. Malgré les protestations de M. Magne 
qui juge l’harmonie de ces couleurs déplaisante, la proposition de M. Thiébault-Sisson mise aux 
voix est adoptée. 
  Un modèle de Willette, Salut à Paris grandeur d’exécution est ensuite soumis à l’examen de la 
Commission M. Geffroy explique que dans sa pensée ce mod[èle] serait le commencement d’une 
suite sur les Provinces françaises, il a vu là une idée intéressante. 
  Après quelques critiques faites pour M. Zo. Merson sur les valeurs des tons de cartons qui se 
confondent et sur la nécessité qu’il y a de dau[ ] p[ ] [xxx] de solidité à la composition, 
l’exécu[tion] [xxx] est acceptée sou réserves de légères es[ ] [xxx] donner un peu plus d’ampleur 
[éclat] au d[ ] [xxx] ligne qui remonte de la hampe, [xxx] pour se terminer par les plumes [xxx] 
certains tons par trop uniformes. [xxx] suduce[ ] bien se charger de [xxx] à l’artiste. 
                                                       
1 この部分は、余白に追記されている。※ ne croit pas que [ ][ ][ ] ces maquettes puissent être transformés 
en modèles de tapisserie. 
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  La Commission examine ensuite [xxx] M. Maignan exécuté pour faire suite à [xxx] la décoration 
des Palais des Sénat. A la [xxx] Maignan, M. Zo a été désigné par le [xxx] avec la veuve de M. 
Maignan, pour continuer [xxx] 
est reprise. Aussi la Commission invite [ ] elle M. l’Administrateur à faire une démarche auprès de 
Mme Maignan afin d’autoriser M. Zo à retoucher quelques détails à la figure d’Aréthuse, entre autres, 
le sein droit à corriger, la chevelure qui demande des tons plus chaudes, le bras gauche qui paraît 
mal emmanché et enfin simplifier l’exécution des pièces. 
  M. Zo soumet à la Commission une esquisse destinée à la continuation de la décoration du Palais 
des Sénat « Les Trois Grâces servant un repas à Psyché » M. L. O. Merson adresse à l’artiste 
certains reproches de composition et la Commission estime qu’il convient de l’inviter à modifier son 
esquisse et à rentrer dans le genre de la tonalité de M. Maignan, son prédécesseur. et à se conformer 
davantage aux sujets précédemment 
  M. Tapissier a présenté grandeur d’exécution un modèle destiné à la ville de Limoges « Les Arts 
du Feu ». Ce modèle est généralement reconnue sans de eslra[?]. Ai[?] représentant des choses un 
peu vulgaires et orné d’une bordure dont la composition laisse à désirer. ※2 
  Pour tous ces motifs, la Commission émet l’avis qu’il n’y a pas bien de traduire ce modèle en 
tapis[se]rie. 
  « Le Renand et les Dindons » tel est le titre de [xxx] [com]position de Mlle Lambrette, dont le 
principe [xxx] est unanimement reconnu et dont le modèle [xxx] d’exécution d éxécution est 
demandé sous le bénéfice de [xxx] des nervations[?] que M. L. O. Merson voudra [xxx] 
[tr]ansmettre à Mlle Lambrette. 
  Des critiques sont ensuite adressées à une esquisse [xxx] [pr]ésentrée par M. Rachou. La pauvreté 
de la bordure [xxx] certains défauts de composition obligent la Commission [xxx] rejeter ce projet 
dans lequel l’artiste n’a certainement [xxx] pas montré toute sa valeur. 
  Par contre « Diane et Aet[ ] », une esquisse de M. Lou[ ]elles Dumont, dont l’idée de composition 
est reconnue original retient l’attention et la Commission trouverait intéressant qu’il lui fut soumis 
une nouvelle esquisse plus poussée sans toutefois qu’un engagement fut pris vis à vis de l’artiste. 
  La séance est levée à 4h 45. 
  Ensuite, sous la conduite de M. l’Administrateur, les Membres de la Commission visitent les 
ateliers et adressent une fois de plus des éloges unanimes aux artistes de la Manufacture. 
 
 
 
1909 年 3 月 2 日の審議会議事録 
―――――――― 
 
 国立ゴブラン製作所の制作審議委員会は、1909 年 3 月 2 日、3 時より、学士院会員ヴォドレメー
ルの議事進行の下、招集された。 
 出席者：ビガール＝ファーブル氏、カルメット氏、フナイユ氏、ジェフロワ氏、ギュモ氏、ラメール氏、
ラヴラン氏、マーニュ氏、L. O. メルソン氏、モロー氏、ペイクロン氏、ロジェ＝マルクス氏、ティエボ
ー＝シッソン氏、ヴァレンティノ氏、カヴィオール氏。 
 また、美術政務次官〔デュジャルダン＝ボーメッツ〕氏、ジョリー氏、ルコント氏、サンセール氏が
欠席した。 
 前回の審議会の議事録が読み上げられ、採択された。 
 委員会はまず、ゴルゲ氏による 5 点のエスキースを検討した。トゥードゥーズ氏のカルトンに基づき
制作され、レンヌ裁判所の装飾の為のタピスリー一式である。 
 エスキースは総じて、同じ色彩感覚で粗描きされたものだと確認され、ゴルゲ氏に対し、前任者〔ト
ゥードゥーズ〕の色調に合わせた色彩の調和を図った点で、称賛の言葉が出た。しかしながら、パ
ネル《モンフォールのジャンヌ》の前景の人物と、パネル《ウェネット族》に見られる若干の混同につ
                                                       
2 欄外に鉛筆で加筆があるが、紙の欠損により判読不能。従って、翻訳も省略する。 
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いては、注意を促す余地がある。 
 これらいくつかの意見を考慮した上で、複製による拡大化の作業〔タピスリーに翻案する作業〕が
要求された。 
 レオン・シュネ氏は 2 点のエスキースを提出した。そのうち 1 点は、前回の審議会での指示に従い、
わずかに修正を行ったものである。1 点目に施されたシェネ氏による修正は、委員会が満足するも
のではなく、ロジェ＝マルクス氏は、これらのエスキースの主題を尋ねた。マーニュ氏は、これらの
エスキースは、おそらくポルティエ〔扉の代わりに垂らすドアカーテン〕として描かれたのではないか
と推測した。しかし、その大きさは不十分であると認められ、投票によりこの提案の不採用が決定さ
れた。 
 マダム・ボーバン・ビネが描き手となった衝立の為の 2 点のモデルが、続いて審議会の検討に提
出された。 
 カルメット氏、モロー氏、ティエボー＝シッソン氏、そしてジェフロワ氏の間の意見交換の後、これ
らのモデルのうち、丸彫り小像と共に花が表された 1 点目のタピスリー化が、主題の輝きを欠いてい
るというカルメット氏の意見に反して、認められた。□□□と G.モロー両氏その意見に答えた 
 審議会は、リス川を表した 2 点目の衝立の為の 2 点目のこのモデルのタピスリー化を続いて延期
しの意向を決定する。タピスリー化されないだろう 
 ジャンヌ・ダルクの物語から 2 つの逸話を表した、マラテスト氏の 2 点のマケットも同様に却下され
た。〔この部分は書き起こし文を参照〕 ※3 
 アノタン氏は、審議会に、ウィーン大使館の為の《パリあるいは王室の邸宅のモニュメント》の 4 枚
のエスキース、つまり、前回の審議会でこの画家に修正が求められたエスキースを、提出した。 
 アノタン氏によってなされた修正は、不十分であると確認され、この計画は却下された。 
 続いて所長は、審議会に、国家によって発注され、タピスリーへの翻案作業が開始されたシェレ
氏による《バラ》のモデルを提出する。 
 カルメット氏、ティエボー＝シッソン氏、そしてロジェ＝マルクス氏が参加したこの所長による提案
に関する話し合いを経て、審議会は挙手による決を取り、シェレのような芸術家の作品をタピスリー
に複製しようと試みる興味深い企画をした所長に、賛辞を送った。 
 しかしながら、主要人物の手による素描、前景の子供の靴の黄色い色については、注意する余
地がある。〔靴の〕色は、肌の色調から十分区別されるものではない為、〔その子供の〕足に指が無
いように思わせてしまう。 
 オディロン・ルドン氏のモデルに関して、これもまた同様に国家から注文され、カルメット氏とマー
ニュ氏によって批判されたものであるが、ティエボー＝シッソン氏は、自身が魅力的だと認めるこの
構図を注文したことについて、所長に対し、賞賛の言葉を向ける。色彩の調和が不快だとするマー
ニュ氏の抗議に反して、ティエボー＝シッソン氏の意見が採決された。 
 続けて、ヴィレットのモデルパリ万歳のタピスリー化が、審議会の検討にかけられた。ジェフロワ氏
は、自身の考えでは、このモデルは、フランスの諸地方に関するシリーズの開始となり、興味深いア
イディアがそこに見出せるだろうと、説明する。 
 
 〔紙の欠損により、翻訳を省略：Après quelques critiques faites ・・・ est reprise. 〕 
 
審議会は、ツォ氏に、アレトゥーサ像に幾つかの細かい修正を施す許可を与える為、メニャン夫人
対して必要な手続きを確認するよう、所長を促す。その〔修正箇所の〕中には右側の胸も含まれ、
髪にはもっと温かみのある色調が求められ、左腕はうまくはまっていないように見える為、部分の描
写をより簡潔にする〔ことが求められた〕。 
 ツォ氏は審議会に、上院議会場の装飾《3 美神を従えるプシュケ》を継続する為のエスキース 1 点
を提出した。L. O. メルソン氏は、この画家に構成についていくつかの苦言を呈し、審議会は、彼
にこのエスキースを修正し、前任者メニャン氏の色調の流儀に戻す以前の主題にもっと合わせるの
                                                       
3 余白の追記。これらのマケットがタピスリーのモデルに描き変えられ得る□□□だと思わない。 
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が良いのではないか、とした。 
 タピシエ氏は、リモージュ市の為の《鉄の芸術》のモデルのタピスリー化を提案した。このモデル
は、全体として、□□□と認められた。若干ありふれた事物を表した□□□、ボーダーの構成が望
まれる。※4 
 これらのモティーフに関しては、審議会は、このモデルをタピスリーに翻案するメリットが無いとの
判断を表明した。 
 
 〔紙の欠損により、翻訳を省略： « Le Renand et les Dindons » ・・・ toute sa valeur.〕 
 
 一方で、□□□・デュモン氏のエスキース、《ディアナと□□□》は、構成の着想が独創的だと認
められて注目され、審議会は、もっと描きこんだ新たなエスキースを彼に提出してもらうのが面白い
のではないかとした。ただし、画家と直接話を進める限りで、とする。 
 審議会は、4 時 45 分に解散となった。 
 続けて、所長の案内のもと、審議会のメンバーは、工房を訪問し、製作所の職人たちに、全員一
致の賞賛の言葉を向けた。 
 
 
 
【5】  
 
le 8 juin 1909, Lettre de Geffroy à Monsieur le Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
    A la suite des entretiens que j’ai eu avec vous, je viens vous demander de faire régulariser par 
arrêté ministériel la commande, à M. Jules Chéret, de son second panneau : ”Les Blés”,  au prix de 
Cinq mille francs, et je vous serai reconnaissant de vouloir bien imputer cette dépense sue les crédits 
du Chapitre des Travaux d’Art.- 
    Le panneau “Les Blés” mesure, comme le panneau précédent, “Les Roses” 2 mètres 76 de 
hauteur sur 1 mètre 66 de largeur.- 
[Signé] Gustave GEFFROY 
 
 
1909 年 6 月 8 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書  
 
 貴殿との話し合いに従い、アレテによって、ジュール・シェレ氏に 2 つめのパネルの注文を行って
いただきますようお願い申し上げます。「小麦」を 5,000 フランで注文し、これを芸術部局の予算で
負担して頂けると大変喜ばしく思います。 
 パネル「小麦」は、前作の「バラ」と同様、高さ 2 メートル 76〔センチ〕、長さ 1 メートル 66〔センチ〕と
なります。 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【6】  
 
le 19 août 1910, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 
NOTE 
pour le Bureau des Travaux d’Art, 
                                                       
4 欄外に加筆あり。欠損部分が多い為、翻訳は省略する。 
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Musées et Expositions. - 
 
    Par lettre du 2 Août, M.l’Administrateur de la Manufacture National des Gobelins a sollicité 
l’autorisation de commander, d’urgence, les modèles de tapisserie ci-après :  
    1o à M. Raffaëlli = un carton intitulé " La Bretagne ", d’une valeur de 10.000 francs ; 
    2o à M. Anquetin = un projet de tapis, d’une valeur de 5.000 francs ; 
    3o à M. Rachou = un carton intitulé " Toulouse ", d’une valeur de 4.000 francs ; 
    4o à M. Laugé = six modèles pour décoration de fauteuils, d’une valeur de 1.000 francs.- 
 
    M. le Sous-Secrétaire d’État a décidé qu’il y avait lieu d’accueillir cette proposition si l’état des 
crédits le permettait et " en tout cas, pour le Budjet de 1911 ".- 
    On a l’honneur de prier le Bureau des Travaux d’Art de vouloir bien faire connaître si 
M.l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins peut, dès à présent, faire aux artistes 
les commandes des projets ci-dessus désignés et indiquer le Budget sur lequel seraient imputés les 
paiements de ces commandes. 
 
CHEF DU BUREAU DE L’ENSEIGNEMENT 
ET DES MANUFACTURES NATIONALES 
[Signé] 
 
 
1910 年 8 月 19 日付、芸術・美術館・展覧会部局の為の覚書  
 
芸術・美術館・展覧会部局の為の覚書 
 
 8 月 2 日付けの手紙により、国立ゴブラン製作所所長殿は、以下に記すタピスリーのモデルを至
急、注文する許可を願い出ました： 
1o ラファエリ氏に対し、「ブルターニュ」と題したカルトン、10,000 フラン相当； 
2o アンクタン氏に対し、絨毯の計画、5,000 フラン相当； 
3o ラショ氏に対し、「トゥールーズ」と題したカルトン、4,000 フラン相当； 
4o ロジェ氏に対し、肘掛け椅子の為の 6 点のモデル、1,000 フラン相当。 
 
 政務次官殿は、予算の状況が許すのであれば、つまり、「何であれ 1911 年の予算〔で賄うことが
できるのであれば〕」、これらの提案を受け入れる余裕があるとの決定をいたしました。 
 芸術部局には、ゴブラン製作所所長殿が芸術家たちに上記の計画を直ちに注文できるのか否を
知らせ、これらの注文の支払いの予算額を提示していただきますようお願いいたします。 
 
教育・国立マニュファクチュール部局長 
〔署名〕 
 
 
 
【7】  
 
1911, (A) Rapport : Situation du personnel, travaux exécuté depuis deux ans, travaux proposés 
 
A  Situation du personnel 
    travaux exécuté depuis deux ans 
    travaux projetés 
 
    La Chambre des Députés votait l’année dernière une motion en faveur du Personnel des 
Gobelins et décidait l’inscription d’un crédit destiné à la reconstruction du Musée. 
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    La Commission du Budget, puis M. le Ministre des Finances avaient rendu visite à notre vieille 
maison de tapisserie. Ils avaient pu mieux se rendre compte de la situation d’infériorité dans laquelle 
les circonstances avaient placé personnel d’artistes sans rivaux dans aucun pays. La principales 
raison est l’arrête qui se fit sentir partout, dans les arts du mobilier, après la charmante production 
françaises du XVIIIe siècle.  
    Cette visite de la Commission du Budget et de M. le Ministre des Finances leur permit aussi de 
comprendre les grands efforts accomplis ces deux dernières années pour rénover le grand art de la 
tapisserie. Bref, Commission et Ministre furent unanimes à penser qu’il était de toute nécessité de 
faire quelques sacrifices pour les Gobelins ; on allait donner pour 1910 les crédits indispensables aux 
augmentations de l’année et à l’admission de deux élèves et l’on s’engagerait pour l’avenir à relever 
les traitements du personnel en prenant pour base les traitements fixés par le décret de 1906. 
    Avec quelle joie furent accueillies aux Gobelins les résolutions du Parlement ! Le personnel 
voyait son sort amélioré, mis un peu en rapport avec les exigences sans cesse croissantes de la vie. 
L’Administrateur voyait aussi dans ces heureuses déterminations, avec des crédits moins strictement 
attribués, la possibilité de donner à notre Manufacture un nouvel essor, peut être même la voyait-il 
dans un très prochain avenir rivalisant s’activité avec la maison de Louis XIV. 
    Les propositions budgétaires déposées pour 1911 ont ramené à une triste réalité ceux qui 
revaient [sic] aux Gobelins de si belles destinées, le crédit complémentaire inscrit cette année aux 
Gobelins ne comporte que la somme nécessaire pour les augmentations auxquelles le personnel a 
droit le premier janvier 1911. 
    Mais il ne s’agit heureusement que de propositions et il y a lieu d’espérer que la nouvelle 
Chambre, voulant tenir les engagements de sa devancière, donnera à M. le Ministre des Beaux-Arts 
le crédit global que celui-ci demandait à M. le Ministre des Finances, ou à défaut voterait une 
annuité de 15.000 francs, le reste pouvant être réparti sur les exercices 1912 et 1913. 
    Le programme que M. Gustave Geffroy se propose de réaliser s’impose à l’attention de tous 
ceux qui entendent conserver à notre pays son renom artistique. 
    Dès l’année dernière, à l’Exposition des œuvres acquises par l’État, figuraient deux spécimens 
de l’art décoratif moderne traduit en tapisserie. 
    Un très beau panneau, les“ Roses ” exécuté d’après un modèle de Jules Chéret, démontrait que 
le talent de tout premier ordre de nos artistes tapissiers s’accommodait parfaitement de sujets aussi 
délicats de formes et de nuances. 
    Faisant suite à ce panneau des“ Roses ” , trois autres modèles, les“ Blés ”, les“ Pampres ” et 
les“ Houx ” du même artiste ont été livrés aux Gobelins. Ces tentures formeront, avec des meubles 
en tapisserie rappelant les motifs de décoration de chacun des panneaux, un ensemble qui pourra être 
présenté comme un type de l’art décoratif modern. 
    Les travaux sont poussés très activement car il est dans l’intention de M. le Sous Secrétaire 
d’État des Beaux-Arts de faire figurer ces pièce à l’Exposition de Turin. 
    Dans les ateliers on peut voir, presque terminée une tapisserie d’après un magnifique carton de 
Willette :“ Salut à Paris ”. Il s’agit de la première pièce d’une série consacrée à la glorification des 
Provinces et Villes de France. 
    De cette même série, un très beau modèle de M. Anquetin, la“ Bourgogne ” est aussi commencé, 
et l’on peut juger par le carton des brillantes qualités de composition décorative et d’harmonie 
picturale de cet artiste. 
    M. Bracquemond a donné aussi aux Gobelins un très beau motif de décoration“ L’Arc-en-Ciel ”, 
où le paysage de la Seine et de Paris à l’horizon animé par une superbe figure, affirme à nouveau par 
sa puissante composition les qualités incontestées de ce maître qui résume ici son art et son 
enseignement. 
    Enfin pour ce qui concerne un avenir prochain, l’Administrateur des Gobelins a demandé au 
Sous Secrétariat des Beaux-Arts de confier à M. Raffaëlli le soin d’exécuter le modèle d’une tenture 
divisée en trois parties consacrée à la Bretagne et à M. Rachou, la tapisserie de“ Toulouse ” qui 
continueront de magnifique manière la série des provinces. 
    Des efforts sont aussi faits pour rendre à l’atelier de la Savonnerie qui allait s’amoindrissant, un 
peu de son ancienne importance. 
    On y reproduit en ce moment un écran de fleurs d’après un modèle de M. Odilon Redon, déjà 
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interprété en tapisserie. M. Anquetin a présenté une maquette pour un grand tapis du plus beau style. 
M. Jules Chéret complétera son salon par un tapis qui sera d’accord avec la tenture et le meuble. De 
même un peintre de fleurs de rare talent, M. Achille Laugé, sera convié à apporter à l’œuvre 
commune son style de délicat naturiste. 
    De tels projets sont à seconder. Les ressources qui sont nécessaires aux Gobelins doivent leur 
être données largement, si l’on veut qu’ils reprennent la place qu’ils ont occupée autrefois en France, 
pour leur permettre de donner à l’art décoratif d’aujourd’hui l’impulsion que l’on est en droit 
d’attendre de cette grand maison biséculaire qui veut recouvrer la jeunesse et l’activité et renouer sa 
tradition par un accord savant et judicieux avec l’art d’aujourd’hui. 
 
 
1911 年、（A）報告書：人員の状況、過去 2 年間の製作、企画された製作に関して  
 
A 人員の状況 
過去 2 年間の製作 
企画された製作 
 
 下院は昨年、ゴブランの人員を考慮した発議を採択し、美術館再建の為の予算を組み込むこと
を決定した。 
 予算委員会、ついで財務大臣は、我らが旧来のタピスリーのメゾンを訪問した。彼らは、他国に
比肩する者などいない〔レベルの〕芸術家たちが置かれている劣悪な状況をよりよく検討することが
できた。主たる要因は、18 世紀のフランスにおいて魅力的に製作されて以降、調度品芸術におい
ては、いたるところで停滞が認められることにある。 
 今回の訪問によって、予算委員会と財務大臣は、タピスリーという偉大な芸術を一新しようという、
この 2 年間で達成された大きな努力を理解することができた。要するに、委員会と大臣は、ゴブラン
の為にいくらかの犠牲を払う必要があるという意見で一致した。1910 年度用に、必要不可欠な年度
予算の増額と 2 名の生徒の許可が与えられ、1906 年のデクレにより定められた給与体系をベース
として人員の給与を将来的に引き上げることとなった。 
 議会での決議は、ゴブランに喜んで受け入れられるだろう！絶えず増加する生活の要求にわず
かに合わせて、職員の待遇は向上された。所長〔ジェフロワ〕はまた、緩和された予算配分を含むこ
うした喜ばしい決定のうちに、我々の製作所に新たな飛躍がもたらされる可能性を認め、またおそ
らく彼は、近い将来、ゴブランがルイ 14 世のメゾンに比肩するようになるのを思い描いていたとも言
えるだろう。 
 〔ところが、〕提出された 1911 年の予算案は、これほどまでに美しい宿命を持ったゴブランを、悲し
い現実に立ち戻らせた。今年度ゴブランに与えられた予算の残額は、1911 年 1 月 1 日に職員が受
け取る予定の昇級に必要な額を含んでいるにすぎない。 
 しかし幸いにもこれは提案にすぎず、次の議会は前任者との約束を守ることを望んでいる為、財
務大臣殿に求めた全体予算を美術大臣に与えるであろうという期待をしてしかるべきである。ある
いはそれがだめであれば、15,000 フランの年払いの予算を採択し、残りは 1912 年と 1913 年の年
度予算に分配することもできるだろう。 
 ギュスターヴ・ジェフロワ氏が実現しようと計画しているプログラムは、我が国に芸術的名声を保持
したいと望む者全ての関心を呼ぶ。 
 昨年の、国家取得の作品展には、近代の装飾芸術をタピスリーに翻案した 2 点の代表作品が出
品された。 
 非常に美しいパネルは、ジュール・シェレのモデルに基づく「バラ」であり、我らが一流の織師たち
の才能が、形体と色調ともに洗練されたテーマと完璧に協調していることを示している。 
 この「バラ」のパネルに続いて、別の 3 点のモデル、同じ作家による「小麦」、「葡萄」、「モチノキ」
がゴブランに提出された。これらのタピスリーは、各パネルの装飾モティーフと揃いのタピスリー〔を
はめ込んだ〕家具とともに、近代装飾芸術の一つのタイプとして発表され得るだろう。 
 159 
 これらの作業は非常に活発に推し進められた。というのも、美術政務次官〔デュジャルダン＝ボー
メッツ〕殿の意向で、トリノでの博覧会5に出品される予定であるからだ。 
 アトリエでは、ヴィレットの素晴らしいカルトンに基づく 1 点のタピスリー、「パリ万歳」がほとんど完
成しているのを見ることができる。これは、フランスの諸地域と諸都市を讃えるための連作のうちの
最初の 1 点である。 
 同連作からは、アンクタン氏による美しいモデル「ブルゴーニュ」も同様に、製織が開始されており、
このカルトンから、この芸術家の装飾的な構成と絵画的なハーモニーの素晴らしい質が確認でき
る。 
 ブラックモン氏はゴブランに、「虹」というとても美しい装飾のテーマを提出した。セーヌ川とパリの
風景が〔描かれ〕、その水平線は一人の美しい人物像によって活気付いている。その手堅い構成
は、ここで、自身の芸術とその教えを集約しているこの巨匠の異論の余地のない才能を、改めて明
示している。 
 そして、近い将来に関しては、ゴブランの所長は、美術政務次官に、ラファエリ氏に対し、ブルタ
ーニュに充てられた 3 つの部分に分割されたタピスリーのモデルの制作を、またラショ氏に対し、「ト
ゥールーズ」のタピスリーを依頼するよう求めている。これらは、諸地方連作を、見事な方法で継続
させるものとなる。 
 昔〔に比べて〕その重要性が小さくなっているサヴォヌリーの工房に対しても、努力がなされてい
る。 
 目下、すでにタピスリーに翻案されたオディロン・ルドン氏のモデルに基づく花の衝立が再製作さ
れている。アンクタン氏は、より美しい様式の大型の絨毯の為のマケットを提出した。ジュール・シェ
レ氏は、タピスリーと家具と調和がとれるような絨毯によって、彼のサロンを完成させるだろう。同様
に、類まれな才を持つ花の画家アシル・ロジェ氏は、自身の洗練された自然主義の様式を、我々
の共有の作品に持ち込むよう招待される予定である。 
 こうした計画は、支援されなければならない。ゴブランがかつてフランスにおいて占めていた地位
を取り戻すことが望まれるならば、ゴブランに必要な資源は、十分に与えられるべきである。ゴブラ
ンが今日の装飾芸術に刺激を与えることができるように。それは、我々が 200 年前からある偉大な
このメゾンに期待する権利がある事柄であり、このメゾンは、若さと活動力を取り戻し、今日の芸術と
の適切で考えられた協調によって、その伝統を紡ぎ直すことを望んでいるのである。 
 
 
 
【8】  
 
le 22 mars 1911, lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à le 
Sous-secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 22 Mars 1911 
L’Administrateur de la Manufacture Nationales des Gobelins, à Monsieur le Sous-Secrétaire d’État 
des Beaux-Arts 
 
    J’ai l’honneur de vous accuser réception de la lettre du 16 courant m’informant de la 
commandes avec artistes Raffaëlli, Rachou, J. Chéret et Danger, de cartons de tapisserie. 
    Permettez-moi de vous signaler que ma lettre de propositions en date du 31 janvier 1911 
comprenait un modèle de tapis à demander à M. Anquetin. Il s’agissait de l’exécution de la maquette 
d’un tapis des « Cygnes » que je vous ai montrée, lors de notre dernière visite aux Gobelins. Je serais 
particulièrement heureux qu’il vous fût possible de comprendre ce carton dans les commandes à 
                                                       
5 1911 年トリノ万国博覧会（Esposizione internazionale dell’industria e del lavoro）。開幕期間は、1911 年 4 月 29
日〜1911 年 11 月 19 日。 
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payer sur le budget de 1911, car nous n’avons plus de modèles pour la Savonnerie. Après 
l’exécution des panneaux de Claude Monet qui sont de petites dimensions, nos artistes serrient sans 
travail ; d’autre part je tiendrais beaucoup à ce projet que je considère comme le point de départ d’un 
ameublement complet ayant pour motif le même sujet de composition. 
    Je vous demande de vouloir bien examiner de nouveaux la question et de voir s’il n’y aurait pas 
possibilité de prélever la moitié du prix des modèle sur le crédit de l’Exercice courant et le solde sur 
le Budget de 1912. 
[Signé] Gugtave Geffroy 
 
 
1911 年 3 月 22 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1911 年 3 月 22 日、パリ 
国立ゴブラン製作所所長より美術政務次官殿 
  
 ラファエリ、ラショ、J.シェレ、ダンジェらのタピスリーのカルトン注文に関する 16 日付けの通知を受
領しましたことを謹んでお知らせいたします。 
 1911 年 1 月 31 日付けの私の提案の文書で、アンクタン氏に依頼した絨毯のモデルについて言
及したことを貴殿にお伝えいたします。《白鳥》の絨毯のマケットの制作のことであり、我々が最後に
ゴブランを訪問した際に、私が貴殿にお話した件であります。この注文について、1911 年の予算に
よる注文の中に含めることが可能であれば、大変嬉しく思います。と言いますのも、我々の手元に
は、サヴォヌリーの為のモデルがもう無いのです。クロード・モネの小さいサイズのパネルを製作し
て以降、職人たちに仕事が無いのです。また、私は、この計画について色々と検討しており、この
製作〔絨毯《白鳥》〕を、同じ主題の一揃いの家具調度品の出発点と考えております。 
 この問題を再度ご検討いただき、〔上記、家具一式の為の〕モデルの費用の半分を、今年度の予
算から出し、残りを 1912 年度予算から出すことが可能か否かをご確認していただきますようお願い
いたします。 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【9】  
 
le 25 mars 1911, Note sur le budget 1911 
 
    J’espérais après les inquiétudes qui se sont manifestées ces temps derniers dans la presse et le 
monde des Arts, sur les destinées des Gobelins que des mesures budgétaires efficaces viendraient 
dissiper les appréhensions que nous a causé la révélation des difficultés matérielles avec lesquelles 
notre vielle Manufacture est aux prises. 
    L’année dernière et en 1909 j’exposais à mes collègues la situation financière déplorable de cet 
établissement ; en la précisant par quelques exemples des traitements dérisoires accordées aux 
artistes tapissiers qui après 20 ans de services reçoivent un salaire quotidien inférieur à celui d’un 
ouvrier terrassier. 
    J’émettais le vue que les crédits nécessaires au relèvement des traitements fussent inscrits au 
Budget de 1911. On nous propose bien cette année un supplément de 7.400 francs mais cette somme 
est uniquement destinée à faire face aux augmentations normales prévues pour le premier janvier 
dernier et ne dédommagera en aucune façon le personnel des retards que lui cause depuis dix ans la 
pénurie de ressources. 
    Il s’agit pourtant d’une mesure de justice que l’on ne saurait différer plus longtemps sans 
compromettre l’existence même des Gobelins ou le recrutement des apprentis deviendra impossible 
à bref délai si l’incertitude dans l’avancement subsiste. 
    D’ailleurs un nouvel ajournement ne s’appliquerait que si l’on se trouvait en présence d’une 
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institution en complè te [sic] décadence soit par le peu de valeur d’art de sa production soit par un 
désaccord de celle-ci avec notre temps. Est-ce le cas ? au contraire nous pouvons par les résultats 
déjà obtenus mesurer la grandeur de l’effort qui s’accomplit pour conserver à notre Manufacture 
nationale le grand renom de l’Art français. 
    Nous avons pu voir, il y a à peine deux mois, dans les locaux des Gobelins ; c’est-à-dire dans 
un cadre dépourvu de tout apparat une décoration de Salon de Jules Chéret qui fit l’admiration des 
visiteurs et recueillit l’unanimité des suffrages, l’exposition comprenait quatre tentures murales 
consacrées aux Saisons, quatre fauteuils, huit chaises, un écran et un modèle de paravent ayant pour 
motif d’ornementation les fleurs et les fruits des Saisons. 
    Cet ensemble d’une harmonie exquise, et du gout le plus français, témoigne d’une habileté 
d’exécution qui fait le plus grand honneur à nos artistes tapisseries et démontre même, on peut le 
dire sans exagération, un talent égale à celui de leurs devanciers des belles époques. Le merveilleux 
décor que constitue le Salon Chéret nous fait regretter que ce maitre n’ait pas été compris et admis 
plus tôt aux Gobelins ; l’heureuse tentative qui vient d’être faite est trop concluante pour demeurer 
sans suite, aussi espérons nous qu’une nouvelle série de cartons sera demandée à ce maitre de la 
décoration moderne. 
    C’est aussi une fort belle tapisserie exécutée depuis quelques mois, d’après un carton de 
Willette, ce“Salut à Paris”où se déroule par des figures émouvantes et spirituelles l’histoire de Paris, 
en même temps qu’apparaissent la prodigieuse activité, le charme d’art, la poésie légère de notre 
ville. 
    C’est une vingtaine de pièce nouvelles que les Gobelins ont produit en mois de deux ans et celà 
[sic] concurremment avec les tentures ou meubles déjà sur les métiers ; un tel effort mérite d’être 
souligné, peut marquer le point de départ d’une nouvelle renaissance pour un grand art qui a été 
l’honneur de notre pays ;  
    Une récent visite des ateliers des Gobelins nous a d’ailleurs démontré la continuité de cet 
effort ; c’est ici un modèle de Bracquemond dont nos tapissiers interprétent [sic] avec science la 
savante composition ; la partie déjà tissée nous découvre un ornement très puissant qui forme le 
cadre d’une superbe figure d’une nymphe de la Seine parmi les eaux et la verdure de Meudon. 
    Sur un autre métier s’exécute un panneau d’après le modèle de Madame Cazin ; une “Diane”
dans un apysage [sic] de sapins et de cerisiers. le sujet est admirablement traité et d’une douceur de 
tons en rapport avec le paysage printanier. 
    Plus loin c’est un modèle de Louis Anquetin, “la Bourgogne” où l’artiste en une allégorie 
d’une fort belle composition célèbre la vigne. Là une “Prométhés”de Maignan destinée au Sénat. 
Dans un autre atelier deux superbes Jordaëns dont les modèles appartiennent également au Sénat. Un 
copie de Rubens la “Marie de Médicis en Bellone”destinée à complèter [sic] la décoration du 
cabinet du Ministre des Affaires Etrangères [sic] ; enfin des répliques de tentures de Chéret et 
quelques autres tapisseries d’après Cormon, Gorguet, tapissier sur le point d’être terminées. 
    Puis, continuant la série des tapisseries consacrées à la gloire des Provinces françaises, les 
Gobelins auront à traduire un fort beau modèle de Raffaelli [sic] où dans de ravissants paysages de 
Bretagne l’artiste a placé comme motif central une fête en plein air ; l’originalité et l’éclat des 
costumes empruntés aux anciennes coutumes du pays seront comme une reconstitution de la 
Bretagne du passé. 
    Une maquette de Rachou sera très prochainement transformés en un carton de tapisserie 
consacré à “Toulouse”. 
    Enfin pour interpréter la nature, les Gobelins commenceront bientôt une série de meubles dont 
les modèles pleins de charmes et d’éclat ont été exécutés par Achille Laugé. 
    L’atelier de savonnerie fut un instant délaissé, je crois même que l’on avait songé à sa 
suppression prend aussi un nouvel essort [sic]. A coté d’un tapis du second Empire d’après un 
modèle de Chabal-Dussurgey nos artistes se livrent aux travaux les plus minutieux qui n’aient jamais 
été abordés aux Gobelins ; avec une précision et une très grande compétence ils interprêtent [sic] en 
Savonnerie trois panneaux de “Nymphéas” de Claude Monet. Les fragments déjà exécutés nous 
révèlent chez ces jeunes artistes une compréhension très exacte de l’œuvre du Maitre et je le répète 
c’est la première fois qu’on ose traiter en tapis des sujet aussi délicats. 
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    Nous avons pu avoir la maquette d’une savonnerie exécutée par Anquetin , l’artiste a pris le 
Cygne pour sujet de décoration la disposition de l’ornement est gracieusement souple et la tonalité 
convient perfaitement à un tapis. Le motif en est si bien choisi et traité que nous espérons le 
retrouver avec ses formes variées dans une décoration d’ensemble. 
    Je ne veux pas anticiper sur les autres projets de M. Gustave Geffroy ils viendront à leur heure, 
confirmer l’esprit d’initiative et les excellentes dispositions du personnel tout entier de la 
Manufacture. 
    Serait-il possible que nous laissions végéter le personnel de nos vieux Gobelins, précisément au 
moment où grâce à la nouvelle et vigoureuse impulsion que leur donne un Administrateur de grande 
compétence, ils accomplissent de véritables prodiges en se jouant de la difficulté d’interprétation des 
œuvres modernes. 
   Notre éminent Sous Secrétaire d’Etat des Beaux-Arts a le premier jeté le cris d’alarme sur le sort 
de nos Manufactures ; c’est lui qui a présidé aux efforts qui lui valent aujourd’hui tant 
d’encouragements, c’est enfin lui qui a doté le personnel d’un règlement fixant les conditions 
d’avancement. Il ne manque qu’une chose, et ce n’est pas sa faute, si nous sommes encore à la 
réclamer ; c’est un crédit suppleementaire de trente ou quarante mille francs qui permette d’accorder 
les traitements prévus par ce règlement. 
    Des promesses solennelles sont faites chaque année au moment du vote du Budget ; un projet 
de résolution a même été voté l’an dernier à la Chambre mais lorsqu’il s’agit d’équilibrer le Budget 
les crédits complémentaires proposés pour les Gobelins sont replacées par des guillemets. 
    La question vient de donner lieu à la Chambre des Députés à une discussion d’après laquelle un 
engagement aurait été pris, j’espère que le Sénat pourra ratifier l’année prochaine le vote des 
ressources complémentaires que nous réclamons pour maintenir et développer les Gobelins. 
 
MUSEE 
---------- 
 
    Un crédit de 200.000 francs figure au chapitre pour la reconstruction du Musée, le Budget de 
1910 comprenait déjà 100.000 francs il ne me semble pas cependant qu’une bien grande activité 
règne sur ce chantier où nous avons aperçu trois ouvriers. Depuis que les travaux sont commencés 
c’est à peine si quelques pierres dépassent le niveau du sol. Il est à souhaiter que cette construction 
soit rapidement terminée de façon à priver le moins longtemps possible les visiteurs de nos belles 
collections nationales. 
 
 
1911 年 3 月 25 日付、1911 年予算に関する文書  
 
 近頃、紙面や美術界でゴブランの今後に関する懸念が謳われているが、私は、有効な予算が、
我が国の古くからある製作所が闘っている金銭的な困難という不安を一掃してくれることを願う。 
 1909 年と昨年、私は同僚に、この組織の嘆かわしい経済状況について説明した。いくつかの例
を挙げると、〔例えば、〕勤続 20 年のタピスリー職人に与えられるあまりにも少ない報酬は、土木工
事の職人の一般的な報酬を下回っているのである。 
 私は、待遇向上に必要な予算が、1911 年度予算に組み込まれる〔べきだ〕という意見を表明した。
今年は 7,400 フランの追加予算が提案されたが、この額は、先の 1 月に予想された当然の増額に
対処する為だけのものであり、10 年来の資金不足を埋めあわせるものでは全くないだろう。 
 とはいえ、ゴブランの存在そのものを汚すことなく存続させることがこれ以上できなくなったり、ある
いは、継続的な昇級が約束できない場合は見習い職人の採用がすぐにでも不可能になるとすれ
ば、それは正しいやり方であるのだ。 
 もっとも、生み出した芸術作品がほとんど価値を持たなくなったり、我々の時代の芸術と調和しな
いという理由によって、ある組織が完全に衰退期にあるのを目の当たりにした場合にのみ、新たな
延期は適用される。〔現状は〕その場合に当てはまるのだろうか？それどころか我々は、すでに達
成された結果から、フランス芸術の偉大なる名声を、我らが国立製作所に維持する為に成し遂げら
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れた努力の大きさを測ることができる。 
 我々は、2 ヶ月に満たない以前に、ゴブラン製作所で以下を確認することができた。すなわち、
仰々しさの全く無い、ジュール・シェレのサロンの装飾は、訪問者たちの満場一致の称賛を呼び、
展示されていた四季をモティーフとした 4 点の壁掛け式のタピスリー、4 脚の肘掛け椅子、8 脚の椅
子、1 点の衝立、屏風のモデルは、四季の花々や果実を装飾モティーフとしているものであった。 
 洗練されたハーモニーと最もフランス的な趣味を備えたこの調度品一式は、我々のタピスリー職
人たちに最高の名誉を与えるような技術の高さを証明しており、誇張なしに、よき時代の彼らの先
人たちの製作に匹敵する仕事であると言える。サロン・シェレを構成する素晴らしい装飾は、この巨
匠がもっと早くにゴブランに理解され称賛されていなかった事実を、我々に後悔させる。実現され
たこの喜ばしい企てが、一度きりで終わってしまうには〔惜しいという素晴らしさは〕あまりにも明白で
あり、新たなカルトン一式が、この近代装飾の巨匠に依頼されるのを我々は期待しよう。 
 同様に、ヴィレットによるカルトンに基づいた非常に美しいタピスリーも、数ヶ月前から製作されて
いる。この「パリ万歳」では、感動的で知的に〔構成された〕人物像によって、パリの歴史が展開し、
同時に、我々の都市の、驚くべき活気、芸術の魅力、軽やかな詩が立ち現れている。 
 これらは、2 年にも満たない期間でゴブランが製作した約 20 点の作品であり、すでに製織中のタ
ピスリーや家具と一体となるものである。このような努力は強調されるべきであり、我が国の名誉で
あった偉大な芸術にとっての新たな再生の出発点を示し得るだろう。 
 さらに、直近のゴブラン工房への訪問は、この努力が継続されていることを示していた。それはブ
ラックモンのモデルであり、我々のタピスリー職人がその技量を以って、巧みに練られた構図を翻
案している。すでに織られている部分からは、ムードンの茂みと水辺に〔佇む〕セーヌ河のニンフの
非常に美しい姿を、効果的な枠取り装飾が囲っていることがわかる。 
 別の機織り機では、カザン夫人のモデルに基づくパネルが製作されている。モミと桜の木の風景
の中の「ディアナ」である。主題は見事に表現され、穏やかな色調は春の風景と調和がとれている。 
 さらに、ルイ・アンクタンのモデル「ブルゴーニュ」である。ここでは画家は、非常に美しく構成され
た寓意の中に、葡萄を讃えている。また、メニャンによる上院議会の為の「プロメテウス」もある。別
のアトリエには、素晴らしい 2 点のヨールダンスがあり、そのモデルは同様に上院議会の為のもので
ある。ルーベンスのコピー「ベロナに扮したマリー・ド・メディシス」は、外務省の一室の為の装飾を
補完するものである。そして、シェレに基づく複数のタピスリーや、コルモン、ゴルゲに基づくタピス
リーもあり、職人たちはちょうど織り終わるところである。 
 引き続いて、フランスの諸地方を讃える為のタピスリー連作である。ゴブランは、ラファエリによる
非常に美しいモデルを翻案しなければならない。ブルターニュの見事な風景の中に、画家は中心
的モティーフとして屋外の祭事を配した。この土地に古くからある衣装を取り入れた衣装の華々しさ
と独自性は、ブルターニュの過去の再現となるだろう。 
 ラショによるマケットは、間も無く、「トゥールーズ」のタピスリーのカルトンにされる予定である。 
 最後に、自然を表現する為に、ゴブランは家具一式をすぐに注文する予定で、魅力と輝きに満ち
たモデルは、すでにアシル・ロジェによって制作されている。 
 サヴォヌリーのアトリエはつかの間回復し、人々はその廃止について考えているが、私が思うに、
サヴォヌリーは新たな飛躍を遂げている。シャバル＝デュシュルジュによるモデルに基づいて製作
された第二帝政期の絨毯の傍らには、我々の芸術家たちが、ゴブランが決して扱わなかったような
最も入念な仕事を提供している。正確さと高い能力を以って、彼らはサヴォヌリーにおいて、クロー
ド・モネの「睡蓮」の 3 枚のパネルを翻案している。すでに織られた部分は、〔サヴォヌリーの〕若い
芸術家たちが、この巨匠の作品を極めて的確に理解していることを示しており、私が繰り返すのは、
これほど難しい主題を絨毯にあえて取り上げるのはこれが初めてであるということだ。 
 我々は、アンクタンによって作られたサヴォヌリーの為のマケットを見ることができた。画家は、この
装飾の主題に白鳥を選び、装飾の構成は優雅なしなやかさを持ち、全体は完全に絨毯にぴったり
である。モティーフは非常によく選択され扱われているために、我々は装飾一式の中で、そのモテ
ィーフが様々な形体を示しているのを確認できる。 
 ギュスターヴ・ジェフロワ氏のその他の企画を先取りすることはしたくないが、それらの計画は、イ
 164 
ニシアチブの才と製作所全体の素晴らしい人員配置を、確固たるものにした。 
 我らの古くからあるゴブランの職員を、我々が陰に置いたままにすることは可能だろうか。特に、
高い能力を持った行政官を彼ら〔職員の元〕に送り込んだ新しく強力な推進力のお陰で、彼らが近
代の作品の解釈の難しさを軽視して真の驚異を達成するというまさにその時に、〔果たして職員を
ないがしろにすることは可能だろうか〕。 
 我らの優れた美術政務次官は、我々のマニュファクチュールの運命について、警鐘を鳴らした最
初の人物である。今日多くの喝采に値する努力を取り仕切ったのは彼であり、昇級の条件を定め
た規則を職員に与えたのも彼である。1 点欠けているものがあるとすれば、これは彼の責任ではな
いが、我々がもう一度要求するとすれば、上記の規則で規定された報酬の割り当てを許す 30,000
もしくは 40,000 フランの追加予算である。 
 毎年予算が可決される際、大々的な約束がいくつもなされてきた。ある決議案が昨年の議会で採
択されたが、予算〔全体〕のバランスをとる際に、ゴブランの為に提案された補足の予算は、括弧で
くくられてしまった。 
 この問題は、下院議会に議論を巻き起こしたばかりであり、私は、上院が来年、ゴブランを維持し
発展させるために我々が要求する追加予算に関する票を承認することを期待する。 
 
美術館6 
――――― 
 
 200,000 フランの予算が美術館再建7の条項に記載され、1910 年度の予算にはすでに 100,000 フ
ランが含まれている。しかしながら私には、我々が 3 人の作業員に認めた作業現場に対し、十分な
規模の作業がなされているようには思われない。再建作業が開始されて以来、地面には石数個分
の高さしか積み上がっていないのだ。この再建が早急に完了し、我々の美しい国のコレクションが
来館者から奪われている時間ができるだけ短くなることが望まれるべきである。 
 
 
 
【10】  
 
le 13 février 1912, Note pour le Bureau des Travaux d’Art, Musées et Expositions 
 
    En réponse à la note du 1er Février courant, on a l’honneur de faire savoir au Bureau des 
Travaux d’Art, Musées et Expositions que M. Jules CHERET a bien livré à la Manufacture des 
Gobelins le modèle d’un paravent à quatre feuilles commandé par l’État en vue de sa reproduction 
en tapisserie. 
    Il y a changement dans la dénomination des “Les Saisons”, l’artiste a été autorisé à représenter 
la “Comédie”, la “Musique”, la ”Danse, la “Pantomime”, et ce sont ces titres qui figurent à 
l’inventaire de la Manufacture sous les numéros : 429 - 1, 2, 3, 4. 
 
 
1912 年 2 月 13 日付、芸術・美術館・展覧会部局の為の覚書  
 
 2 月 1 日付けの覚書にお応えして、我々は芸術・美術館・展覧会部局に対し、ジュール・シェレ氏
が確かにゴブラン製作所に、タピスリー化を目的として国から注文された 4 幅から成る衝立の為の
モデルを提出したことを謹んでお知らせいたします。 
 「四季」のタイトルに関して変更があり、作家は、「コメディ」、「音楽」、「ダンス」、「パントマイム」を
                                                       
6 ゴブラン製作所敷地内にあるゴブラン・ギャラリーを指す。 
7 1871 年のパリ・コミューンにより建物が被害を受けた為、再建案が計画された。 
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制作することが許可されました。これは、製作所の目録：429 – 1, 2, 3, 4 として収録されるタイトルと
なります。 
 
 
 
【11】  
 
le 4 mars 1912, Lettre de Gustave Geffroy à Monsieur le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 
    Pour assurer le fonctionnement des métiers à la fin de cette année, tant des métiers de 
Savonnerie que des métiers de haute lisse, je viens vous demander de faire à M. Félix Bracquemond, 
pour créer un ensemble décoratif destiné à accompagner des belle tapisserie de  « L’Arc-en-ciel » , 
la commande d’un salon complet comprenant les modèles de chaise, fauteuil, canapé, écran, 
paravent, tapis. 
    L’artiste fournirait également les modèles des bois sculptés destinés à ces pièces de mobilier. 
    Cette commande de dix mille francs (10.000 fr.) pourrait être divisés en trois parties, et se 
composerait, par exemple, pour cette année, des modèles de chaise, fauteuil et canapé, pour le prix 
de 3.000 fr. qui serait à imputer en Service des Travaux d'Art.  
[Signé] Gustave Geffroy 
 
 
1912 年 3 月 4 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書  
 
 本年の最後に、サヴォヌリーならびに竪機織りでの製作の進行を確実なものとするため、貴殿か
らフェリックス・ブラックモン氏に対し、美しい《虹》のタピスリーに見合う装飾一式を制作するよう要
請していただきたいと存じます。椅子、肘掛け椅子、長椅子、衝立、屏風、絨毯の下絵から成るサ
ロン一式という注文です。 
 芸術家〔ブラックモン〕は同様に、これら家具用に、彫刻の施された木のモデルも提供する予定で
す。 
 この一万フラン（10,000 fr.）の注文は、3 分割できるかと思われます。例えば本年は、椅子、肘掛
け椅子、長椅子の為の下絵を、3,000 フランで、芸術部局から予算を組むといった具合です。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【12】  
 
le 4 mars 1912, Lettre de Gustave Geffroy à Monsieur le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 
    Pour le fonctionnement des métiers à la fin de cette année, je vous demande de commander dès 
maintenant à M. Jules Chéret le modèle d’un canapé faisant partie du mobilier de salon Chéret 
entrepris il y a quatre ans et qui a figuré avec honneur à l’Exposition de Turin. 
    Soit 2.400 fr. à imputer sur le service des Travaux d'art. 
    Il reste pour assurer le salon Chéret, à commander à l’artiste un modèle de tapis (cette 
commande pourrait être faite en fin d’année). 
[Signé] Gustave GEFFROY 
 
 
1912 年 3 月 4 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから美術政務次官宛て文書  
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 本年末の制作の為に、ジュール・シェレ氏に、4 年前に企画され、誇らしくもトリノでの展覧会8に
出品された、サロン・シェレの一部をなす長椅子のためのモデルを、直ちに注文して頂きますようお
願い申し上げます。 
 芸術部局の予算負担で、2,400 フランとなります。 
 サロン・シェレ用として、絨毯の為のモデルに当該作家への注文が残っていますことをお知らせ
いたします（当該注文は本年の終わりに行うことが可能です）。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【13】  
 
le 8 mars 1912, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à le 
Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 8 Mars 1912 
L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à Monsieur le Sous-Secrétaire d’État 
des Beaux-Arts. 
 
    Pour répondre à la demande qui vous a été faite d’un travail de carton de tapisserie à confier à 
M. Jean Veber, j’ai en l’honneur de vous faire savoir que l’artiste désirait exécuter un salon complet, 
tenture et mobilier, qui aurait pour motifs des sujets empruntés aux contes des fées.  
    Voici le détail de cette proposition.  
    La tenture uniforme de ces tapisseries serait de 2 m 50. La plus grande (supposée de 8 m de 
longueur) représenterait l’Histoire de “Cendrillon”. 
    Deux autres (de 6 m de longueur) auraient pour sujets “Peau d’Ane” de la “Belle au Bois 
dormant”. 
    Deux autres (de 3 de longueur) représenteraient le “Petit Poucet” et le “Chat botté”. 
    Le mobilier se composerait d’un lit de repos, de deux bergères, de quatre fauteuils, de six 
chaises et serait orné de motifs pris dans “Barbe Bleue”, le “Petit Chaperon rouge”, “Riquet à la 
houppe”, “Oiseau bleu”, les “Souhaits”. 
    En tout, cinq tapisseries et treize pièces de mobilier. 
    J’ajoute que les dimensions ci-dessus indiquées pourraient être modifiées si l’on s’arrêtait à 
l’idée de décorer le salon de l’un de nos palais, qui pourrait, à mon avis, être l’Élysée. 
    L’artiste demanderait cinq ans pour fournir ces modèles, année pour année, et désirerait pour 
l’ensemble une somme de Cinquante mille francs, somme que ne comportent pas les crédits de la 
Manufacture. 
    Je vois que les ateliers des Gobelins trouveraient, dans ces modèles d’un artistes justement 
réputé, et qualifié pour une œuvre de ce genre, les sujets d’une belle série qui ferait honneur à l’art 
de notre temps et aux traditions décoratives de notre Maison. 
                                                                                     
[Signé] Gustave Geffroy 
  Je dois ajouter que M. Jean Veber s’en remet à l’appréciation du Sous-Secrétariat des Beaux-Arts 
pour la fixation du prix. 
 
 
1912 年 3 月 8 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
                                                       
8 トリノ万博（1911 年 4 月 29 日〜同年 11 月 29 日）。 
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1912 年 3 月 8 日、パリ 
国立ゴブラン織製作所所長より美術政務次官殿 
 
 ジャン・ヴヴェ氏に委託されたタピスリーの下絵制作に関して、貴殿に対してなされた要求にお答
えして、当該芸術家がサロン一室丸々の制作、すなわち、おとぎ話を主題とするタピスリー、家具、
を望んでいることを謹んでお知らせいたします。 
 本提案の詳細は以下の通りです。 
 本タピスリーは、一律 2 メートル 50。最大のもの（長さ 8 メートルを予想）は、「シンデレラ」の物語を
表します。 
 別の 2 点（長さ 6 メートル）は、その主題を「ロバの皮」と「眠れる森の美女」とします。 
 別の 2 点（長さ 3 メートル）は、「親指小僧」と「長靴をはいた猫」とします。 
 家具類は、休息用ベッド 1 点、肘掛け椅子〔bergère〕2 脚、肘掛け椅子〔fauteuil〕4 脚、椅子
〔chaise〕6 脚から成り、「青ひげ」、「赤ずきん」、「巻き毛のリケ」、「青い鳥」、「願い事」からとったモ
ティーフで飾られます。 
 全部で、5 点のタピスリーと 13 点の家具となります。 
 以上に記しました寸法は、我々の宮殿、私の考えではエリゼ宮ということになりますが、その中の
一室を飾るという考えに決定する場合は、変更し得るものであることを、申し添えます。 
 芸術家はこれらのモデルを 1 年毎に提供するのに 5 年を要求する予定であり、総計五万フランと
いう製作所の予算におさまらない額を望むことでしょう。 
 ゴブランの工房はこの著名な芸術家によるこれらのモデルにとりかかることを思い描いております
し、この分野の作品としては、我々の時代の芸術と我々のメゾンの装飾の伝統にとって名誉となる
美しい連作であることを認めます。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 ジャン・ブベ氏は、価格の決定については、貴殿の判断に委ねるとの旨、申し添えます。 
 
 
 
【14】  
 
le 10 mai 1912, Note pour le Sous-Secrétaire d’État 
 
NOTE 
pour Monsieur le Sous-Secrétaire d’Etat 
 
    M. Geffroy ayant fait des propositions de commande très importantes pour la manufacture des 
Gobelins, et la situation des crédits ne permettant pas de lui donner satisfaction, Monsieur le 
Sous-Secrétaire d’Etat le pria d’indiquer ceux de ces travaux qui, en raison de leur urgence devaient 
être commandés sur l’exercice courant. Dès que la réponse contenant ces indications parvint au 
service des travaux d’art, les arrêtés furent présentés à la signature de Monsieur le Sous-Secrétaire 
d’Etat. Or, M. Geffroy exprime maintenant le désir de voir commander des cartons à MM. Forain et 
Weber [sic. Veber], Ces nouveaux travaux nécessitant une dépense assez élevée, on a l’honneur de 
proposer de répondre à M. Geffroy qu’il n’est pour le moment possible que d’en prendre note. 
 
Le Chef de la Division de l’Enseignement et des Travaux d’Art 
[Signé]Bigard Fabre 
 
 
1912 年 5 月 10 日付、美術政務次官の為の覚書  
 
美術政務次官の為の覚書 
 168 
  
 ジェフロワ氏がゴブラン製作所の為の非常に重要な注文の提案をしていますが、予算の状況に
彼が満足できていない為、政務次官殿には、緊急であることを理由とし、今年度の予算でこれらの
制作の注文がなされることを彼〔ジェフロワ〕に通達してください。その旨を含む返答が芸術部局に
届きましたらすぐに、アレテが政務次官の署名入りで提示されるでしょう。ところが、ジェフロワ氏は
現在、フォラン氏とヴベ氏へカルトンを注文することを希望しており、これらの新たな制作にはかなり
の費用を要する為、ジェフロワ氏に対しては、さしあたっては〔提案を〕覚えておくことしかできない、
と返答することを提案いたします。 
 
教育・芸術事業部局長 
〔署名〕ビガール・ファーブル 
 
 
 
【15】  
 
le 22 janvier 1913, Note pour le Sous-Secrétaire d’État 
 
NOTE 
Pour Monsieur le Sous-Secrétaire d’Etat 
 
    Le chef de division soussigné s’est rendu à la Manufacture Nationale des Gobelins pour 
examiner les divers projets de carton dont il y a lieu de commander l’exécution sur les crédits du 
service des travaux d’art. 
    Après entente avec M. Gustave Geffroy, il a l’honneur de proposer à Monsieur le 
Sous-Secrétaire d’Etat de vouloir bien revêtir de sa signature les trois lettres ci-jointes relatives aux 
commandes suivantes :  
    M.M. Jean Veber .-. un carton      5.000 
    Tapissier .-.          d。       5.000 
    Anquetin .-.  Une bordure de tapis, 2.000 
                             ------------------- 
                                 12.000 frs. 
 
    Le soussigné propose de commander également à M. Anquetin, au prix de 15.000 francs, un 
carton intitulé “La Normandie”, destiné à continuer la série des provinces de France. Le total des 
commandes faites en 1913, pour la Manufacture des Gobelins, s’éléverait ainsi à une somme de 
27.000 francs, payable sur plusieurs exercices. 
 
Le Chef de la Division de l’Enseignement et des Travaux d’Art 
[Signé] Valentino 
 
 
1913 年 1 月 22 日付、美術政務次官の為の覚書  
 
美術政務次官の為の覚書 
 
 下名の〔教育・芸術事業〕部局長は、国立ゴブラン製作所を訪問し、様々なカルトンの計画を検
討しました。そのうちの数点は、芸術部局の予算で制作を注文する余裕があります。 
 ギュスターヴ・ジェフロワ氏との合意に基づき、政務次官殿に、以下 3 件の注文に関する同封の 3
つの文書に署名いただきますようお願いいたします。 
ジャン・ヴヴェ氏 ― カルトン 1 点  5,000 
タピシエ氏 ― 〔カルトン 1 点〕 5,000 
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アンクタン氏 ― 絨毯の縁取り 2,000 
――――――― 
12,000 フラン 
 
 また同様に、アンクタン氏へ、《ノルマンディー》と題し、フランスの諸地方の連作を継続する為の
カルトンを 15,000 フランで注文することを提案いたします。従って、ゴブラン製作所の為の、1913 年
のすべての注文は、合計で 27,000 フランとなり、数回に分けて支払いが可能です。 
 
教育・芸術事業部局長 
〔署名〕ヴァレンティノ 
 
 
 
【16】  
 
le 15 mars 1913, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins au 
Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 15 mars 1913 
 
                               L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à 
Monsieur le Sous-Secrétaire d’Etat des Beaux-Arts. 
 
    Je me permets d’insister encore sur le grand intérêt qu’il y aurait pour les Gobelins à exécuter 
dans le plus bref délai possible les projets qui m’ont été soumis par trois décorateurs du plus grand 
mérite et dont je vous ai demandé la commande par mes lettres des 11 Janvier et 7 Février. Il s’agit 
de “La Normandie” de M.Louis ANQUETIN, des “Pyrénées” de M.Gaston PRUNIER et de la 
“Grèce” de M.Fernand LEVY. 
    Les projets de ces artistes sont, je le répète, particulièrement intéressants, ils continuent la série 
entreprise, et je serais heureux s’il vous était possible d’en ordonner dès à présent l’exécution, sauf à 
n’imputer au budget de cette année que des acomptes de peu d’importance. 
 
Signé : Gustave GEFFROY 
 
 
1913 年 3 月 15 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1913 年 3 月 5 日、パリ 
国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官殿 
 
 非常に才能のある 3 名の装飾家によって提出された下絵を、可能な限り早くゴブランで製作する
件の重要性について、再度強調させていただきたいと思います。1 月 11 日および 2 月 7 日の手紙
で、私から貴殿にお願いした注文の件です。すなわち、ルイ・アンクタン氏の《ノルマンディー》、ガ
ストン・プルニエ氏の《ピレネー》、フェルナン・レヴィ氏の《ギリシア》です。 
 これらの芸術家たちによる制作は、繰り返しますが、とりわけ興味深いものであり、企画中の連作
を継続させるものです。少額の前金を今年度予算に繰り入れることになるかもしれませんが、これら
の実行を命じていただけると大変嬉しく思います。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
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【17】  
 
le 12 août 1913, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins au le 
Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 12 Août 1913. 
L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à Monsieur le Sous-Secrétaire d’Etat 
des Beaux-Arts 
 
    M. Eugène CHIGOT m’a, en effet, présenté un projet de “Verdure” dont la disposition est 
satisfaisante, sauf pour la bordure qui est seulement indiquée. 
    Mais je suis dans l’obligation, avant de m’occuper de nouvelles commandes de vous soumettre 
à nouveau les demandes formulées par M.Louis ANQUETIN (La Normandie) ; M. Gaston 
PRUNIER (Le Béarn) ; M.Fernand LEVY (La Grèce) dont vous avez bien voulu approuver les 
projets, et qui sont en instance auprès de vous. Il serait utile de prévoir dès à présent l’exécution de 
ces modèles pour assurer l’an prochain le travail des ateliers. 
    Les mêmes raisons me forcent à ajouter les solutions qui concernent les projets de Mme Ory 
ROBIN et de M. Robert de SORIA. 
 
Signé : Gustave GEFFROY. 
 
 
1913 年 8 月 12 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1913 年 8 月 12 日、パリ 
ゴブラン製作所所長より美術政務次官殿 
 
 ウジェーヌ・シゴ氏は「縁取り」用の下絵を私の元へ提出しましたが、そのデザインは十分なもの
でした。指定された〔条件は満たしている、ということですが〕。 
 しかしながら、新たな注文で忙しくなる前に、ルイ・アンクタン氏（ノルマンディー）、ガストン・プル
ニエ氏（ベアルン）、フェルナン・レヴィ氏（ギリシア）らによる注文を新たに貴殿に提出しなければな
りません。貴殿のもとで審議され、貴殿が計画を承認された〔作品の件です〕。来年の工房での作
業を確実なものとする為、これらの下絵の制作を、予め考慮に入れておくと役立つと思います。 
 同様の理由により、オリー・ロビン夫人とロベール・ソリア氏による計画についての結論も付け加え
なければなりません。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【18】  
 
le 4 février 1914, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à M. le 
Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 4 février 1914 
L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à M. le Sous-Secrétaire d’État des 
Beaux-Arts 
 
    J’ai l’honneur de soumettre à votre consentement les commandes de cartons ci-après, 
nécessaires à la Manufacture des Gobelins pour assurer la continuation de travaux qui ont obtenu 
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l’approbation de votre Ministère : 
    Pour faire suite à la série des Provinces et Villes de France :  
  La Normandie, modèle de M. Louis Anquetin. 
  Le Béarn, modèle de M. Gaston Prunier. 
  Les Pyrénées, modèle de M. Edmond Yarz. 
    Pour compléter le salon Bracquemond, qui comprend déjà une tapisserie (L’arc-en-ciel) écran, 
paravent, fauteuils, chaises, canapé et tapis ; 
  La Forêt, verdure et animaux modèle de M. Félix Bracquemond. 
    Pour suivre la Belle au bois dormant, de M. Jean Veber, première composition d’un salon des « 
Contes de Fées » :  
  Le Petit Poucet, modèle de M. Jean Veber. 
    Pour suivre la Diane de Mme Cazin, première composition d’une série de 3 pièces, paysages 
avec figures mythologiques : Vénus, modèle de Mme Cazin. 
    Pour commencer  une série de compositions destinées à représenter les civilisations et les 
grandes époques de l’humanité :  
  La Grèce, modèle de M. Fernand Lévy. 
    Pour compléter le salon Odilon Redon, qui comprend déjà une série de fauteuils et d’écrans :  
    Persée et Andromède, tapisserie murale de petit format, modèle de M. Odilon Redon. 
    Pour compléter le salon Laugé, qui comprend actuellement série de fauteuils et d’écran, et un 
tapis  
  L’Été, paysage avec groupe de moissonneuses, tapisserie murale de petit format, enguirlandée de 
fleurs de la saison, modèle de M. Achille Laugé. 
    Enfin, une verdure, parc et étang, modèle de M. Chiegot. 
Je vous serais reconnaissant, Monsieur le Sous-Secrétaire d’État, de vouloir bien accorder dès à 
présent ces commandes à la Manufacture des Gobelins. Notre travail doit être prévue à la longue 
échéance pour aviser la certitude de toujours garnir nos métiers de pièces nouvelles, et je dois, 
songeant au temps nécessaire avec artistes pour composer et exécuter leurs cartons, vous demander 
de prendre vos décisions dont l’effet budgétaire peut être répartie sur plusieurs exercices. 
 
Signé : Gustave Geffroy 
 
 
1914 年 2 月 4 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1914 年 2 月 4 日、パリ 
ゴブラン製作所所長より美術政務次官殿 
 
 以下に記すカルトンの注文について、貴殿の承諾を伺いたく存じます。これらの注文は、ゴブラン
製作所にとって、美術省大臣の承認を得た計画を確実に継続する為に必要なものとなります： 
 フランスの諸地域と諸都市の連作については： 
ノルマンディー、ルイ・アンクタン氏によるモデル。 
ベアルン、ガストン・プルニエ氏によるモデル。 
ピレネー、エドモン・ヤルツ氏によるモデル。 
 サロン・ブラックモン完成の為に、すでに、タピスリー（虹）、衝立、屏風、長椅子、絨毯が含まれて
いますが、 
森、フェリックス・ブラックモン氏による草木と動物のモデル。 
 ジャン・ヴヴェ氏による、《おとぎ話》のサロンの為の 1 点目である眠れる森の美女に続いて： 
親指小僧、ジャン・ヴヴェ氏によるモデル。 
 風景と神話的人物の 3 点から成る連作の 1 点目となった、カザン夫人によるディアナに続いて： 
ヴィーナス、カザン夫人によるモデル。 
 文明と人類の偉大なる時代を表した連作を開始するにあたり： 
ギリシア、フェルナン・レヴィ氏によるモデル。 
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 すでに一連の肘掛け椅子と衝立が含まれている、サロン・オディロン・ルドンを完成させる為に： 
ペルセウスとアンドロメダ、小型の壁掛けタピスリー、オディロン・ルドン氏によるモデル。 
 すでに肘掛け椅子と衝立、絨毯が含まれている、サロン・ロジェを完成させる為に： 
夏、刈り取り人のいる風景、小型の壁掛けタピスリー、季節の花飾りで囲まれている、アシル・ロジェ
によるモデル。 
 最後に、公園と池、シゴ氏によるモデル。 
 政務次官殿、ゴブラン製作所でのこれらの注文を承認いただければ大変ありがたく存じます。
我々の仕事は、新しい作品を確実に織り上げる為には長期間を要するものであり、私としては、画
家たちが彼らのカルトンを構想し、制作するために必要な時間を求めなければならず、貴殿には、
予算の採決が数回に分けてなされるよう決定を行っていただきたく思います。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【19】  
 
le 20 janvier 1915, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins au le 
Sous-Secrétaire d’État des Beaux-Arts 
 
Paris, le 20 Janvier 1915 
   L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à Monsieur le Sous-Secrétaire 
d’Etat des Beaux-Arts. 
 
    J’ai l’honneur de soumettre à votre approbation deux commandes de cartons de tapisseries pour 
la Manufacture des Gobelins. 
    L’un serait consacré aux “Pyrénées” pour la série des panneaux consacrés aux “Provences de 
France”. Son auteur est M.Edmond YARZ qui a présenté la maquette de ce projet avant la guerre. 
C’est un artiste de paysage dont le mérite est depuis longtemps reconnu et l’oeuvre qu’il vous 
présente déploie en de magnifiques aspects les forêts, les sommets et les vallons des montagnes 
pyrénéennes. 
    Le second carton soumis à votre approbation a pour auteur M.Eugène CHIGOT. C’est une 
“Verdure” où les agréments de l’eau, des fleurs, des architectures élégantes sont réunis pour le 
plaisir des yeux. 
    Votre Département a déjà été saisi de ces deux demandes, et je vous serais très reconnaissant de 
les ratifier pour le travail d’avenir des Gobelins. 
 
Signé : Gustave GEFFROY 
 
 
1915 年 1 月 20 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術政務次官宛て文書  
 
1915 年 1 月 20 日、パリ 
ゴブラン製作所所長より美術政務次官殿 
 
 ゴブラン製作所の為に、2 件のカルトンの注文に関して、承認をいただきたく存じます。 
 1 点は、「フランスの諸地方」連作の為の「ピレネー」です。その制作者はエドモン・ヤルツ氏であり、
彼は、戦争の前に、この作品のマケットを提出してくれました。この芸術家こそ、その才能が長年認
められている人物であり、彼が示す作品は、森、山頂、渓谷といったピレネーの素晴らしい諸相を
展開しています。 
 貴殿の承認をいただきたい 2 点目のカルトンは、ウジェーヌ・シゴ氏が制作者となっています。こ
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れは、「葉叢模様のタピスリー」であり、水、花々、洗練された建築物の魅力が組み合わさって眼の
喜びとなっています。 
 貴殿の部局はすでにこれら 2 点の注文を把握されています。ゴブランの未来の業務の為に、これ
らの注文を承認いただけますとありがたく存じます。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【20】  
 
le 7 juin 1919, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins au 
Directeur des Beaux-Arts 
 
Paris, le 7 juin 1919 
          L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins à Monsieur le Directeur des 
Beaux-Arts. 
 
    Pour faire suite au corton de M. Danger le « Triomphe de Watteau » actuellement sur le métier, 
J’ai l’honneur de vous proposer deux cartons du même peintre, l’un à la gloire de Chardin « La 
Pourvoyeuse », l’autre de Fragonard le « Serment à l’Amour ». 
    Ces deux panneaux feraient avec le Watteau « L’Embarquement pour Cythère », un ensemble 
intéressant du 18e siècle, M. Danger a su présenter ces œuvres de maîtres dans une encadrement de 
très bel effet décoratif qui en feraient des pièces précieuses pour la Manufacture des Gobelins. 
 
Signé : Gustave Geffroy 
 
 
1919 年 6 月 7 日付、国立ゴブラン製作所所長から美術大臣宛て文書  
 
1919 年 6 月 7 日、パリ 
ゴブラン製作所所長より美術大臣殿 
 
 現在、製織中のダンジェ氏のカルトンに基づく《ヴァトーの勝利》に引き続き、同じ画家による 2 点
のカルトンを謹んでご提案いたします。1 点は、シャルダンの《女中》を称賛するもの、もう 1 点は、フ
ラゴナールの《愛の誓い》を〔称賛するもの〕です。 
 これら 2 点のパネルは、ヴァトーの《シテール島への船出》と共に、18 世紀の興味深いシリーズの
一部であり、ダンジェ氏は巨匠たちの作品を非常に美しい装飾的効果の枠取りの中で提示するこ
とができており、〔このシリーズは〕ゴブラン製作所にとって貴重な作品であります。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【21】  
 
1921, Notes par Gustave Geffroy pour Pierre Rameil, député, reporteur du budget des 
Beaux-Arts 
 
Notes pour Monsieur Pierre Rameil, député, reporteur du budget des Beaux-Arts. 41 rue des Martyrs 
 
    J’ai constamment, comme le doit, à mon avis, l’Administrateur d’une Manufacture Nationale, 
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proposé à l’administration des Beaux-Arts des modèles d’art moderne, dûs à des artistes de notre 
temps. Au cours du XIXe siècle, les grands artiste représentatifs n’ont pas été recherché et admis à 
faire leurs preuves superflues de décorateurs pour la tapisserie. Quelques exemples : Delacroix, 
Ingres école des paysagistes de 1830, Corot, Rousseau etc, les maitres impressionistes [sic] : Monet, 
Renoir, Sisley Pissaro [sic], etc. DE même Fantin Latour, Puvis de Chevannes [sic]. Ce ne sont pas 
les peintres dites décorateurs qui peuvent marquer la production des Gobelins d’un caractère 
particulier, ce sont les peintres originaux aptes à toutes les formes de l’art ; Je me suis donc adressé à 
des artistes d’aujourd’hui, et c’est ainsi qu’ont été exécutés le Salon des Saisons de Jules Chéret ; le 
Salon de l’Art en ciel et de la Forêt, de Félix Bracquemond, deux salons complets avec canapés, 
fauteuils, chaises, écrans, paravents, groupés devant une tapisserie de fond. C’est ainsi qu’il y eu un 
commencement de même ordre par Odilon Redon (un Ecran et un Fauteil) ; et Claude Monet , trois 
panneaux de Nymphéas, présentés dans un lambris en marqueterie de Henri Rapin. 
    Pour les grandes tapisseries, ornements future de spacieuses galeries de musées et de palais, une 
série à été mise en cours d’exécution : Celle des Provinces et Villes de France, qui pourrait devenir 
le thème de travail de nombre d’années et l’honneur futur d’un siècle. Cette série comprend 
actuellement :  
    Salut à Paris, Adolphe Willette 
    La Bourgogne, de Louis Anquetin 
    Toulouse, D’Henri Rachou 
    La Bretagne, de J F Raffaëlli 
    Le Béarn, de Gaston Prunier 
    Les Pyrénées, dEdmond Yarz 
La commande de la Normandie a été faite à Louis Anquetin. 
    Une autre série, d’un tout autre genre, est également en voie d’exécution : les Contes de fées de 
Jean Veber, ou la tradition de l’art de la tapisserie s’accompagne merveilleusement de l’humour 
moderne. Trois modèles ont été livrés (deux sont complément terminés) : 
    La Belle au bois dormant 
    Le Petit poucet 
    Cendrillon 
Viendront encore : Peau d’âne, et le Chat botté. Un mobilier fait à Beauvais complétera cette série. 
Voici la liste d’autres tapisserie, terminées ou en en voie d’exécution  
    La Visite de Louis XIV aux Gobelin, de Jean Paul Laurens. 
    L’Entrée de Henri IV à Rennes 
    Jeanne de Montfort 
    LES Vénétes 
La Fontaine de Jovence, de Edmond Tapissier 
Diane, de Madame Cazin 
Le Parc, de Franc Lamy. 
Hommage à [W]atteau, par Danger ( réunion d’œuvre de Watteau présentées dans un décor du 
XVIIIe siècle, avec l’Embarquement pour Cythère comme motif central.) 
    Un Jardin Français, de Madame Ory Robin. 
    Le Départ pour la guerre des Américains, de Jaulmes (tapisserie destinée à la Villes de 
Philadelphie ) 
    Des Ecrans de Robert BOnfils, Gondouin, Madame Reno – Hassemberg, Madame Marie Alix. 
    Une Portière de roses et un Ecran de Monsieur Henri Dumont. 
    L’Eté, de Séguin Bertaux. 
                  ---------------------------------------------- 
L’atelier de Savonnerie aété [sic] reconstitué, et depuis douze ans, a produit  
    Un tapis de Chabal-Dussurgey, répétition d’une pièce unique brulée aux Tuileries en 1871. 
    Un tapis de Félix Bracquemond, faisant parite du Salon de l’Arc en ciel. 
    Un tapis, d’Achille Laugé (Roses et pivoines) 
    Untapis [sic], d’Hannotin 
Les Gobelins possèdent aussi le modèle du tapis des Cygnes, de Louis Anquetin. 
                  ---------------------------------------------- 
pour terminer la décoration du  
palais de justice de Rennes 
Commencée par Ed. Toudouze, reprise 
par A. Gorduet 
} 
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    Le désir de L’Administrateur actuel serait de marquer, par des œuvres significatives, la période 
de guerre que nous venons de traverser Acet [sic] effet, sont soumisà [sic] l’Administration des 
Beaux-Arts, un modèle de Monsieur Granjouan, d’un magnifique effet décoratif, représentant le 
départ des mobilisées et le défile des soldats, àtravers [sic] des paysages de France, dans un 
encadrement qui résume les beautés et les grâces de notre sol. De même un tapis et un mobilier 
deMonsieur [sic] Robert BOnfils ornés d’attrbuts [sic] guerriers, sont à l’étude ;. 
    Pour l’avenir, il est à souhaiter que la Manufacture mette son travail au service des tendances de 
l’art moderne qui produiront des œuvres reconnues viables. Pour cela il est nécessaire que des 
ressources nouvelles soient crées par des vents aux particuliers et que le nombre des 
Artistes-tapissiers sont augmenté, par la création de nouveaux emplois, ou par l’adoption d’artistes 
auxiliaires. Pour cela, une intéressante expérience est faite sur un des métiers de la Manufacture par 
l’apprentissages de sept jeunes femmes et jeunes filles douées du guùt [sic, goût ?] des arts du dessin. 
Il y a autant de raisons pourmmettre [sic] l’élément féminin aux Gobelins, qu’il y en a eu pour 
l’admettre à l’Ecole des Beaux-Arts, à la Villa Médicis, à la Manufacture de Sèvres. 
 
    Telles sont Monsieur le Rapporteur mes prévisions d’avenir en même temps que l’exposé de 
nos travaux présents. 
    Je vous les transmets avec confiance, en vous assurent de toute ma gratitude et de mes 
sentiments respectueux et dévoués. 
 
 [Signé] Gustave Geffroy 
 
 
1921 年、ギュスターヴ・ジェフロワによる、下院議員兼美術省予算に関する報告者ピエー
ル・ラマイユの為の覚書  
 
下院議員、美術省予算に関する報告者、ピエール・ラマイユ氏（マルティール通り 41 番地）のため
の覚書 
 
 私の考えでは、借用者として、また国立マニュファクチュールの行政官として、美術省当局に対し
ては、我々の時代の芸術家たちによる近代芸術のモデルを、絶えず提案してきました。19 世紀を
通じて、代表的な偉大な芸術家たちは、タピスリーの為に、装飾家としての自らの持て余した才能
を発揮することを、求められたり、認められたりすることはありませんでした。幾つかの例を挙げるな
らば、ドラクロワ、アングル、1830 年代の風景画家、すなわちコローやルソーなど、そして印象派の
巨匠たち、モネ、ルノワール、シスレー、ピサロなどのことです。同様に、ファンタン＝ラトゥール、ピ
ュヴィス・ド・シャヴァンヌ。これは、ゴブランで製作されるものに独自の個性の印を付ける装飾家と
呼ばれる画家たちのことではなく、芸術のあらゆるかたちの才を持つ独創的な画家たちのことです。
それゆえ私は、今日の芸術家たちに訴えかけ、そして、ジュール・シェレによる四季のサロン、フェ
リックス・ブラックモンによる虹と森のサロンが製作されました。これら 2 つのサロンは、長椅子、肘掛
け椅子、椅子、衝立、屏風で構成され、奥に〔掛けられた〕タピスリーの前で一揃いになるものです。
また同じようにして、オディロン・ルドンに基づく衝立と肘掛け椅子も製作が開始され、クロード・モネ
に基づく睡蓮の 3 枚のパネルも、アンリ・ラパンのマルケトリ〔寄木細工による工芸技法〕による木枠
に収められています。 
 大型のタピスリー、つまり、美術館や宮殿〔官邸〕の特別なギャラリーを将来的に飾る装飾につい
ては、ある連作が製作中です。フランスの諸地方と諸都市の連作で、これは数年にわたる仕事のテ
ーマとなり、将来的には世紀の栄光となり得るものです。本連作には目下、以下が含まれていま
す。 
パリ万歳、アドルフ・ヴィレット 
ブルゴーニュ、ルイ・アンクタンによる 
トゥールーズ、アンリ・ラショによる 
ブルターニュ、J F ラファエリによる 
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ベアルン、ガストン・プルニエによる 
ピレネー、エドモン・ヤルツによる 
ノルマンディーの注文は、ルイ・アンクタンになされました。 
 全く異なる種類の別の連作も、同じように製作過程にあります。すなわち、ジャン・ヴヴェによるお
とぎ話〔の連作〕で、タピスリー芸術の伝統が近代のユーモアと見事に歩を合わせています。3 点の
モデルが提出されました（2 点が製作完了しています）。 
眠れる森の美女 
親指小僧 
シンデレラ 
さらに、ロバの皮と長靴をはいた猫が続きます。ボーヴェで製作される家具が、この連作を完成さ
せる予定です。 
以下は他のタピスリーのリストで、製作が完了したものと製作途中のものです。 
ルイ 14 世のゴブラン訪問、ジャン＝ポール・ローランスに基づく 
アンリ 4 世のレンヌ入城 
ジャンヌ・ド・モンフォール 
ウェネット族 
青春の泉、エドモン・タピシエによる 
ディアナ、カザン夫人による 
公園、フランク・ラミーによる 
ヴァトーへのオマージュ、ダンジェによる（一連のヴァトー作品で、18 世紀の装飾の中に、中心モテ
ィーフとしてシテール島への船出が描かれる） 
 フランスの庭、オリー・ロビンに基づく 
アメリカ軍の戦争への出立、ジョルムスによる（フィラデルフィア市の為のタピスリー） 
 ロベール・ボンフィス、ゴンドゥアン、レノ夫人による衝立 ― ハッセンベルク、マリ・アリックス夫
人。 
 アンリ・デュモン氏によるバラの扉飾りと衝立。 
 夏、セガン・ベルトーによる。 
――――――――――― 
サヴォヌリーのアトリエは再建され、過去 2 年間で以下を製作しました。 
シャバル＝デュシュルジュによる絨毯、1871 年にテュイルリーで消失した 1 点ものの再製作。 
フェリックス・ブラックモンによる絨毯、虹のサロンの一部を成す。 
アシル・ロジェによる絨毯（バラと芍薬） 
絨毯、アノタンによる。 
ゴブランは、ルイ・アンクタンによる白鳥の絨毯の為のモデルも所有しています。 
――――――――――― 
 現所長の要望は、重要な作品によって、我々が経験した戦争の時代を記念することです。この目
的の為に、美術省にはグランジュアン氏によるモデルが提出されました。このモデルは、素晴らし
い装飾的効果を備え、フランスの風景を横切る召集兵たちの出立と兵士たちの隊列が表されてお
り、枠取り部分には、我が国の土地の美しさと優美さが集約されています。同様に、戦争を表すアト
リビュートで装飾されたロベール・ボンフィス氏による絨毯と家具も、検討中です。 
 将来的には、製作所が、その製作を、世に認められた持続性のある作品を生み出してゆく近代
芸術の傾向に貢献させることが望まれるべきです。その為に必要なのは、新たな資源が個人への
売却によってつくられること、新たな雇用の創出あるいは補佐的な立場の芸術家の採用によって、
タピスリー作家の数が増えることです。その為に、製作所の仕事に関して、素描の才能がある 7 名
の若い女性と少女たちが、修行によって重要な経験を積むことが必要なのです。美術学校やヴィ
ラ・メディチ、セーヴル製作所で認められているように、ゴブランにも女性的な要素を許可する理由
があるのです。 
 
レンヌ市裁判所の装飾を完成させる為のタピスリー 
Ed. トゥードゥーズによって開始され、A. ゴルドゥエが
引き継いだ } 
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 以上が、私の将来の展望と現行の我々の作業についての報告です。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【22】  
 
le 17 mars 1923, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins au 
Ministre de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
 
le 17 mars 1923 
    L’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins. 
    A Monsieur le Ministre de l’Instruction Publique et des Beaux-Arts 
 
    J’ai l’honneur de vous proposer la commande de quatre modèles de Fauteuils en Tapisserie à 
exécuter par M. DUFRESNOY, Artiste-Peintre, 23, place des Vosges. 
    La réputation de M. DUFRESNOY est établie et vous pourriez être assuré que les modèles de 
fleurs et de feuillages qu’il vous présenterait auraient la marque de son talent consciencieux et 
seraient harmonieux de formes et de couleurs. 
    Je vous demande aussi de bien vouloir vous mettre en rapport avec des Artistes déjà remarqué 
par vous et qualifiés pour donner une suite à la série des “PROVENCES DE FRANCE” 
entrepise[sic] aux Gobelins. 
    Ce sont M.M : Zingg, pour “L’AUVERGNE”, LEGUEULT, pour la “FRANCHE-COMTE” ; 
TAPISSIER, pour le “LIMOUSIN”. 
    Il faut aujourd’hui prévoir l’achèvement prochain de plusieurs grandes pièces actuellement sur 
le Métier. Avec le temps nécessaire à l’exécution des modèles, qui pourraient nous être livrés à la fin 
de l’année il n’y aurait pas d’arrêt dans les travaux de trois de nos Métiers. 
 
Signé : Gustave Geffroy 
 
 
1923 年 3 月 17 日付、国立ゴブラン製作所所長から公教育美術省大臣宛文書  
 
1923 年 3 月 17 日 
 
ゴブラン製作所所長より公教育美術省大臣殿へ 
 
 デュフレノワ氏、芸術家、画家、ヴォージュ広場 23 番地、による、タピスリー〔を張り込んだ〕肘掛
け椅子の為の 4 点のモデルの注文を、謹んでご提案いたします。 
 デュフレノワ氏の評判は確立されており、彼が提案してくれる花々と葉叢のモデルが、彼の誠実
な才の証を示し、また形態と色彩調和とが調和することを、貴殿は確信されることでしょう。 
 また、貴殿が指摘し、ゴブランで企画中の連作「フランスの諸地方」を継続させる為に十分な能力
を持った、芸術家たちを貴殿に紹介させていただきたく思います。 
 「オーベルニュ」にはザング氏を、「フランシュ＝コンテ」にはルグー氏、「リムーザン」にはタピシエ
氏を。 
 次に完成する現在製織中の複数の大型のタピスリーを予め確認しておかなければなりません。
年末までに我々に提出される予定のモデルの制作に必要な時間があるので、これら 3 点の製織に
は中断はないでしょう。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
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【23】  
 
le 5 septembre 1923, Lettre de l’Administrateur de la Manufacture Nationale des Gobelins 
adressée au ministre de l'instruction publique et des Beaux-Arts 
 
L’Administrateur de la Manufacture Nationales des Gobelins. 
à Monsieur le Ministre de L’Instruction publique et des Beaux-Arts. 
    Vous m’avisez que LA PROVENCE de Monsieur René Piot destiné aux Gobelins est changée 
en ameublement pour Beauvais. 
    J’ai l’honneur de vous demander de vouloir bien maintenir la commande des Gobelins qui ne 
fera nullement double emploi avec la commande d’un ameublement pour Beauvais. Bien au 
contraire, il y aura là une double manifestation d’un artiste de grand talent. La tenture des Gobelins, 
qui a pour sujet LA PROVENCE, et qui fera partie de la série des Provence et Villes de France, est 
absolument indispensable au travail des ateliers ou vont se trouver libres dans un temps rapproché 
les métiers où s’exécutent LES PYRENNEES d’Edmond Yarz, LE BEARN, de Gaston Prunier, LE 
DEPART DES AMERICAINS, de Jaulmes. Déjà le métier de LA FORET, de Bracquemond, est 
libéré, et les deux tapisseries de Zingg : L’AUBERGNE et de Legueult : LA FRANCHE-CONTE ne 
suffiraient pas à assurer le travail de notre personnel. 
      Je serai heureux si vous vouliez bien prendre cette demande considération en reportant, si les 
nécessités budgétaires l’exigent, commande de Monsieur René Piot sur l’exercice de 1924. 
[Signé] Gustave Geffroy 
 
 
1923 年 9 月 5 日付、ギュスターヴ・ジェフロワから公教育美術省大臣宛て文書  
 
国立ゴブラン織製作所行政官より公教育・美術省大臣殿 
 貴殿は私に、ゴブランの為のルネ・ピオ氏による《プロヴァンス》は、ボーヴェ〔で制作する〕為の家
具に変更されたと通告されました。 
 謹んでお願い申し上げますのは、ゴブランからの注文は、ボーヴェのための家具の注文と併用さ
れない状態を維持していただきたいのです。全くその反対で、才能ある芸術家が二重に提出する
ことになってしまいます。主題を《プロヴァンス》とし、フランスの諸地域と諸都市連作の一部となるタ
ピスリーは、〔ゴブランの〕工房での制作に絶対に欠かせないものであり、エドモン・ヤルツの《ピレ
ネー》、ガストン・プルニエの《ベアルン》、ジョルムスの《アメリカ人の出発》が制作されている機織り
機は、間も無く、空く予定です。既に、ブラックモンに基づく《森》を〔織っていた〕機織り機は空いて
おり、ザングに基づく《オーベルニュ》とルグーに基づく《フランシュ＝コンテ》の 2 点のタピスリーは、
我々の職人たちの仕事を保証するには不十分であります。 
 この要求について引き続きお考え直し頂き、1924 年の制作に関するピオ氏の注文を実行するに
あたって必要な予算を考え直して頂きますと幸いです。 
 
 〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
 
 
【24】  
 
[s.d.], Note pour M.Bigard-Fabre, chef de division de l’Enseignement et des Manufacture au 
Sous-Secrétariat des Beaux-Arts 
 
    Note pour M.Bigard-Fabre, chef de division de l’Enseignement et des Manufactures au 
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Sous-Secrétariat des Beaux-Arts. 
 
    Les choix faits par M. le Sous Secrétaire d’Etat en 1911 portient sur :  
  _____Une bordure de style XVIIe siècle pour encadrer notre tapisserie du Louis XIV de Rigaud, 
par M. Bochard. Au prix de 1500 francs le modèle. 
  _____Une tapisserie de M. Tapissier : “ La Fontaine de Jouvence ” pour laquelle l’artiste 
demande 6.000 francs ;  
  _____Une tapisserie de M. Séguin-Berteaux : “ L’Eté ”, au prix de 3.000 francs ; 
  _____Un modèle de tapis de M. Hannotin, au prix de 4.000 francs ; 
  _____Un modeèle de tapis de M. Achille Laugé, au prix de 4.000 francs ; 
  _____Un salon complet : Modèles de chaise, fauteuil, canapé, écran, paravent, tapis, de M. Félix 
Bracquemond, soit six modèles ( modèles des bois compris ) au prix de 10.000 francs, qui pourraient 
être distribués sur plusieurs exercices. 
 
[Signé] Gustave Geffroy 
 
 
〔日付不明〕、教育・マニュファクチュール部局長ビガール＝ファーブル氏から美術政務次
官宛て覚書  
 
教育・マニュファクチュール部局長ビガール＝ファーブル氏より美術政務次官宛て覚書 
 
 1911 年、〔美術省〕政務次官殿によってなされた選択は、以下を含む： 
――17 世紀様式の縁飾り、Rigaud のルイ 15 世のタピスリーの縁取りに使用する為、ボシャール氏
による。1,500 フラン相当のモデル。 
――〔エドモン・〕タピシエ氏によるタピスリー：《青春の泉》、これに対し、タピシエは 6,000 フランを
求めている； 
――セガン＝ベルトー氏によるタピスリー：《夏》、3,000 フラン； 
――アントン氏による絨毯のモデル、4,000 フラン； 
――アシル・ロジェ氏による絨毯のモデル、4,000 フラン； 
――サロン一式：フェリックス・ブラックモン氏による、椅子、肘掛け椅子、長椅子、衝立、屏風、絨
毯。6 点のモデル（木枠の為のモデルも含む）、10,000 フラン、複数にわたって提出される予定。 
 
〔署名〕ギュスターヴ・ジェフロワ 
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資料（4）  
【翻訳】 ギュスターヴ・ジェフロワ著『ゴブラン』（1924 年頃9） 
 
 以下は、Gustave Geffroy, Les Gobelins : Les Musées d’Europe, Paris : éditions Nilsson, [s.d., 
après 1924]のうち、本論に関連する箇所を、訳出したものである（一部、部分翻訳もあり）。訳出箇
所は以下の通り。 
 
・ 序 （原著 i-iv 頁） 
・ 第 10 章 ― 20 世紀のゴブラン ― サロン・シェレ （原著 49-59 頁） 
・ 第 11 章 フランスの諸地域と諸都市 （原著 59-61 頁） 
・ 第 12 章 ヴィレットの《パリ万歳》  （原著 61-70 頁） 
・ 第 13 章 ルイ・アンクタンの《ブルゴーニュ》  （原著 70-72 頁） 
・ 第 14 章 J.-F. ラファエリの《ブルターニュ》 （原著 72-78 頁） 
・ 第 15 章 アンリ・ラショの《トゥールーズ》 ― エドモン・ヤルツの《ピレネー》 ― ガストン・プルニ
エの《ベアルン》 ― ザングの《オーベルニュ》 ― レイモン・ルグーの《フランシュ＝コ
ンテ》 ― ジャン・スリエールの《セーヌ河のニンフ》 ― ルネ・ピオの《プロヴァンス》 
（原著 78-84 頁） 
・ 第 16 章 ― サロン・ブラックモン ― 《虹》 ― 《森》 ― 《嗅覚》 ― 《桟敷席》 （原著 84-92
頁） 
・ 第 18 章 ― マリー・カザンの《ディアナ》 ― オディロン・ルドンの花 ― オリー・ロビン夫人の
扉、屏風、衝立、セガン＝ベルトー、アンリ・ドゥモン、アシル・ロジェ、ボーバン＝ビネ
夫人、マリー・アリクス夫人、ルノ＝アセンベルク夫人、ブヌースト夫人、ジュイレラット、
ゴンドゥアン、ロベール・ボンフィス （※ ルドンに関する箇所のみ訳出、原著 101-103
頁） 
・ 第 22 章 ― サヴォヌリーの工房 ― クロード・モネの仕切壁《睡蓮》 ― オディロン・ルドンの
衝立および屏風 、ポール・ランソン、A. ロジェ、ブヌースト夫人、ラズドゥリ夫人、ゴデ
ィサール、ヴァン・ゴッホ、セザンヌ （※ モネに関する箇所のみ訳出、原著 138-141
頁） 
 
 ゴブラン製作所に関するジェフロワの記述は、『ゴブラン』（1924 年頃）に集約されているが、連作
「フランスの諸地域と諸都市」についての記述は、以下 4 点の既刊記事を踏襲し、これらに加筆・修
正を加え、当該著作へ組み込んでいる。 
 
『ゴブラン』に組み込まれた記事の初出： 
① Gustave Geffroy, « Willette aux Gobelins », Art et décoration, juillet-décembre 1909, t. XXVI, 
pp. 191-196. 
 当該連作のうち、一番最初に完成した、ヴィレットに基づく《パリ万歳》について論じてい
                                                       
9 本著作の出版年は、記載がなく不明であるが、1924 年に製作が完了した《ピレネー》（製織完了は 9 月 25
日）および《ベアルン》（製織完了は 10 月 20 日）の図版が掲載されているため、1924 年以降の出版と推測さ
れる。 
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る。『ゴブラン』の「第 12 章」に収録された。 
② Gustave Geffroy, « Les Gobelins », Figaro illustré, no 250, janvier 1911, pp. 1-24. 
 ここでの記述は、『ゴブラン』のベースとなっている。ただし、『ゴブラン』では、当該記事
の刊行年である 1911 年から、出版年の 1924 年までの間に製作されたタピスリーに関す
る記述が、大幅に増えている。それに対し、当該記事での記述は、《パリ万歳》、《ブルゴ
ーニュ》、《ブルターニュ》、《トゥールーズ》の 4 点の言及にとどまる。 
③ Gustave Geffroy, « L’Art moderne des Gobelins », Les Arts : Revue mensuelle des musées, 
collections, exposition, no 155, octobre 1916, pp. 13-19. 
 1916 年時点の制作状況を報告する内容で、主に、「第一計画」、連作「フランスの諸地
域と諸都市」、ジャン・ヴヴェに基づく作品群の記述から成る。諸地域連作に関しては、
《パリ万歳》は完成、《ブルゴーニュ》、《ブルターニュ》、《トゥールーズ》の 3 点は製織中、
《ベアルン》、《ピレネー》、《ノルマンディー》は、モデルがまだ画家の手元にある状況だと
説明している。 
④ Gustave Geffroy, « La Manufacture des Gobelins », La France nouvelle, mai 1921, pp. 
142-147. 
 記事全体のうち、当該連作について割かれた部分は、全体の 1 割程度。言及がある作
品は、《パリ万歳》、《ブルターニュ》、《ブルゴーニュ》、《トゥールーズ》、《ピレネー》、《ベ
アルン》の 6 点のみにとどまる。 
 
 
 
［凡例］ 
・〔 〕は訳者による補足。文中の作品タイトルは《 》で、イタリックや大文字表記などによる強
調は「 」で示した。 
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序  
（原著 i-iv 頁） 
 
 ゴブランに関する本著は、ヨーロッパの美術館の叢書10に加えられたものである。しかしながら、
人々は、それは一時的な美術館のことで、その美術館を成立させている作品が、別の行き先を与
えられたオブジェになり得ることを認めたがるだろう。しかし、本著では、〔製作所の〕不変の部分、
すなわち、17 世紀に創設され 20 世紀においてもなお機能している、名高く、唯一無二のアトリエの
歴史的役割を定義するに足る、製作所に関する簡潔な歴史を知ることになるだろう。製作所の活
動を網羅するには、いくつもの著作が必要となろう。まずは、モーリス・フナイユ氏による 5 巻の大型
本、『ゴブラン製作所のタピスリー、創設時から現代まで』11がある。これは、集められた資料の数と
信憑性、そして、3 世紀の間に織り上げられた傑作の大部分を忠実に複製した図版によって、大著
であると言える。5 巻のうち 1 巻が、ゴブラン〔王立製作所創設〕以前に、パリのアトリエで製作された
作品に充てられている。この 1 巻は、17 世紀の栄華、18 世紀の魅力、19 世紀のためらいがちな模
索〔の時代〕にとって、欠くことのできない前奏となっており、〔ゴブラン以前のアトリエは、〕その顕著
な特異性によって芸術における輝かしい道をたどっているものの、国家の製作所の仕事〔のレベ
ル〕には達していない。自らの装飾に関するアイディアを竪機の職人たちに提供できる偉大な芸術
家たちは、国家という注文主に見捨てられてきた。国の行政官たちは、ルイ 14 世や 15 世の時代の
役人たちに比べて発想力に乏しく、この事実は、第一帝政から第三共和政に至るまで、つまり、王
政復古期、ルイ・フィリップ、ナポレオン 3 世の時代を通じて言えることである。これが、その存在感
を示す時期もあれば低調の時期もある〔製作所の〕歴史であり、本著の前半で、まず最初に手短に、
語られている歴史である。 
 後半部は、私が 1908 年から託された運営の成果についてである。これは、公教育・美術大臣アリ
スティッド・ブリアン氏、その後任のガストン・ドゥメルグ氏、そして美術政務次官ドゥジャルダン＝ボ
ーメッツ氏からの提案であった。私は、こういった類の、骨の折れる報われない任務を引き受けるこ
とに躊躇したことを白状する。そして、ある認識を受け入れることになる、と書くことを許されたこのジ
ャーナリスト〔ジェフロワ〕は、〔この任務を引き受けるという〕不確実で良識を欠いた承諾を表明する
前に、ほとんど深く考えることはしなかったのである。私がゴブランに入ったのは、批評と、出版界で
日に日に成し遂げられているプロパガンダの仕事を、そこで継続する為にすぎなかった。私は、私
が美術省に対して、我々の時代の芸術家を提案しなければならないと信じていたし、例えば、ジュ
ール・シェレ、フェリックス・ブラックモン、クロード・モネ、セザンヌ、ヴァン・ゴッホ、J.-F.ラファエリ、ア
                                                       
10 GEFFROY 1903-1913. 
11 FENAILLE et al. 1903-1923.ジェフロワは 5 巻としているが、正確には、「第 6 巻 補遺」を含めた全 6 巻で
ある。 
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ドルフ・ヴィレット、ルイ・アンクタン、オディロン・ルドン、カザン夫人、といった芸術家と、昔の巨匠と
を、ゴブランにおいて結びつけなければならない〔とも考えた〕。また別の時代は、ジャン・ヴヴェ、
ルネ・ビネ、アントン、ポール・ランソン、ガストン・プルニエ、アンリ・ラショ、ピエール・ブラックモン、
エドモン・ヤルツ、ゴルグ、アンリ・デュモン、アシル・ロジェ、エドモン・タピシエ、セガン＝ベルトー
によって、体現される。新たな〔世代〕には、ロベール・ボンフィス、エマニュエル・ゴンドゥーアン、ゴ
ディザール、オリー・ロビン夫人、ラズドゥリー夫人、マリー・アリックス夫人がいる。さらには、ルネ・ピ
オ、A. ザング、レイモン・ルグー、ジャン・スリエールが来る。その名は挙げられたが、まだ〔ゴブラ
ンに〕来ていない者たちに、ポール・シニャック、エドゥアール・ヴュイヤール、X.-K.ルーセル、J.-L.
フォラン、モーリス・ドニ、カピエッロ等がいる。ゴブランは、自らに禁じられている迅速さを以って、
同時代の作品の動向についていくことができていないが、これらの動向〔から生まれた〕表現力豊
かな作品を評価することはできる。 
 これら〔の名〕は、過去 15 年間の方法論を示す為に〔挙げた〕名である。列挙された芸術家たちは
皆、その手法において、各時代の装飾芸術の代表格である。そうして製作所は、その製作方法の
許す範囲で、各時代の芸術に目を配ることができる。製作所が実現できなかったもの、看過してき
たのは、アングル、ドラクロワ、1830 年代の風景画家、印象派、ファンタン＝ラトゥール、ピュヴィス・
ド・シャヴァンヌ、カザン、その他である。製作所は、たった一度だけ、ギュスターヴ・モローを認めた
ことはあった。本著の中に、装飾に関する考え方を発見する人にとって、彼らの作品は、その装飾
の力と魅力、色彩の輝きと調和、思いがけない生彩さによって、製作所の歴史に残り続けるだろう。
古いタピスリーの暗い色調や退色した色に人々が夢中になる時、このような〔新しい時代の〕作品は、
完成したばかりだという欠点を持つに過ぎない。昔のタピスリーはかつては新しく、同じように、近代
のタピスリーも古いものとなるが、それは、何千もの色数を持つシュヴルールの色相環が、今日のタ
ピスリー芸術においては価値が落とすから、というわけではない。シュヴルールによる仕事やその
発見、また、染色に関する研究所を避けて通ることはできず、人々はそれ〔シュヴルールの成果〕を
知っていたら、13 世紀に使っていたであろう〔程の発見であった〕。タピスリーが絵画における進化
に従わざるをえないのは、これまでもそうであったし、これからも変わらないだろう。新たに見つけら
れている色の数は、選択の幅が広がっていることを意味する。そのような歴然とした事実が認めら
れないのなら、芸術同様、文学においても 13 世紀にとどまっていただろう。私は、芸術に「進歩」と
いう言葉を使うのを控えたいが、新しさや個性は絶えず存在しているのであり、各世紀、各時代の
芸術には、歴史的意味がある。 
 この本は、その多くの場合が無分別な批評――ゴブランにおける近代芸術のあらゆる宣言に、敵
対的な態度を示す、立派な上院議員の年間報告書で繰り返される批判に他ならない――に対す
る防衛ではない。提案はするが決定はしない、控えめな〔ゴブランの〕運営役の弁明でもない。自ら
の才能と信念を、我々の共有の作品に提供してくれた芸術家たちに対する篤い敬意の念として、
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〔本書を〕受け取ってもらえればと思う。彼ら〔芸術家〕と共に過去を称賛し、それを継続させよう。 
 
ギュスターヴ・ジェフロワ 
 
第 10 章  ―  20 世紀のゴブラン  ―  サロン・シェレ  
（原著 49-59 頁） 
 
 ジュール・シェレに求められたサロンは、4 点のタピスリー、椅子、肘掛け椅子、長椅子、衝立、屏
風、絨毯で構成される。 
 ゴブラン以前に、多くのテーマでその愛好家としての趣味を示し、またタピスリーの専門家である
モーリス・フナイユ氏がシェレの才能に心を捉えられ、この芸術家に依頼をして、イタリア広場の住
まいに、ゴブランのタピスリー職人であるゴズィ氏によって織られた〔タピスリーを設置した〕サロンを
作らせた。この個人の工房から生まれた作品は、ゴブラン美術館で展示された。そこでは、《公園で
のダンス》、《草上の昼食》、建築、彫刻、花瓶、草木や花々といったパーツで作った装飾が賞賛さ
れた。ゴブランに《バラ》のカルトンを譲ってくれたのはこのフナイユ氏であり、それに続いて間も無
く、四季の女神とアトリビュートを表した別の 3 枚のカルトンが〔注文された〕。彼にはどれだけ感謝
すべきか！彼によって、一流の芸術家が、18 世紀の芸術家たち、すなわち彼の祖先たちに連なる
かたちで、その地位を得る機関〔ゴブラン〕において、自身の〔才能の〕高さを示すことができた。 
 ポスター作家シェレがゴブランに！彼の並外れた才能に異論の余地がないことを認めようとしな
い者――今も存在している！――は、彼をおとしめる為に、ジュール・シェレが産業と芸術を同時
に生み出すこととなったポスター制作に繰り返し言及するのをやめない。 
 ああ、そうである！彼はかつてポスター作家であって、〔変わらず〕そうあり続けたと宣言さえしよ
う！彼の個性が、一見したところ、単純で簡単な構成に由来するということを、また、彼を目の前に
して〔その構成の重要性を〕理解できた者は誰一人としていなかったということを、我々は理解して
いない。だが、パリの壁を綺麗に飾ったのは一体誰だったか？職人の手仕事に指示を出す〔立場
にある〕素描芸術、つまり、非常に格別で気取りのない巧みさを持つこの絶え間ない想像力に劣る
と考えられてきた職人仕事を、切り離して考えることは昔からあることであるが、〔そうした手仕事
が、〕有名な印刷業者の工房での作業やポスターを貼る職人たちを、何年にもわたって楽しませて
きたのだ。この人物〔シェレ〕は、職人の工房から、民衆から、大衆の中から出てきて、年月を重ね、
仕事を積み重ねていくうちに、観察〔に基づく〕ヴィジョン、つまり、瞬間の科学に到達し、非常に魅
力的で稀有な芸術の領域へとたどり着いた。その領域では、彼は全くの簡潔さの中に生き、自然
で奔放に見える方法で、作品を生み出している。花々が花ひらくと、春が草原を覆い、垣根にその
香りを染み込ませ、木々を花で飾るのである。 
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 シェレの名誉は、それ〔ポスター〕を考案し、それを基盤としたことである。彼は、自身の中にある
驚くべき天賦の素質によってのみ、その作品を成功させることができた。率直で素早いと同時に、
シェレには知識があり洗練されている。彼には、昔の偉大な芸術家、パリの熟練した職人が持って
いたものがあるのだ。間違いのないセンスを操り、初めから、生来の才能と言って良い、人の想像を
超えた経験と、思考と手にいかなる苦痛も与えないほとんど常に欠点のない作品を完成させる〔能
力〕を持っている。彼が描くものは、驚くような軽やかな動きで飛翔し、停止し、線、斑点、バランス
の技術によって配されるが、これらは生まれながらの装飾家の作品にしか認められないものであ
る。 
 シェレがポスターを十分に構成し、印刷したとき、彼は、それがほとんど使命であったかのように
壁を飾り続けた。彼は、ただ向こう方からやってきて、まず初めに絵の具で壁に描き、次にタピスリ
ーの下絵を描いた。その〔下絵を描く〕才能は、〔絵の具で描くときと〕同じ質、同じ巧みさ、同じ力を
持つ。彼の想像力は、様々な顔を持ち、ニュアンスに富んでいるが、その才能は成長し、想像力は、
新たな手段には申し分ないものであった。それはもはや、グラデーションの地に、3 色か 4 色〔で描
かれた〕ポスターの色合いではなく、明暗によって明確さを持ち、色調と平面によって形作られた形
体であり、光と色彩の分析によって実現された総合である。そして、シェレは、彼が愛する自然、
様々な花、肌の色から、あらゆる喜びを引き出すことができたのだ。彼のパレットほど、眼に味わい
深く映るものはない。彼は、春の空、夏の空、野や庭の花々、女性の若々しさ、子供の人生の目覚
めを表現する為に、バラ、なでしこ、椿の色、玉虫色の蝶の翼を一体化させている。 
 シェレは、ヴェネツィアの装飾家や 18 世紀の雅宴画家の兄弟であり、彼の中にはティエポロやフ
ラゴナール的なものがあるが、しかし、その模倣や類似ではない。シェレはシェレ、申し分なく彼自
身なのである。彼が愛着を持つのは、ほっそりとした腕に長い脚を持ち、関節が柔らかい人物、フ
ランスの踊り子、パリの陽気な女性、生きる喜びを感じ、ワルツを踊り、ジャンプし、微笑み、その
若々しく健康的な身体を伸ばす人物、良き子供、美しい娘、愛らしい女性たちの上機嫌である。彼
女は自分を〔周囲の〕視線に晒すことを楽しんでいる。これは常に変わらないことだ！と、人々は言
うし、これからも言うだろう。なんたる間違い！あらゆる形体、身振り、物腰、色彩、表現が、この〔シ
ェレが描く女性たちの〕行列には存在しており、空には星が描かれている。そしてシェレは、無限に
生み出しているにもかかわらず、自分の目の前を通り過ぎるのを見ているもの、目にしたもの、これ
から目にするもの全てを捉え損ねることはないだろう。 
 彼の芸術は、今後も残存し続けるものの証であり、単純な新しさと、他にはない雰囲気を備えてい
る。親しみやすさと軽やかな華麗さを有している。 
 「カーニバルの祭り」、「四季」、イタリア喜劇とフランス喜劇にお決まりの人物、「音楽」、「バレエ」、
「パントマイム」の人物、ダンス、モスリンをまとったロンド〔を踊る人物が描かれた〕、《草上の昼食》、
《公園でのダンス》、《バラ》、《小麦》、《葡萄》、《モチノキ》のタピスリーは、リズムのある構成で、簡
 186 
潔で軽やか、同時に儚げでもあり明瞭なモティーフが上昇している。モダンな女性たちは、その視
線や身振り、微笑み、物腰によって、シェレの繊細なヴィジョンを体現し、〔このような〕魅力的な幻
影的光景の中で、女性と子供たちが、幻影と現実のバレエという魔法によって、昔の女神やアモル
が担っていた位置を占め、我々の日々の疲れが夜のスペクタクルに求めるような輝かしいおとぎ話
の世界となっている。――これが、シェレが表現した人生の祝宴である。 
 〔物事には〕また別の側面もあって、彼はそれをよくわかっている。人間の長い歴史には困難や思
考があることを彼は理解している。シェレは、労働の世界を知っており、人々の不満の声、戦争の
騒音、社会の苦しみを見てきた。しかし、覆い隠され、忘れがちな日常やつかの間の喜びへの陶
酔を示してくれた彼に、我々はどれほど求めるのだろう！彼の芸術には、粗雑な意図や品の無い
形など決して無かった。誇張無しに言えることは、彼のミューズは、オーケストラが激しくなり、お祭り
騒ぎが頂点に達する瞬間でさえ、非常に陶酔しながらも純潔を保っているということだ。シェレが望
んだのは、日常を忘れさせ、人生の勝利の魅惑を見せるということだけだった。これ以上に、使命を
求めようとはしなかった。表現、感情のひらめき、人間の表情の特徴を示す痕跡に気づく能力を備
えて生まれてきた人がいる。他方で、草木、水、穏やかな平原、波立つ海の魂を、自身の内側に持
っている人もいる。シェレは、都市の挿絵画家、文明化した都会の芸術家であり、夜の宴、祝宴の
陽気さ、きらめくダンスホール、愛想を振りまく者たち、柔らかなドレスの豪華さに熱中する。彼には、
スペクタクル、サーカスで即興的に行われるダンスパーティーや道化、戸外のコンサート、白い光
の投影、手足をくねらせる道化師、軽業師の優美さ、突然登場する踊り子、といったものに対する
センスがある。彼は白塗りのピエロを大変好み、黒色の洋服のピエロを発明した。あらゆるモティー
フが、シェレにとっては、地面を離れ、宙吊りになり、軽やかな空気中で一緒になって現れる。彼は、
我々の気晴らしの舞台を描き、道化の無分別な愚行を形どった。無作法な遠近法と斜めに〔歪ん
だ〕天井画の遠近法を巧みに駆使し、美と生命をよく心得て生き生きと描き出し、また、世の中の流
れにスタイルを与えてそれを普及させるシェレは、日常から真実をうまく抽出し、見事に花開いた状
態の生命を引き出すことができる現代作家となるだろう。 
 シェレは、すでに客として、市の行政組織、すなわち、パリ市庁舎、ニース県と出会っている為、
今度はゴブランに入るわけだ。 
 《バラ》、《小麦》、《葡萄》、《モチノキ》のタピスリーによって、彼は改めて、バランスのとれた構図に
おける軽快で非常に快い質と、配置と配色における洗練された趣味をはっきりと示した。我々は、
我が国 18 世紀以来、より美しい装飾を考案してこなかった。大雲の下で〔で展開し〕、その色彩が
香り、揺れ動き、そよ風と戯れる花々の縁取りの中〔に収まり〕、季節によって変化する光の中〔で表
現される〕装飾を。ここにある全ては、運動、可憐さ、洗練である。椅子、肘掛け椅子、長椅子、屏
風、衝立は、これらのタピスリーと調和している。椅子の表面には、流麗な花飾りが描かれ、背もた
れの、紫がかった灰色で描かれた女性の顔は、花飾りと果実、そしてバラ色のリボンに結び付けら
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れた四季を表すモティーフに囲まれている。女性たちの顔はそれぞれ、微笑んだり夢見がちであり、
ヒナギク、ひなげし、バラ、菊でできた花冠は、軽快に高ぶる生命で震えている。 
 こうした装飾は、《絨毯》でも確認できる。シェレはマケットを提出し、それは、家具やタピスリーの
モティーフを非常に巧みに翻案することができる、サヴォヌリーの工房長であるクピニ氏によって絨
毯の大きさに織り上げられた。 
 
 
第 11 章 フランスの諸地域と諸都市  
（原著 59-61 頁） 
 
 1 点から成る作品に越したことはないが、複数から成る作品も重要である。連作「フランスの諸地
域と諸都市」である。 
 私がゴブラン製作所に呼ばれた日、かなり大きな規模のプログラムを作るのも有効であるように思
えた。どの程度の規模でも構わないのだが、〔一旦〕離れても、また休みなく続けられるプログラム、
私の後継者たちに引き継がれ、一代の任期という一時的な時間を超えて、長年にわたって持続す
るプログラムであり、もし人々が秘められた野望を達成したいと望み、そのことを認めた時には、来
るべき日々の中で根強く〔継続され〕、ゴブランの未来と同じように長続きするプログラムである。こ
のフランスの諸地域と諸都市の連作は、私が、近代芸術の力を借りて、あらゆる広がり、あらゆる豊
かさ、こういったテーマが備えるあらゆる多様性を付与したいと思う連作である。 
 このプログラムは、私にとってまさに、古くからあるマニュファクチュールの承認を得られるように思
われたし、これからもそうであり続ける。17 世紀、王や王政の栄光の永続性を定着させる為に創設
された製作所は、20 世紀において、時代の流れと我々の祖国の運命から生まれる新たなかたちで、
芸術的、歴史的役割を継続させなければならない。今まさに生き、過去を通過し、今現在美しく、
未来に不安を抱いているフランスこそ、我々の研究、賞賛、愛着の対象とならねばならない。こうし
て、今日の芸術家たちに、フランスの諸地域と諸都市の生き生きとしてよく練られたイメージを提示
してもらうというアイディアが生まれた。彼らには、我々の諸地方の様々な側面、強み、重要性を端
的に表す事実やシンボル、例えば、衣装や必要に応じて作られてきた物、数世紀にも亘って我々
が溢れるほど作ってきたような活動の中心にあるものを、集合させる裁量を与えた。 
 我々は、こうした一連の作品が際限なく存続することで、たくさんの側面や意味が増幅し、様々な
視点から検討され、様々な方法で形作られ得るということに気づく。作品が絶えず証明する責任を
負うということを示すのにこだわることは、ほとんど無益なことである。選ばれた第一点目は、パリで
ある。まずフランスの首都を明示するとすれば、〔パリから始めることは〕全くもって決定的であり、こ
の主題は、装飾的なシンボルから着想を得る為に作られた、たくさんのモニュメント、風景、景観を
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前にすると、ほとんど無尽蔵であることは確かであろう。 
 こうした考えの下、私は美術省大臣に、タピスリーの最初の連作を提案した。つまり、アドルフ・ヴ
ィレットの「パリ」、ルイ・アンクタンの「ブルゴーニュ」、J.-F.ラファエリの「ブルターニュ」、アンリ・ラショ
の「トゥールーズ」、エドモン・ヤルツの「ピレネー」、ガストン・プルニエの「ベアルン」である。別のシ
リーズも〔ここに〕含まれるべきだろう。すなわち、ポール・シニャックによる「マルセイユ」の栄光、ル
イ・アンクタンの「ノルマンディー」。それから、エドモン・タピシエの「リムーザン」、ジャン・スリエール
の「セーヌ河のニンフ」、ザングの「オーベルニュ」、ルグーの《フランシュ＝コンテ》、ルネ・ピオの
「プロヴァンス」・・・。続いて、トゥーレーヌ、アルザス、ロレーヌ、ベリー、ドーフィネ、フランドル等が
続くべきだろう。つまり全てのフランスの都市である！これ程たいそうなプログラム〔になることを〕私
は謝ることしかできないのだが・・・ 
 
 
第 12 章 ヴィレットの《パリ万歳》  
（原著 61-70 頁） 
 
 ヴィレットがゴブランにやって来た！彼の場所であるのだから、ヴィレットはゴブランに来る運命に
あったのだ。この協力関係の知らせに驚いた者は、自分たちが、ヴィレットが単なる新聞の挿絵画
家の一人だと決めつけていた、クロッキーや素描を十分に見てこなかった。〔ヴィレットは〕素描画家、
しかも優れた素描画家であり、ジャーナリスト、風刺画家である。常に即興で描くことができ、ヨーロ
ッパ、二つのアメリカ大陸、アジア、オセアニア、そしてアフリカといった世界で起きる出来事につい
て意見する準備が常にできているのである。それがヴィレットだ。しかし彼は、そのような人物である
と同時に、別な面も持っている。ヴィレットは博識な芸術家であり、最もよくものを知っている人物あ
り、彼が師を超えた日々の即興に通じ、そのよく練られた作品においては、彼が巧みにその即興を
手なずけ、質を安定させ、主題を扱っている。 
 『シャ・ノワール』や『クーリエ・フランセ』の暦は、数年に渡って、休むことも衰えることもなく 8 日ご
とに、その精神という宝を、道を行き交う人々、カフェを転々と回る者、洗練された美術愛好家たち
に届けてきた。ヴィレットは生来の装飾家であり、それが為に、彼が決まった日に描いていた紙切
れに、黒、白、灰色の輪郭線が必要だとちょうど書き留めた後、ヴィレットは、デッサンされ色が施さ
れた巨大な画面に取り組み、いつもの紙切れの上でするのと同じように、マッスのバランスを考え、
光を拡散させることができたのである。忘れずに記憶しておくべきは、ステンドグラスの下絵や、ヴィ
レットが、トリュデーヌ大通りの宿屋クルー12、「シャ・ノワール」の室内、「シガール」の天井、フェル
                                                       
12 ヴィレットは、酒場兼宿屋であったクルー（Clou）の内部装飾を行った。L’ISLE-ADAM 2014, pp. 118-119. 
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ナン・グゾーの邸宅の天井、タヴェルヌ・ド・パリの一階、そしてパリ市庁舎の一室のために描いた
装飾的な絵だけでよい。市庁舎の一室は、パリの街路の風景で飾られ、近代生活が軽快さと比類
ない魅力によって花開いている。 
 しかしヴィレットは、向こう数世紀に渡って、モンマルトルの室内や彼の芸術を愛好する者たちの
様々な個人邸宅を飾ることが可能であろうが、小新聞のヴィレットであり続けることに変わりはない。
ご存知のように、ヴィレットはすぐそうと決めつけられているし、〔一度〕決めつけられたら、それはし
ばらく続くものである。我らが芸術家は、「風刺画家」というレッテルを貼られてきたし、確かにドーミ
エ13やガヴァルニ14のように、そうあり続けるはずであるが、いずれにせよ、それは大したことではな
い。記憶にとどめておくべき重要なことは、ヴィレットが、小さな紙片の上で、配置を誤らずに空間を
埋める術を心得ており、また、形態を正確に配置し、描線と色調を調和させ組み合わせることがで
きるということである。どんなものでも構わない、プログラムでも、メニューでも、エドモン・ゴンクール
の晩餐会のために描いた素描でも、外務大臣がスウェーデン国王のために開催した晩餐会のため
に描いた素描でもよいから、彼の 1 ページを見てほしい。これらのページの一つ目は、二人のゴン
クールによる歴史書と小説のヒロイン、1894 年当時は生きていた兄エドモン、そしてその手前の
1870 年に没した弟ジュールの胸像らの行列が、感動的である15。二つ目は、極めて優雅なもので、
芸術を讃え歴史を記憶にとどめるある集会のために描かれたものである。つまり、そのフランスの儀
礼ほど美しいものはない。〔フランスは〕にこやかに、氷霧とアーミン〔の毛皮〕で覆われたスウェーデ
ンを迎え入れ、スウェーデンはアムールが差し出す火鉢で暖まっている。しかしながら、この主要な
モティーフの下には、主題を説明する装飾の間に、シャルル 12 世、ヴォルテールにベルナドットが
姿を見せている。演劇風の美しさを備え、非常に生き生きとして微笑みを絶やさずにいるこれら人
物たちの中には、すでに、伝統的であると同時に新しい芸術の兆しが存在していたのであり、ヴィ
レットがそれを復活させることができているのである。 
 我々は、この芸術家の才能を、《パリ万歳》の下絵によって決定的に確かめることができる。フラン
スの諸地域と諸都市のための最初の 1 点である。当連作は、長期に渡る、多様性に富む、輝かし
いものとなり、もし、装飾のセンス、形体と色彩の調和、そしてヴィジョンと表現という二重の才を持
つ芸術家の手に、連作の下絵が委ねられれば、いつの日か 17、18 世紀の評判と肩を並べるものと
なろう。〔こうした才能は〕大いに求められるものであるが、連作を担当する芸術家は、職人的な非
凡な能力と精神を持ち合わせていたのだ。ヴィレットは、芸術家の血脈のなかで、過去のフランス
の芸術家が備えていたのとまさに同じ豊かな種を持っている。過去の芸術家同様、ヴィレットは、構
成の明快さ、イメージを増幅させる自然なやり方、そして、画面に配されたあらゆる人物たちに個々
                                                       
13 オノレ・ドーミエ（Honoré Daumier, 1808-1879）。 
14 ポール・ガヴァルニ（Paul Gavarni, 1804-1866）。 
15 以下に、挿絵が掲載。GONCOURT 1989 (1956) [jp.2010]、（下）、p. 501。 
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の意味を付与する天性の才を備えているのである。今のヴィレット、すなわち熱狂と愉快〔の持ち
主〕に、真剣さと陽気さとの比類無き混血を付け加えてほしい。 
 ヴィレットは、生まれ持った素質と会得した能力とを、《パリ万歳》の構成で発揮した。金一色の縁
取りには、最もきちんとした歴史的な「モティーフ」が配され、これらは、この芸術家が思う存分表現
をする才気と悪ふざけを妨げてはいない。ここには、たくさんのパリのアトリビュートが描かれる。頂
点には市の船の紋章が〔掲げられ〕、ガリアの雄鶏とローマの鷲が付いた竿にはじまり、君主制の
軍旗や共和国の旗に至る、あらゆる時代の印に囲まれている。さらに、銃眼を施した大砲のある城
塞、棘の冠とゴシック教会のアトリビュート、法の石板、学士院の兜、諸芸術の道具、祝祭、競走の
アトリビュート、モンマルトルの風車、そして、芸術家のアモルと美食家のアモルがカルトゥーシュの
花飾りをもち、そこにはタイトルである《パリ万歳》が刻まれている。 
 パリは石台の上で、その頭部を太陽に縁取られ、緑や赤の空の前で、ノートルダムとエッフェル塔
の間で高く身を置いている。彼女の上方では、世界の 4 つの部分のアモルたち、つまり、黒人、中
国人、アメリカ・インディアン、白人の非常に機知に富んだグループが、巨大なバラの花冠を高く掲
げている。パリは、いくつかの点では、伝統的なパリの擬人像の姿で表されており、ぎざぎざ模様の
冠と鋼の胴鎧を身に付け、その手には剣を持っている。しかし非常に今日的なのは、トリコロール
の衣、首元にある花形飾りであり、また何と言っても斬新であるのは、パリの女性像の顔貌、つまり、
民衆でも、ブルジョワジーでも、上流階級でもない〔顔つきで〕、また同時に、褐色の髪で、若々しく、
美しく、微笑みを絶やさず、また物思わしげな表情でもある点だ。パリは、金糸に身を包み、多色の
羽をかぶり、東洋風の輝きをもつフォルトゥーナに微笑みかけている。フォルトゥーナは、パリの方
へとやってくるが、それはヴィレットがパリの豊かさを表すためである。しかし同時に、心惹かれるこ
のパリの擬人像はその視線を下げ、労働をしたり、彼女のために命を落したりするあらゆる人々に
微笑みかけているのである。 
 彼女の腕の下、その勇ましい剣と彼女が寄りかかる巣箱に守られる、蜂のようなアモルたちは、そ
こから飛び出し、パリの商業や芸術を表している。美しいアモルたちは、包みを抱え、服飾の下絵
や竪琴、ヴァイオリンといった楽器や、パレット、高価な壷を手にしている。彼らのうちの一人は、つ
かの間、その愛らしい列を離れて、スミレの花束をミミ・パンソンの花の窓へと運んでいる。アモルた
ちに向き合うかたちで、パリの城壁の上にはフォルトゥーナの車輪を止めるアッティカの女神ミネル
ヴァが立っている。兜をかぶり、17 世紀の歌劇の女神のように羽飾りを付けた〔ミネルヴァは〕、生身
の女性であり、ドレスとスミレ色のチュニックを身につけた純粋な彫像、〔あるいは〕戦争と労働の騒
がしさと調和をとる、堂々とした落ち着きの賢明でもある。 
 左手には、パリの英雄的過去が、「栄光の 3 日間」つまり 1830 年の七月革命という閃光を放つ輝
きの中に表されている。褐色の髪のエネルギーに満ちた女性像は、胸と両腕を露わにしており、オ
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ーギュスト・バルビエの『イアンブ（風刺詩）』16を思い起こさせる。彼女は、額とこめかみを、リボンと
当時の巻き髪で飾り立て、彼女の髪はフリジア帽をかぶり、トリコロールの花飾りが留められている。
女性的であり男性的でもあるその顔貌に関しては、勇ましさと力と希望を備え、また同時に、辛苦の
高まりをも備えていて見事である。肩に銃を担ぎ、揺るぎないその手にはトリコロールの竿を握って
いる。旗は銃弾に撃ち抜かれ、煙でかすんでいるが、引き裂かれた 3 つの色は、光り輝く栄光の中
で自由にはためき、その上には、1830、1814、1870 という年代が刻まれている。年老いた戦闘員は、
聖なるぼろ布〔三色旗〕に口づけをしながら、バリケードとなった敷石の上で息絶えている。一人の
子供、これはユゴーのガヴローシュやドラクロワ〔の作品に描かれる〕子供の兄弟であろうが、彼は
まだピストルを握り、その痩せこけた上半身にスイスのユリの紋章が入った弾薬の鞄を掛けている。
彼もまた、上方でそのフィナーレに君臨するパリにキスを送っている。1830 年のこのバリケードは、
マスケット銃で傷つき雪で覆われたパリの城壁へと続き、その手前で同じ犠牲のうちに友愛的に整
列するのは、大きなシャコ〔円筒形の軍帽〕といわゆるマリー＝ルイーズと呼ばれる黒いゲートルを
身につけた 1814 年の近衛兵、青い上着と羊皮の手袋をはめ、赤い房飾りのついたケピ〔目庇し付
き帽子〕をかぶった 1870 年の国民遊撃兵、パス・モンターニュ〔防寒帽〕をかぶり雪が降る中太鼓を
たたく 1870 年から 1871 年の国民軍である。このように、女性像やパリの栄光に仕える者たちが表さ
れているのである。 
 これら二つのグループの下、土木、建設、石切の労働者たちが働き、歌いながら前進し、荷車を
押し、その中では、未来を表す子供が遊び、笑っている。ルブランが当時の職人たちを、タピスリー
《ルイ 14 世のゴブラン製作所訪問》17の中で示しているように、ヴィレットは、近代パリを具現化する
にあたって、今日の労働者やいつまでも変わらない職人たちを省かなかった。彼らは、破壊された
ものを再建しているのであり、そして、彼らの半身像と、明るく美しいその他の〔モティーフ〕と調和す
る彼らの衣服が〔描かれる〕。このように、《パリ万歳》全体の色調は光に満たされ、日没の空、戦い
の雰囲気、攻防戦の冬、夏の日の労働といった諸側面の全てが、不調和を起こさず、あるいは極
端なコントラストもなく、装飾的な構成という手腕のよって、また、銀色を地とする輝かしく軽やかな
色彩の効果によって、まとめ上げられているのである。 
 
 
 
                                                       
16 Auguste Barbier, Iambes, 1831.オーギュスト・イアンブ（1805-1882）は、フランスの詩人。風刺詩により名を
成し、七月革命後の日和見主義者たちについて表した風刺に満ちた詩を、『イアンブ』として発表した。 
17 シャルル・ル・ブランに基づくタピスリー連作「王の物語」より《ゴブラン製作所を訪問する 14 世 Le Roy 
Louis XIV visitant les Manufactures des Gobelins 》。1729-1734 年、370 x 576 cm、ヴェルサイユ宮殿美術館
（モビリエ・ナショナルより寄託、GMTT 98.10）。 
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第 13 章  ルイ・アンクタンの《ブルゴーニュ》18 
（原著 70-72 頁） 
 
 ルイ・アンクタンによって、かつての画家たちの旗印が堂々と広がる伝統が立ち現れ、また、自然
に対する自由な愛が、人物やモティーフそれぞれに素晴らしい現実味を与えている。 
 《ブルゴーニュ》こそ、この芸術家が濃密な 1 ページの中に素晴らしい出来栄えを示している〔作
品〕であり、そこではあらゆる形態がバランスをとり、あらゆる細部が調和をとっている。葡萄とワイン
の最高の栄光が、この画面を満たしている。空には、太陽が輝き、アポロンが空を、垂直に向く馬
の〔鬣を〕かき乱しながらギャロップで通過する。その光は満ち溢れ、その仕草は整然としている。そ
して、褐色の美しい髪と陽気な表情の「葡萄」は、バラと葡萄の冠を被り、その輝く裸体を、大地の
強さを表す浅黒いサテュロスと絡め合わせている。その大地は、ブロンドやバラ色のプットーたちに
大切にされ、空気〔を表す〕これらの小さな人物たちは、自らの甘えた振る舞いやワインの澱でべた
べたになったいたずらな顔に〔満ちる〕子供らしさに、この上ない美しさを与えている。「葡萄」の上
方では、有翼の「豊穣」が果実と花を撒き散らし、彼女の近くでは、前掛け姿のワイン生産者が、腕
をまくり、髭を生やした顔いっぱいに笑いながら、取れたばかりのワインの赤い波を樽に注いでいる。
贅沢な縁取りは、古代の祝祭と近代的な素朴さという特徴を、絵画と装飾の巨匠が作ったこの構図
に与えている。 
 もう一つの作品、《ノルマンディー》が、この諸地方の連作のために、アンクタンに依頼された。《ノ
ルマンディー》は制作中であり、ここで見せることができるのは、マケットの図版のみである。《ブルタ
ーニュ》や《ピレネー》のように、三連祭壇画に収められたこの壮大な着想を示す為には、このモデ
ルで十分である。中央には、この地域の中心地であるルーアンが描かれている。川、橋、船、記念
碑、尖塔といった、時間を経ても朽ちなかった、この町に古くからのあらゆる装飾や、河岸の賑わい
が描かれている。このピトレスクな装飾の前には、ノルマンディーの寓意的人物が、農民の格好をし、
背の高い帽子を被り、ニンフ姿のセーヌ川は葦のあいだに横たわっている。二頭の雄牛と馬は、労
働と豊かさを意味する。左の部分は、シードルの祭りであり、林檎を潰す圧搾機、籠を背負う人々
が行ったり来たりしている。右の部分は、海漁の絵となり、波に挑む船や、劇的な動きを見せる素晴
らしい海景が描かれている。《ノルマンディー》の縁取りは、石の縁取りとなっている。円柱、小円柱、
ポーチ、壁龕を備える建築は、ノルマンディーの生活の様々な姿を枠取る為に描かれた偉大なノ
ルマンディー芸術のイメージである。 
 
 
                                                       
18 アンクタンに基づく《ノルマンディー》に関する記述も、本章の後半に含まれている。 
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第 14 章 J.-F. ラファエリの《ブルターニュ》  
（原著 72-78 頁） 
 
 ラファエリの《ブルターニュ》は、絵画作品のみならずタピスリーの歴史においても時代を画するも
のとなるだろう。それは、現実の情景が、テキスタイルによって再現されたという絶対的な新しさ〔の
為〕だけではない。中世およびルネサンスの芸術は、一方で礼拝堂や教会、大聖堂の為に旧約お
よび新約聖書を視覚化しつつも、タピスリーによって、都市や地方という存在の正確な姿を示し損
なってはいなかった。豊富な作例の中、フランドルやフランスの地方の葉叢文様のタピスリーにお
いても、また 17 世紀から 18 世紀においても、こうした伝統は貫かれてきた。先述したように、ダヴィ
ッド・テニールスにタピスリー、すなわち、ブリュッセルで織られ、クリュニー美術館やマドリードの美
術館、エスコリアル宮にある、風景や野の仕事〔を描いた〕タピスリーを挙げれば十分だろう。ルイ
14 世は、見事にもこう言った。「そこからその人形を取りなさい！（Otez de là ces magots !）」19。人形
はそのままにされた。というのも、非常に控え目な存在であったので、人形たちは生きながらえたの
だ。マドリードでも、エスコリアルでもまた同様に、スペインの暮らしには、ゴヤというタピスリーの巨
匠がいた。正確な描写に縛られた控え目な者だけでなく、人間の姿を大々的に総合することに専
心する者など、全ての芸術家の作品の中には、歴史的出来事や日常の中の、次に起こる現実を喚
起する〔イメージ〕があることを我々は見つけるだろう。 
 ラファエリの全作品は、直感や熟考、諸タイプを作り出したり、ある情景を普遍化する際の慣習的
なやり方や配慮を示すことで、現実を表した芸術に結び付けられる。彼が持っている要約というこ
の力が、疑う余地もなく非常にはっきりと認められるのは、《ブルターニュ》のタピスリーをおいて他
には無い。 
 《ブルターニュ》は、花が咲き生い茂る秋のハリエニシダの縁取りによって結びつけられた 3 つの
区画の中に、この画家がすでに 1879 年の《プルガヌー一家》20で、そして最近では、ブルターニュ
の小さな町が再生しライタ川とクロアル＝カルノエ森があるカンペルレとその周辺で見つけた、田舎
                                                       
19 この引用は、ヴォルテール著『ルイ十四世の世紀 Le Siècle du Louis XIV』（1751）に関連する文章の一文
と考えられる。補遺や注を加えたかたちで 1825 年に出版された『ヴォルテール全集 第 3 巻』の補遺に、当該
引用箇所が見つかる。Œuvres complètes de Voltaire avec des remarques et des notes historiques, 
scientifiques et littéraires, tome III : Siècle de Luois XIV, Paris : Baudouin frères, 1825, p. 387. ただし、原文
は、「Otez-moi ces magots-là」となっている。当該箇所は、「ルイ十四世に関連する著述」のうち、「第 7 章 ル
イ 14 世に関する逸話」の中の一文。なお、この記述もヴォルテール自身のものである。「〔・・・〕彼〔ルイ 14 世〕
は絵画同様、音楽にも精通していたのだ。最新の芸術の中では、彼は高貴な主題しか好まなかった。テニー
ルスや他のフランドルの格下の画家たちは、彼にはまったく気に入られなかった。その中国人形を取り除きな
さい、と彼はある日言ったが、それは、自分の邸宅の一つに飾ったテニールスの一点である」。ジェフロワはこ
こで、この一文を引用することで、「正確な」実景描写の為には、「人形」、すなわち、風景描写には関係がなく
不要な要素を、構図から排除することの重要性を示唆していると考えられる。 
20 ジャン＝フランソワ・ラファエリ《ジャン＝ル＝ポワトー一家、プルガヌーの農民》、1876 年、油彩／カンヴァ
ス、190.5 x 154.3 cm、オルセー美術館。 
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の正確な描写を展開している。ここに〔描かれているのは〕、どこそこの地域、どこそこの町、あるい
はどこか別の場所ではない。ブルターニュである。過去のブルターニュであると同時に、現在のブ
ルターニュである。この三連画の中央の区画は、野外の祭事、すなわち、あらゆる地域の人々や衣
装――昔の衣装には、刺繍のある上着、ギャザーのあるキュロット、幅広のリボンの装飾がある帽
子、レースの着いたコワフ、羊毛製の色物のスカート、絹製の玉虫色の前掛け、青、紫、赤、緑の
見事な前掛け、これらが通りの地面や海までのびる小径を彩っている――近代の衣装には、ビニ
ウ21の演奏者たちが身につけている、いまだに残っている昔ながらのリボン付きの帽子に丈の短い
ブラウスとズボン〔という組み合わせ〕や、海の衣装がある。将校たちの黒いルダンゴト22に金の袖章
が輝き、青い襟が船員たちの肩に掛かっている――をひとまとめにした婚礼の行列が展開するパ
ルドン祭を構成している。この光景は、木々の間に隠れた素朴な礼拝堂が占める風景の中で展開
している。その礼拝堂は窪んだ道に囲まれ、そこに描かれるのは、愉快に揺れ動く馬車の周りの人
だかり、自然で単純な簡素さを備える群衆、優雅に踊る人々、腕にパンを抱える真面目な農民、大
勢の主婦たち、きちんと着飾った娘たち、まるで王女のように真剣な様子で昔風に着飾った少女た
ちである。 
 パルドンの右側には、奥に丘を臨む古い町があり、古くからある邸宅や、灰色と赤褐色の石でで
き、美しい刳形と高い窓そして快適な屋根窓を備えた古い教会が描かれる。さらに、広場に活気を
与える市場、古い村とその周辺部、玉遊びに興じる者がいる道、草を食む雄牛がいる段丘状の草
地、家々が建ち並ぶ〔丘の〕頂、町の鐘楼が〔その丘の〕頂上に達している様子が描かれる。ここは、
どこの町であろうか。どこ〔か特定の〕町ではないし、どこの町でもある。モルレ、カンペール、サン＝
ポル＝ド＝レオン、カンペルレを想起させる要素が、このはっきりとしたイメージを前にすると、心の
中でおぼろげに交差するのだ。そして我々は、ある一つの側面の中に、記憶の鏡に生き生きと現
れる様々な諸側面が並置されるような芸術を賞賛するのである。 
 三連画の左部分も同様に、海の景観が描かれている。小さな漁港は、銀色の境目〔地平線〕を持
つ青い海を臨む岩場の入江に囲まれ、帆船は船倉の岩場にきらめく魚を降ろし、水夫と〔魚を〕買
いに来た者たちの小さなグループがいる。手前にある別の船は波の上でバランスをとり、遠方にも
別の船が見え、岬の先端には灯台が、そして水と空が描かれている。その上部には、無限の水と、
無限の空〔が広がっている〕。ラファエリは今回、雲の美しさがいかに装飾的であるかを証明する為
にやって来た。三連画の上部はすべて、この膨らんだ見事な雲によって「豊かになった」が、それ
は、広大な海の上方で調和しながらぶら下がる〔飾りを〕、光と影で彫刻したかのようである。以上が、
本作である。海の景観と古い町の風景、海辺の自然の素晴らしさ、心を動かされる過去の装飾〔的
                                                       
21 ブルターニュ地方の小型バグパイプ。 
22 18 世紀および 19 世紀に着用された丈の長いコート、フロックコート。 
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な描写〕が完成されており、祭事によって活気付いた場面の両側では、ブルターニュの生活に忠
実なイメージが表現され、それは、のどかであると同時に飾り気がなく、輝くものがあり、また調和が
とれている。 
 
 
第 15 章 アンリ・ラショの《トゥールーズ》  ―  エドモン・ヤルツの《ピレネー》  ―  ガストン・
プルニエの《ベアルン》  ―  ザングの《オーベルニュ》  ―  レイモン・ルグーの《フランシュ
＝コンテ》  ―  ジャン・スリエールの《セーヌ河のニンフ》  ―  ルネ・ピオの《プロヴァンス》  
（原著 78-84 頁） 
 
 トゥールーズ美術学校校長および美術館学芸員であるアンリ・ラショによるカルトンは、カピトール
と花合戦の都市、トゥールーズに捧げられ、バラ色の建築や青い空と共に、青々とした風景、クレマ
ンス・イゾールが主宰した詩歌の集まりの場面が描かれている。縁取り部分には、今日のトゥールー
ズ人の面々が、花の間で、ついこの間の話に花を咲かせ、こうした全体がトゥールーズの栄光を純
粋に喚起している。 
 この都市は、この芸術家にふさわしい。トゥールーズの美しさは格別であり、夏のあいだ、輝くよう
な空と金色の太陽の下で散策し、広場や川岸、トゥールーズの歴史やその芸術に出会うことは、一
つの魅力である。ラショがタピスリーのカルトンによって描き写したのは、都市のそのような風景を思
い起こさせるものだ。馬にまたがる市参事会員たち、金の月桂樹の冠を受け取るクレマンス・イゾー
ル、自然、花と果実、詩に対するオマージュ、大きな竪琴が中心となっている諸芸術のアトリビュー
ト、これらが、サン・セルナン〔大聖堂〕からダルバート〔教会〕、カピトールからアセザ館に至るトゥー
ルーズが誇る建築物〔が散りばめられた〕調和のとれた枠取りの中で共に構成されている。人物像
を混在させたこの構成は、よく考えられたもので、博識な効果を備えている。我々が画家としての才
を知っているアンリ・ラショには装飾の力量が刻まれており、燃えるような色彩が織りなす様、巧みに
構成された主題、類い稀な完璧さで配列されたモティーフによって、この画面には壁画装飾の才
能が示されている。疑いようもなく、それは構成者であり、自らの構成を即興的な偶然に委ねてしま
っているすべての芸術家のあるべき姿である。このトゥールーズへのオマージュは必要とされてい
るものであり、すべての人〔の眼〕に刻まれる。 
 ラショの近くにいたもう一人の南仏の芸術家が、惜しまれつつも没したエドモン・ヤルツである。 
 《ピレネー》を喚起する者たるエドモン・ヤルツの名声は、その才能の高みには達していない。とい
うのもまず、彼は、輝かしい首都トゥールーズを擁する南部地域の画家であるからだ。この地方の
画家として、彼は、慣れ親しんだそれらの風景の美しさにとりわけ魅了され、その愛を表現する方
法を知っていた。従って彼は、自身が成し遂げることができたであろう大規模な注文を得ることはで
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きなかったわけだが、なぜなら彼は、本質的に、壁面装飾のセンスを有していたからだ。彼は、パリ
のサロンにのみ出品しており、私の記憶では、それらの中に、ピレネー地方の本当に素晴らしい風
景画があり、それは部屋の一角を占める画面の上で目がくらむような輝きを生み出していた。手前
の葉叢は緑のビロードでできており、段丘に確認できるこうした類の〔ビロード状の葉叢の〕すべて
は、黄金の光を浴びているが、画家がこのような表現を行うのは珍しい。詩人であった画家によっ
て表現されたこの光景の広がりは、忘れることはできない。つまり、〔その光景は、〕明瞭な形体を描
くと同時に、柔らかく全体を包み込む空気感によっておぼろげであった。神秘的でもあり、〔描かれ
た〕自然がそうであるように、現実味も帯びていた。このように見ることができ、またそのヴィジョンを
このように要約することができる画家は、なんと幸せたることか！ 
 そのような環境下にいるエドモン・ヤルツのような画家は、しかるべき地位を保ち続けるだろう。近
代的な室内においては、真実味があって物思いに耽る 1 点の肖像画ほど心動かされるものがない
のと同様に、1 点の美しい風景画ほど喜ばしいものはない。肖像画は過去を蘇らせ、風景画はある
一つの側面によって永遠なるものを鎮める。あるいはこのように考えよう。〔風景画は、〕葉叢、道、
野原、川、海、河岸、雲の詩的な美しさに向かって開かれた窓である、と。我々を取り巻く人生を、
芸術によって解釈することと、非常に快いものとを識別するのに敏感な存在が、常に存在し続ける
のだろう。 
 エドモン・ヤルツを、国家が認識し保護することは、正しく行われた。すなわち、ヴァロワ通りにある
当局は、ゴブランのためのタピスリー用カルトンを受理したが、それは、惜しまれつつ没した芸術家
の、風景画家としての画業を真に要約するものである。7 メートル×4 メートルのこの巨大なタピスリ
ーは、縁取りによって見事に縁取られ、ピレネーの諸相を表現している。つまり、「森」、「頂」、「草
原」である。「森」と「草原」は、葉叢や木々、川の急流、静寂、人間の営みに取り巻かれ、中央の区
画は雲と霧に隠れた頂上〔の描写に〕充てられており、この画面は鷲と岩壁の合間にあるラバ引きと
ラバたちの通り道によってのみ、活気づけられている。これらの画面をまとめている縁取り部分は、
全くもって美しく、鉱物や果実、生い繁る葉、動物、秋の赤く染まった葡萄の中にいる狐の家族、岩
場に立つシャモア、頂きで舞うオオライチョウ、リスたちが駆け回る枝が描かれている。この《ピレネ
ー》は、ゴブランで企画された、フランスの諸地方と諸都市という終わりのないテーマの連作の一部
を成し、この古い製作所がその遺産に加える偉大な作品である為だけでなく、エドモン・ヤルツの
名をこのように記憶にとどめる我々の時代の芸術であるという理由で、名誉であり続けるだろう。 
 ヤルツにとって、自分の作品がタピスリーになるのを見ることは喜びとなるだろう23。戦争による不
安の日々が続いていたが、その間、私はしばしばヤルツと会い、彼の考えや熱烈な愛国心、そして
その不屈の信念の完全さを称賛する機会を持った。彼に会えば必ず、我々は、彼を称賛し、彼を
                                                       
23 1921 年に没するヤルツは、1924 年に織り上がる《ピレネー》を見ることは叶わなかった。 
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愛した。その証が、彼らの苦しみに対して示されるとよいのだが！ 
 ガストン・プルニエの《ベアルン》は、タピスリーの為のカルトンであるが、装飾的効果を目的とした
構想の要約である。この芸術家は、何度もバス＝ピレネー地方に滞在し、そこからいくつもの斜面
を登って頂上へ行き、エメラルドやサファイヤのような透き通った湖を調べて回った。パリ、ロンドン、
ブルターニュ、オーベルニュを描く、その旅行家気質は、雲に隠れた山頂や、数百年経過した古
い木々、小さな村々、ベアルンの小さな集落へと彼をたびたび導いた。そしてそれ〔《ベアルン》〕は、
プルニエが研究したすべての諸要素を巧みに組み合わせた、考え抜かれたイメージであり、驚くべ
き統一感で表現されている。プルニエは、大きな村の市場の一場面を選んでいるが、そこでは、屋
根や鐘楼が、風景を成す一番手前の急斜面に描かれている。両端から草木が点々と遠ざかり、そ
の向こう側では騒がしい活気と結びつくように〔木々が〕そびえ立ち、さらにそれらの向こうには空に
向かって重なり合う見事な山々が見える。下方には、農民たちの人だかり、年寄りに若い者、ずる
賢い家畜商人、辛抱強く値切る者、あらゆる小動物、雄牛、雌牛、豚が描かれる。すでに評価の定
まった風景画家であり、大地や丘、谷を巧みに構成する者、あるいは空の和声家でもあるガストン・
プルニエは、人間の観察者であることがわかるが、それを理由として、絶えず装飾の芸術であり続
けるべきだというタピスリーの目的を超えてしまうような表現にはなっていない。だからと言って、人
物像のグループや外見的な特徴によって、悲劇や喜劇を示唆することが、禁じられているわけでも
ない。ゴブランから逸脱することなく、またその創設者であるル・ブランからも離れないために、プル
ニエが行った歴史的な構成方法は、我々に、国王や貴族たちの喜劇に関して、サン＝シモン24〔が
記した『回想録』の世界〕を描き出すべく寄せ集められた人々が取り囲む、ルイ 14 世を訪問する《教
皇大使》25といったタピスリーと、じっくりと比較させるだろうか。あるいは、フランス国王とヘルベティ
ア元首、そして両者を取り囲む一人一人がはっきりと識別できるような人々を描いた《スイスとの同
盟条約》26や、《戴冠式》27や《ゴブラン訪問》28など〔を比較対象として思い浮かべても良いだろう〕。
我々は至る所に、〔絵画で〕描かれてきたように、織り上げられた表現を見つけるだろう。今日の芸
術家たちは、同じことは繰り返さない。彼らはもはや、国王やその宮廷を描くことはせず、自らの祖
国の風景の中に、自分たちの時代の人々の姿や諸相を描き出す。 
                                                       
24 サン・シモン公爵ルイ・ド・ルヴロワ（Louis de Rouvroy de Saint-Simon, 1675-1755）。 
25 シャルル・ル・ブランに基づくタピスリー、連作「王の歴史」より《ローマ教皇使節の謁見 L’Audience du 
cardinal Chigi 》。 
26 シャルル・ル・ブランに基づくタピスリー、連作「王の歴史」より《パリのノートル・ダム聖堂で国王ルイ 14 世と
スイス 13 州そその同盟の大使たちにより行われた、フランスとスイスとの同盟の更新、1663 年 11 月 18 日 
Tapisserie de l’alliance : Représentation du renouvellement de l’alliance entre Louis XIV et les envoyés de la 
Confédération, décrété le 18 novembre 1663 》。 
27 シャルル・ル・ブランに基づくタピスリー、連作「王の歴史」より《王の戴冠、1654 年 6 月 7 日 Le Sacre du 
Roy, 7 juin 1654 》。 
28 シャルル・ル・ブランに基づくタピスリー、連作「王の歴史」より《ゴブラン製作所を訪問するルイ 14 世 Le 
Roy Louis XIV visitant les Manufactures des Gobelins 》。 
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 ゆえに、ガストン・プルニエが描く、表現性に富んだ群衆、青い仕事着を着た羊の群れ使い、赤
いマントと黒いケープ姿の農婦たち、昨日は兵士だった者と話をするベアルンの美しい人々を認
めよう。また、画家が、ヤルツのように、高地に生息する植物や木々に生い繁る葉、クレバス〔に咲
く〕アザミを挿入した、特異で表現豊かな縁取りを認めよう。《ベアルン》のタピスリーによって、我々
の時代の風景画家たちの中にも、装飾の無尽蔵の可能性が認められ得ることが証明された。 
 また別の証明が、ここに加えられだろう。美術大臣ポール・レオンの決定のおかげで、1923 年は、
連作「フランスの諸地域と諸都市」の継続に好都合な年となった。新たな世代の若い芸術家たち、
そして前の世代の巨匠たちが、ゴブランで長続きする作品を創ることとなった。《オーベルニュ》が
ジュール・ザング氏に依頼され、ザングは、壁面を飾るために、自身の絵をタピスリー用のカルトン
に変える〔方法〕を絶えず考え、収穫物のある中景と共に村の市場と祭りを描き、どっしりとした山々
と輝く夏の空が支配的である。 
 《フランシュ＝コンテ》は、ルグー氏の作品となる予定である。この若い芸術家は、壮大さと繊細さ、
色彩の強さとニュアンスとを併せ持つタピスリーのカルトンを提示することで、積極的に〔自身の才
能を〕示してくれた。ルグーは、ドゥー29とジュラ30から、かつてクールベという天才が描き出した、活
気を取り戻した山、岩、緑、この地方の美しく野生の壮大さを総合する術を知っていることだろう。 
 スリエール氏は、彼もまた若い芸術家であるが、パリ、フォンテーヌブロー、ルーアンを想起させる、
イル＝ド＝フランスとノルマンディーの諸相を、《セーヌ河のニンフ》によって総合することを選んだ。
そして最後に、着想と理論の才を持つ熟達した芸術家であり、ルイ・ジレ氏の素晴らしい『美術史』
31の見事な挿絵画家であるルネ・ピオ氏は、《プロヴァンス》を描く予定であるが、そこで彼は、歴史
的な偉大さと、壮大な調和を示すことができるだろう。 
 
 
第 16 章  ―  サロン・ブラックモン  ―  《虹》 ―  《森》 ―  《嗅覚》  ―  《桟敷席》  
（原著 84-92 頁） 
 
 サロン・ブラックモンでは、19 世紀および 20 世紀の最も偉大な装飾芸術家の一人が、ついに国
家の庇護の下、労力をかけた仕事の末に自身の名声となり得るような、アンサンブルを作っている
32。アンサンブルは、2 点の大型タピスリーである《虹》と《森》、椅子、肘掛け椅子、長椅子、衝立、
                                                       
29 ドゥー県。フランスシュ＝コンテ地方の県。 
30 ジュラ県。フランスシュ＝コンテ地方の県。 
31 Louis Gillet, Histoire de la nation française, tome XI, Histoire des arts, Pais : Société de l’histoire 
nationale : Plon, cop., 1922. 
32 この文章では、1925 年 5 月に完成するタピスリー《桟敷席》についても言及されている為、執筆時には、サ
ロン・ブラックモン全体は完成していない。おそらく、《桟敷席》を除くその他の作品は、執筆時点で完成して
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屏風絨毯で構成されており、織り上げられた布地の装飾文様が、様々な種類、様々な色彩のバラ
の花を豊かに開花させながら曲線を描き、同じく、この芸術家が構成した木製〔の枠〕の形と装飾文
様と調和して、最も貴重で最も力強い一体感を生み出している。 
 ゴブラン製作所が見落とし、忘れ去り、評価してこなかった 19 世紀の芸術家たちの中に、私は、
あらゆる芸術、あらゆる技法〔を扱うことのできる〕芸術家であり職人のフェリックス・ブラックモンの名
を挙げなかった。というのも、彼は最終的に、あらゆる点で自身に芸術家としての才能があることを
たった一度で示しているこの《虹》によって、〔ゴブランにおける〕その地位と重要性を獲得したから
だ。深みがありながらも光り輝き、明るい空気感のあるセーヌ川の風景、そしてムードンの丘や小島
は、灰色かつ金色の曇った空の下で草木が生い茂り、虹の振動する 7 つの色を透かして、画面の
奥に、川の水平線上に、そのモニュメントによってぎざぎざとなっているパリのシルエットを浮かび上
がらせている。青い翼を持つイリスは、水の爽やかさと夏の暑さの中で、バラ色の若々しい裸で描
かれ、微笑みながら木陰で休息をしており、多色のスカーフを風景の上方へ放っているのは彼女
である。 
 しかしながら、ブラックモンは、まだ全てを語っておらず、この風景の広大さと、大胆にも美しく若
返らせた、近代的でパリ人〔を表す〕神話的な人物の姿をした神の使いを通じて、自身の〔才能の〕
高さの全てを示してはいなかった。巨匠の大胆さ、力強さ、経験を以って、ブラックモンは、「装飾
文様」という今日ではほとんど使われなくなったものを積極的に創造し、枠組みの向こう側に、全く
のスペクタクルを示したのだ。それ〔枠組み〕はまるで、巧みに曲線を描く金の格子のようであり、カ
ルトゥーシュの下部からはじまって、曲線を描きながら絡み合い、花々で覆われた斜面、鴨や雁で
賑わう水面、草木や雲の間を抜けて、光り輝く太陽の高さまで達している。 
 ブラックモンは、《虹》だけで満足はしなかった。魔法のような夏の風景に基づいて構想した《森》
は、息子ピエール・ブラックモンによって制作され、かつて織られたタピスリーの中でも、最も美しい
ものの 1 点である。それは、森特有の自然の力と恩恵、何年もの歳月をものともしない樹皮を持つ
丈夫なナラの木の逞しさ、柳のような軽やかな葉を持つ銀色の幹の白樺の恐ろしいほどの繊細さ
である。光と影が戯れる開けた空地であり、コケやシダ、イネ科の植物の間では、雌を伴ったキジが
玉虫色に反射している。そして空地は風景の奥へと開かれており、劇場装飾が自然の装飾となっ
たかのように木々が点在し、青い空と白い帆が浮かぶ川の青い水面を覗かせている。この風景の
上に、画家は、自身の装飾文様を付け加え、この金の格子はそのアラベスクで風景を囲い、この風
景を魔法のかかかった公園に変化させている。画面下部では、金の盾の上に雄鶏が佇んでいるが、
この湾曲したくちばしの雄鶏は、目を輝かせ、光沢の羽をまとい、その爪で立っており、それは、セ
ーヴルの巨匠の署名であることを示す。 
                                                       
いたものと考えられる。 
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 このサロン・ブラックモンは、ピエール・ブラックモンをその協力者とし、彼もまた作品製作を担った。
《嗅覚》というモティーフを発想、構成、制作したのは彼である。《嗅覚》は、素晴らしく優美な身体を
持つ、しゃがみこんだ裸の女性〔像として表され〕、バラの花束の匂いを嗅いでいる。この人物像の
周りを、シダの渦巻き文様の装飾的モティーフを囲んだのは、フェリックス・ブラックモンであり、その
洗練された線は、主題の周りで調和を取りながら渦巻いている。我々は、全く正当に、東方の絨毯
の線と色彩の調和を誉めたたえるが、この屏風は、それらに劣るものではない。またこの屏風は、サ
ロン〔・ブラックモン〕の全ての装飾、すなわち、椅子の背もたれや衝立、屏風、絨毯を形作っている
様々な色彩と調和している。その多様な色彩は、ピンク色の地の上で、あらゆる色彩の花の間で、
その多様性を誇り、ファンタジアを奏でている。こうした多様な色彩は、フランスの装飾のうちに、一
見したところ、ペルシアや中国、日本の印象を与える装飾を作り上げている。 
 ピエール・ブラックモンは、これらの作品に、父の装飾に関する趣味や技量に結びつく、単独で
制作した作品をつけ加えた。《桟敷席》は近代的なタピスリーであり、我々が、過去の芸術に付け加
え未来の芸術へと導いてくれるであろう芸術において、我々の時代の表現あるいは我々の時代に
着想を得た作品に正当に要求されるものを検証し、それを取り込むこととなるだろう。それは、非常
に柔らかくも鮮やかな色彩の、高級に仕立てられたドレスに身を包む 3 人の女性のことであり、彼女
たちは、完璧に髪を整え、胸元を露わにし、柔らかで明るい剥き出しの腕は美しく、パリの女性らし
い美しさを湛える横顔には、上品な微笑とまなざしの輝きとが響き合っている。彼女たちと一緒にい
る若い男性は、黒い上着に白いネクタイ姿で、彼に落ちる影が、舞台上の輝きを引き立てている。
不釣り合いな荒々しさは無く、完璧な調和、桟敷席の中の薄明かりであり、部屋の一番奥に見える
光景に集中した光の効果が、夢幻劇の登場によって輝いている。いつの日か我々は、タピスリーの
モデルであるこの素晴らしい絵を、数々の絵画の傑作の中に並べることになるだろう。このタピスリ
ーは、「ブラックモンの装飾文様」としてそれ以降名付ける装飾文様、すなわち、《虹》や《森》を囲ん
でいた縁取りとは非常に異なり、格子の金色の中で黒を地に細かく描かれた花と果実の房を持っ
た文様によって完成する。〔フェリックスとピエールの装飾文様は、〕類似し、同じ原則に沿ってはい
るが、〔文様の〕形体と応用の可能性が多様であることが証明され、息子の《桟敷席》は父の作品の
血脈に、輝かしく連なっているのである。 
 フェリックス・ブラックモンがデザインした家具の木枠が、家具職人ビュザンによってマホガニー材
で製作され、屏風《嗅覚》の枠には透し彫りが、ローラン・ルスタンによって入念に施される予定であ
ることを付け加えておこう。 
 
 
第 18 章 ― マリー・カザンの《ディアナ》 ―  オディロン・ルドンの花 ―  オリー・ロビン
夫人の扉、屏風、衝立、セガン＝ベルトー、アンリ・ドゥモン、アシル・ロジェ、ボーバン＝ビ
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ネ夫人、マリー・アリクス夫人、ルノ＝アセンベルク夫人、ブヌースト夫人、ジュイレラット、ゴ
ンドゥアン、ロベール・ボンフィス  
（※ ルドンに関する箇所のみ訳出、原著 101-103 頁） 
 
 〔・・・〕そしてまた別の、分類に収まらない〔芸術家〕がいる。素朴で繊細、簡素でありながら神秘
的な芸術家、オディロン・ルドンは、彼の友情の恩恵を受けた者から惜しまれ33、その芸術の魅力
は皆から賞賛されて愛されており、ルドンは、特異で論理的な画面構成によって、半ば現実的で、
半ば幻想的な形体を寄せ集めている。その自由なイメージは厳密に構成されているわけだが、そ
れは、我々が見てわかるような、線と調和の探求、よく研究された装飾の構築、色彩とその微妙な
抑揚の喚起のみならず、我々が見ることのできない準備習作〔の積み重ね〕によるものである。ルド
ンが、自然を正確に写し取った、どのような素描から出発し、〔それらを〕どのように参照しているの
かを知るためには、彼の素描や素描帳をたくさん集めなければならない。そして、植物学者が観察
したかのような花々の茎、花冠、雌しべを使ってこそ、ルドンは、アラベスクを描き、巻きつき、互い
に響きあうよう生まれてきた、新たな花々を構成しているのだということがわかる。〔そうした花々
は、〕空間の中で捉えがたく開花し、蝶のように飛び回る花々を想起させる。 
 このようにしてゴブランでは、ルドンのモデルに基づく衝立と肘掛け椅子が、完璧な方法と非常に
快い自由さを以って、製作された。製作所はいつか、この作品に、ルドンに依頼する予定であった
タピスリーのモデル、空と海で飾られ、見たことの無ような美しい貝と海の花々で囲われた繊細な
《アンドロメダ》を輝かしく追加することができるだろう！ 
 
 
第 22 章  ―  サヴォヌリーの工房  ―  クロード・モネの仕切壁《睡蓮》 ― オディロン・ルド
ンの衝立および屏風 34、ポール・ランソン、A. ロジェ、ブヌースト夫人、ラズドゥリ夫人、ゴデ
ィサール、ヴァン・ゴッホ、セザンヌ  
（※ モネに関する箇所のみ訳出、原著 138-141 頁） 
 
サヴォヌリーの工房―クロード・モネの仕切壁《睡蓮》  
 サヴォヌリーの工房は、絨毯、衝立、屏風、装飾的パネルを製作している。〔・・・〕 
 そしてクロード・モネである。彼はゴブランの栄光となり得るだろう。影響力があり優れたタピスリー
の作り手の一人である〔モネは〕、葉叢模様のタピスリーやタピスリー縁取り、絨毯の芸術を、豊かに
                                                       
33 ルドンは 1916 年に没している。本記述は、ルドンの死後に記された。 
34 ルドンに関して、本章では記述は無く、図版の掲載のみ。記述は第 18 章に含まれる。 
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表現された自然の様々な側面と要素によって、刷新する能力を持つ。彼は常に、完全な技量と能
力を持った状態で、比類ない作品を生み出し続け、大地や海、大気、光の知られざる魅力を明ら
かにしてきた。装飾パネルとして製作された《睡蓮》は、我々に、彼の芸術家としての偉大さ、彼の
ヴィジョンの真実、そして彼の総合の意思を新たに示している。《睡蓮》は、豊かな〔モネの画業の〕
ページの中で、最も繊細な作品である。その水面は草の生えた土手に囲まれ、景色、木々、空を
映し出す。水面には、大きな葉や花の蕾、開花した花も描かれ、これらの存在は、太陽の輝きを受
けて開花する為に深淵からやってくる希少な存在のようである。隙間なく埋め尽くされた葉の中と、
波打つ縁の上には、様々な光と影の下で輝く、しずくの列がある。詩的な美しい夢が形作られ、水
と大気の神秘は目に見えるものとなり、自然は静寂の鏡に向かって内省する。 
 《睡蓮》のこの 3 枚のイメージは、独特な表現の主題となった。衝立の枠に収められたそのフォー
マットは、同一パネル上で連続しているようにも見える。装飾であると同時に、移動が容易な可動式
の壁、大型のタピスリーを飾ることができない小サロンや図書館の装飾に価値を与える為の、興味
深い試みを示したいと私は考えた。芸術家は、このアレンジメントの為に、フランシュ＝コンテの風
景画家の息子であるアンリ・ラパンを招集し、ラパンは自分に提出された素描を直ちに理解して、
優美なマルケトリをはめ込んだブナ材のパネルで、《睡蓮》を囲んだ。水面、空、葉、花々が池の鏡
に反映し、自然と神秘の永遠の魅力を見つめる為の窓の向こうに〔水面が〕立ち現れているようで
ある。 
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資料（5） 
表、地図     ［凡例］ ・ 以下に掲載する表、地図は、すべて筆者が作成した。 
［表 1］ 第三共和政期のタピスリー製作所の組織体制 
公教育美術省 
Ministère de l’Instruction publique et des Beaux-Arts 
国立ゴブラン製作所 
Manufacture nationale 
des Gobelins 
国立ボーヴェ製作所 
Manufacture nationale 
de Beauvais 
美術部門 
Direction des Beaux-Arts 
大臣 
Ministre 
美術長官 
Directeur des Beaux-Arts 
政務次官 
Sous-Secrétaire aux 
Beaux-Arts 
検査官 
Inspecteur 
所長 
Directeur / 
Administrateur 
所長 
Directeur / 
Administrateur 
Charles Blanc 
1870-1873 
Edmond Turquet 
1879-1881 
Michel-Eugène 
Chevreul 
1871（暫定） 
Jules-Pierre-Michel 
Diéterle 
1876-1882 
Philippe de Chennevières 
1873-1878 
Edmond Turquet 
1885-1886 
Pierre-Vict
oir Galland 
1877-1892 
Alfred Darcel 
1871-1885 
〔※1870〜1895 年ま
でにのべ 27 名〕 
Edouard Gerspach 
1885-1893 
Raymond Poincaré 
1895 
Emile Combes 
1895-1896 
Alfred Rambaud 
1896-1898 
Léon Bourgeois 
1898 
Georges Leygues 
1899-1902 
〔※1878〜1903 年までに 7
名〕 
Joseph Chaumié 
1902-1905 
Henri Marcel 
1903-1905 
〔※1886 年に廃止〕 
Jean-Baptiste 
Bienvenu-Martin 
1905-1906 
Jules Guiffrey 
1893-1908 
Aristide Briand 
1906-1908 
Gaston Doumergue 
1908-1910 
Maurice-Louis Faure 
1910-1911 
Théodore Steeg 
1911-1912 
Étienne Dujardin-Beaumetz 
1905-1912 
Gabriel Guist’hau 
1912-1913 
Léon Bérard 
1912-1913 
Théodore Steeg 
1913 
Louis Barthou 
1913 
Paul Jacquier 
1913 
René Viviani 
1913-1914 
Jules Badin 
1882-1913 
Arthur Charles 
Dessoye 
1914 
Jean-Victor 
Augagneur 
1914 
Albert Sarraut 
1914 
〔※1905 年に廃止。1919 年
に再設置。〕 
Albert Dalimier 
1914-1917 
Gustave Geffroy 
1908-1926 
  
Eugène Planes 
1926-1932 
François Carnot 
1932-1937 
Jean Ajarbert 
1917-1935 
〔※以降、1928 年まで
にのべ 23 名〕 
Paul Léon 
1919-1933 
〔※1917 年に廃止。1928 年
に再設置。〕 
〔※1892 年
以降廃止〕 
モビリエ・ナショナル Mobilier national 
Guillaume Janneau 
1937-1944 
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［表 2］ 連作「フランスの諸地域と諸都市」作品一覧 
 下絵制作者 生没年 タイトル 下絵の価格 製織期間 サイズ 現所蔵先 
1 アドルフ・ヴィレット 1857-1926 パリ万歳 4,000 fr. 1909.03.08-
1910.11.16 
3.96×2.66 m モビリエ・ナショナル 
2 ルイ・アンクタン 1861-1932 ブルゴーニュ 5,000 fr. 1911.02.28-
1920.02.03 
3.87×2.88 m モビリエ・ナショナル 
3 ジャン＝フランソワ・
ラファエリ 
1850-1924 ブルターニュ 5,000 fr. 1911.10.29-
1917.01.30 
3.85×7.27 m モビリエ・ナショナル 
（カンペール美術館
に寄託） 
4 アンリ・ラショ 1856-1944 トゥ ー ル ー ズ
の栄光 
4,000 fr. 1913.06.01-
1919.04.28 
3.86×2.65 m モビリエ・ナショナル 
5 ルイ・アンクタン 1861-1932 ノ ル マ ン デ ィ
ー 
12,000 fr. 実現せず、
下絵のみ 
― ― 
6 エドモン・ヤルツ 1846-1921 ピレネー 5,000〜 
  7,000 fr. 
1919.02.27-
1924.09.25 
3.85×7.70 m モビリエ・ナショナル 
7 ガストン・プルニエ 1863-1927 ベアルン 6,000 fr. 1920.07.07-
1924.10.20 
4.00×5.26 m モビリエ・ナショナル 
（パリ、上院議会に
委託） 
8 ジュール・ザング 1882-1942 オーベルニュ 25,000 fr. 1924.10.16-
1927.12.31 
4.20×5.86 m モビリエ・ナショナル 
9 レイモン・ルグー 1898-1934 フ ラ ン シ ュ ＝
コンテ 
24,000 fr. 1926 以降 （下絵：4.00
×5.90 m） 
所在不明 
10 ジャン・スリエール 1893-1968 セーヌ河のニ
ンフ 
20,000 fr. 1925.01.15-
1929.06.18 
4.44×6.23 m モビリエ・ナショナル 
11 ルネ・ピオ 1866-1934 プロヴァンス 25,000 fr. 実現せず、
下絵のみ 
（下絵：3.70
×6.80 m） 
― 
12 エドモン・タピシエ 1861-1943 リムーザン 20,000 fr. 1924.10.21-
1930.04.25 
4.15×5.13 m モビリエ・ナショナル 
13 ガストン・バランド 1880-1971 ケルシー 20,000 fr. 1925.08.07-
1929.06.18 
4.18×7.35 m モビリエ・ナショナル 
 
 
［表 3］ 連作「フランスの諸地域と諸都市」製作期間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［地図 1］ 連作 「フランスの諸地域と諸都市」 に関連するフランスの地名、 河川名
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［地図 2］ 連作 「フランスの諸地域と諸都市」
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・ 各地域圏の区分と名称は、 2015 年まで使用されていたもの （現在 2018
年 8 月時点で使用されているものとは異なる）。
・ タピスリーの主題となった地域圏と地域は、 グレーの編みかけで示した。
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